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例 言

１ 本書は、北海道石狩支庁が行う柏木川基幹河川改修工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財セン

タ－が平成１７（２００５）年度に発掘調査を実施した、恵庭市柏木川４遺跡 A地区・C地区の埋蔵文

化財発掘調査報告書である。

２ 発掘調査および整理作業は第１調査部第２調査課が担当した。

３ 本書の執筆は、村田 大、吉田裕吏洋が行い、編集は村田が行った。各章・節などの執筆者は文

末に記している。

４ 遺構は調査を担当した調査員がそれぞれ整理した。遺物は現地における一次整理を平成１７年７月

２６日まで立田 理が担当し、平成１７年７月２７日以降は村田が担当した。二次整理は土器等および石

器・礫等を村田が、フローテーション試料を土肥研晶が担当した。金属製品の保存処理は第１調査

部第１調査課の田口 尚が担当した。

５ 発掘での写真撮影および、室内での遺物の写真撮影・焼付けなどは吉田が行った。

６ 分析・同定について、下記に依頼・委託した。

（放射性炭素年代測定） 株式会社 加速器分析研究所

（炭化樹種同定） 株式会社 パレオ・ラボ

（種実遺体同定） 株式会社 パレオ・ラボ

７ 石器等の石材鑑定は村田が行った。

８ 出土資料および記録類は、恵庭市教育委員会で保管する。

９ 調査にあたっては、下記の諸機関および人々の指導、ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化課、恵庭市郷土資料館、千歳市教育委員会

恵庭市郷土資料館：上屋真一・松谷純一・森 秀之・長町章弘

千歳市教育委員会：田村俊之・松田淳子・豊田宏良

札幌大学 木村英明、野村 崇、大沼忠春
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記号等の説明

１ 遺構名・遺構図について

（１）遺構名は以下の略号を用い、原則として確認順に番号を付した。なお、発掘区と区別するため、

アルファベッド１文字の略号は柏木川４遺跡の頭文字「K」を頭に付している。

KH：竪穴住居跡 KP：土壙 KF：焼土

KS：礫集中 SP：柱穴状小ピット

（２）掲載した遺構図等の縮尺は、原則として以下のとおりであり、各図面にスケ－ルを付した。

遺構図 １：４０ 遺物出土状況 １：２０

（３）遺構図にはグリッド線に従って、方位記号を付したものがある。真北はアルファベットライン

の基線に対して西偏４２度４４分１９秒である。レベルは標高（単位：ｍ）を示す。

（４）遺構の規模は以下の要領で示した。なお一部破壊されているものや不明確なものについては、

現存長を「（ ）」で、不明のものは「－」で示した。（単位：ｍ）

住居跡・土壙…確認面の長軸長／床面・壙底面の長軸長×確認面の短軸長／床面・壙底面の短

軸長×最大の深さ

焼土……………確認面の長軸長×確認面の短軸長×最大厚

集石……………確認範囲の長軸長×短軸長

（５）出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に以下のシンボルマ－クで示したものがある。

●・○：土器・土製品 ▲・△：剥片石器・剥片 ■・□：礫石器・礫

黒塗りは床面・壙底面出土、白抜きは覆土出土

また焼土等はスクリーントーンで示したものがある。

２ 遺物について

（１）掲載した実測図等の縮尺は、原則として以下のとおりであり、各図面にスケ－ルを付した。

復元土器 １：３ 土器拓影 １：３ 土製品・石製品 １：２

剥片石器 １：２ 磨製石器 １：２ 礫石器 １：３（一部１：４）

（２）石器・土製品・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお破損しているものについては現存

最大長を（ ）で示した。

最大長×最大幅×最大厚 （単位：�）

３ 土層について

（１）基本土層はロ－マ数字で、遺構の覆土はアラビア数字で示した。

（２）土層の混合状態を表現するために、以下のように表記してある。

A＋B：Aと Bが同量混じる。 A＞B：Aに Bが少量混じる。

A≫B：Aに Bが微量混じる。 A≒B：Aと Bはほぼ等しい。

（３）土層の色調には『新版標準土色帖』（小山・竹原１９６７）を使用し、カラーチャートの番号を付し

たものがある。
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� 調査の概要

１ 調査要項

遺 跡 名：柏木川４遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０４－２１）

事 業 名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財調査

委 託 者：北海道石狩支庁

所 在 地：恵庭市柏木町６１０、６１２ほか

調査面積：１４，１４０�
発掘期間：平成１７年５月９日～１０月２８日

整理期間：平成１７年１０月３１日～平成１８年６月３０日

２ 調査体制

平成１７年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 森重楯一

専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 佐藤俊和

総 務 部 長 牧野義則

第１調査部長 千葉英一

第２調査課課長 佐藤和雄

主 査 村田 大（発掘担当者：A地区、７月２７日から一次整理および二次整理担当）

主 任 土肥研晶

主 任 立田 理（発掘担当者：B地区、７月２６日まで一次整理担当）

主 任 吉田裕吏洋（発掘担当者：C地区、写真担当）

３ 調査に至る経緯

調査に至る経緯に関しては、過年度に刊行された北海道埋蔵文化財センター調査報告書（「西島松

５遺跡 第１７８集」、「西島松５遺跡（２） 第１９４集」、「西島松５遺跡（３） 第２０９集」、「西島松５遺跡

（４） 第２２４集」、「西島松９遺跡 第１７９集」、「柏木川１３遺跡 第２０３集」、「柏木川４遺跡・柏木川１３

遺跡（２） 第２１１集」に記載があるので、合わせて参照していただきたい。

柏木川改修計画は昭和５８（１９８３）年に策定され、昭和６１（１９８６）年から現河川拡幅の改修工事が下

流側から上流側（市道西六線～道々江別・恵庭大通付近）へ進められてきた。その後、平成７（１９９５）

年に柏木川改修の延長と遊水地が計画され、平成９（１９９７）年４月に柏木川改修計画増の区間（道々

江別・恵庭線～道央自動車道）と第１・第２遊水地建設が決定された。工事主体である北海道札幌土

木現業所から北海道教育委員会に第１遊水地建設について埋蔵文化財保護のための事前協議書画が提

出され、これを受けて北海道教育委員会は平成１５（２００３）年７月１５日～１７日と１０月１５日に第１遊水地

内に含まれる柏木川４遺跡の試掘調査を実施した。その結果、発掘を必要とする面積３４，０００�、その
うち本発掘調査２１，０００�と遺構確認調査および工事立会的調査１３，０００�が提示された。この結果を受
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図�－１ 遺跡の位置（この図は国土地理院発行２０万分の１地勢図「札幌」「苫小牧」を複製，加筆したものである）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２ 柏木川改修工事関連調査遺跡位置図
（この図は国土地理院発行２万５千分の１地形図「恵庭」「石狩広島」を複製，加筆したものである）
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けて関係者による協議が行われ、工事の性格上計画変更は極めて困難であることから、当センターが

記録保存のための発掘調査を平成１６（２００４）年５月から実施することになった。

平成１６年度の調査では、縄文時代前期の竪穴住居跡１軒、縄文時代晩期を主体とする土壙７８基、焼

土１９ヵ所、集石２ヵ所の遺構が検出され、７，０９６点の遺物が出土した。調査報告書「柏木川４遺跡・

柏木川１３遺跡（２）」（北埋調報２１１）が刊行されている。

なお、昭和６１年から柏木川改修工事に伴い、恵庭市教育委員会によって、中島松１・４・５A地

点、６・７遺跡、南島松２・３・４遺跡、西島松１４・１５・１５B地点・１７・１８遺跡、仲町遺跡、柏木川

１３遺跡の発掘調査が行われ、報告書が刊行されている。 （村田 大）

４ 調査の方法

（１） 発掘区の設定

平成１６年度の調査区を延長した。柏木川４遺跡の発掘区の設定に当たっては、北海道土木現業所の

「第１遊水地全体平面図 １，０００分の１図」を使用した。工事予定範囲のほぼ中央を通る基準線上の

中心杭である SP２００と SP３００を通る線を基軸のMラインとし、SP２００を基準に５ｍ方眼を設定した。

Mラインと並行に南東へ向かってN、O、P、…、北西へ向かって L、K、J…とした。更に、SP２００

を通りそれに直行する線を４０ラインとし、北東へ向かって４１、４２、４３…、南西へ向かって３９、３８、３７

…とした。この方眼は南西端交点をアルファベットとアラビア数字の組み合わせで呼称する（例：SP

２００はM－４０）。更に必要に応じて１ｍ方眼に２５分割し小発掘区とした。１ｍ方眼の小発掘区は南西

端から北東へ順に１、２、３、４、５とした（例：M－４０－１）。

この方眼の日本測地系による平面直角座標は第�系で以下のとおり。
SP２００（調査区杭番号 M－４０） X＝－１２３１８９．７２０ Y＝－５６７６９．４０９

SP３００（調査区杭番号 M－２０） X＝－１２３２６３．１６６ Y＝－５６８３７．２７４

また、測量法の改正に伴い、平成１４年４月１日にそれまでの平面直角座標系（昭和４３年建設省告示

第３０５９号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成１４年国土交通省告示第９号）

が施行された為、世界測地系による平面直角座標を併記しておく。なお、座標の変換には国土地理院

で公開されている座標変換ソフト「TKY２JGD」を使用した。

この方眼の世界測地系による平面直角座標は第�系で以下のとおり。
SP２００（調査区杭番号 M－４０） X＝－１２２９２６．３７８５ Y＝－５７０７５．９４５１

SP３００（調査区杭番号 M－２０） X＝－１２２９９９．８２４９ Y＝－５７１４３．８１０６

水準測量は北海道恵庭市北柏木町１丁目こばと公園に所在する、恵庭市設置の「BM No．１」を用

いて、各測量に使用した。

平成１１年恵庭市設置 BM No．１ H=３１．７９０ｍ （村田）

（２） 発掘調査の方法

調査範囲は柏木川右岸の標高約４５ｍの上位段丘と標高約４２ｍの下位段丘とその間の段丘崖を含む。

上位段丘のうち、試掘調査の結果から、調査区中央の遺物包含層が良好に残存する部分を通常発掘区

の「A地区」、耕作により遺物包含層が削平されている南側を遺構確認区の「C地区」と呼称して調

査を行った。なお、下位段丘は、重機併用の遺構確認的調査区および工事立会的調査区で「B地区」

とした。次年度以降の報告である。

調査は「A地区」を村田、「B地区」を立田、「C地区」を吉田が主に担当して行った。

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３ 発掘区設定図、調査予定範囲、調査区呼称
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A地区は、�層上面から擦文時代の竪穴住居跡と思われる凹みが確認できたので、土層観察用の
壁面を設定して、人力により�層・�層を除去した。その際、アイヌ文化期の遺構に注意したが、検
出されなかった。�層上面では縄文時代の遺構と思われる凹みが確認できたので、土層観察用の壁面
を設定して掘り下げた。

C地区は、調査に先行し重機により耕作土を除去した。一部に遺物包含層が残存していた。包含層

調査と遺構確認調査を並行して行った。

以下は A地区・C地区共通である。

包含層調査

�層・�層の遺物包含層は、調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら、必要に応じて
ジョレン、移植ごて、竹ベラなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。

遺構調査

包含層調査時に土層の変化により確認された遺構については、その平面長軸と短軸に土層観察用の

壁面を残して掘り下げた。

遺物の取上げ

包含層出土の遺物は、発掘区および層単位での取上げとした。出土状況に応じて、小発掘区による

取り上げ、写真や出土状況図の作成など詳細な記録化に努めた。遺構出土の遺物は、遺構上部の自然

堆積層（�層・�層・�層に相当）に包含されていたものについては、遺構および層位を記録して取
上げた。覆土、床面または壙底面出土の遺物は、図面、台帳等に出土位置を記録し、遺構単位で連続

番号を付して取上げた。ただし、調査の都合により、覆土から出土した遺物の一部は、層位ごとによ

る取上げを行っている。

竪穴住居跡の竈と床面付近の土壌および骨片を含む焼土は、動物遺存体や炭化種子等の微細遺物を

抽出するためにサンプリングし、フローテーションおよび土壌水洗作業を行った。 （村田）

（３） 土 層

基本土層は、恵庭市教育委員会の設定をおおむね踏襲している。�・�層が遺物包含層である。
�層：表土・耕作土 黒色～黒褐色（１０YR ２／１～２／２） 調査前の現況は、A地区は樹齢６０年前

後の木々が生い茂る林であった。C地区は以前、畑地として利用されていた。耕作土であ

る。

�層：浅黄橙色～にぶい黄褐色（１０YR ８／３～６／３） 樽前 a降下軽石層（Ta－a）１７３９年に降下。

A地区で見られる。層厚は２０～３０�程度。上位は粗粒砂、径０．５～１�。中位は中粒砂、径
０．３�程度が主体。下位は極粗粒砂、径１～２�程度が主体。

�層：黒色～黒褐色土（１０YR １．７／１～２／２） 層厚は３０�前後。粘性中、しまりあり。木根多く含
む。主な遺物包含層である。

�ａ層・�ｂ層：�層中で遺構の掘上げ土が確認できた場合、掘上げ土より上位を�ａ層、
下位を�ｂ層とした。縄文時代の土壙 KP－８５や擦文時代の竪穴住居跡 KH－２、KH－３
の周辺で見られる。

�層：暗褐色土（１０YR ３／３～３／４） �層と�層の漸移層。恵庭 a降下軽石層（En－a）の軽石粒
を少量含む、粘質、しまりなし。

�層：明黄褐色土（１０YR ６／６～６／８） 恵庭 a降下軽石層(En－a)の水成二次堆積層。検出した遺

構の大半はこの層を掘り込んでいる。 （村田）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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（４） 整理作業の方法

整理作業は、一次整理作業の取りまとめと土器等の整理を立田、石器等の整理を村田、写真等の整

理を吉田がそれぞれ担当し、８月１日から江別センターで、現地調査と並行して二次整理作業を進め

る計画で開始した。

現地での一次整理作業は野外作業と並行して遺物の水洗、注記作業を行い、土器・石器別に遺構、

発掘区、層位、日付ごとに仮収納した。注記は平成１６年度の様式を踏襲した。小片や微細なものを除

いた遺物に、遺跡名略号（カ４）・遺構名または発掘区・層位名・（取り上げ番号）を記入した。

土器の一次整理作業

土器等の整理は立田の担当であったが、７月２７日から村田が担当することとなった。引き継いだ時

点で、分類未了であったため、注記済みの土器から江別センターに搬送し、一次分類を行った。８月

１日の二次整理作業の開始まで日時が限られていたため、分類作業は前述した仮収納ごとに行い、台

帳に遺構・発掘区、層位、分類、日付、点数を記入した。分類後は遺構・発掘区、分類ごとに収納し

た。このため、通常の一次整理段階で行うカード作成の作業はしていない。また、個々の遺物に番号

が付されないため、遺物からは遺構・調査区、層位の情報しか追跡できない。そのため、二次整理段

階で分類変更等が生じた場合は、遺構・発掘区、層位ごとの総数を修正している。

石器の一次整理作業

現地で野外作業と並行して行った。土器の一次整理と同様であるが、台帳作成の際にカード作成を

行った。遺構ごと、分類ごとに仮収納し江別センターへ搬送した。

８月からの二次整理作業で、土器の接合・復元、石器・礫の接合、分析試料の抽出、土器、石器等

の実測・製図、計測、集計、写真撮影、記録類の整理、遺物の収納を行った。 （村田）

写真の整理作業

屋外での撮影は、モノクロとリバーサルのフィルムを用い、６７サイズを主体に必要に応じて４５サイ

ズのフィルムを使用した。ブレやボケを防止する為に、三脚とレリーズの使用を徹底した。セクショ

ンなどは順光で、住居や土壙の完掘は、掘り込みの深さや床面・壙底面から壁面の状態が分るように、

遺物出土状況などは、立体感や質感、出土位置の高低差が分るように、逆光から半逆光での撮影を心

がけた。銀塩フィルムでの撮影と同時に、デジタルスチールカメラで、同アングルでの撮影を行い、

その画像データを基に、写真台帳のデジタルデータ化も行った。

スタジオでの撮影も屋外と同様に、モノクロとリバーサルの６７サイズを主体に、必要に応じて４５サ

イズのフィルムを使用した。光源は、光量の安定性、色再現の忠実性からストロボを用いている。復

元土器や石器（特に礫石器）は立面撮影を行った。土器の破片や石器（特に剥片石器）は俯瞰無影撮

影を行った。立面・俯瞰撮影ともに、実測図や文章では表現出来ない情報（立体感・質感・加工痕や

使用痕の強弱）を引き出すことに留意した。リバーサルフィルムをスキャニングした画像を基に、写

真台帳のデジタルデータベース化をおこなった。これにより、オリジナルフィルムに触れることなく、

画像の検索・並び替え・閲覧が可能となる。フィルムの劣化防止にもなる。

モノクロフィルムの現像とモノクロ写真の焼付けは、自動現像機を使用しての自家処理を行ってい

る。これにより、品質の安定性と処理の迅速化が図れている。リバーサルフィルムは、プロラボへの

外注で現像を行っている。 （吉田裕吏洋）
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（５） 遺物の分類

土器等

分類規準は、当センター通有の大別（縄文時代５大別と続縄文・擦文時代にそれぞれ�～�群を付
す）を踏襲し、主体時期は細分した。おおむね「美沢川流域の遺跡群」に準拠している。

�群 縄文時代早期に属する土器群。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。東釧路�・�
式、コッタロ式、中茶路式、東釧路�式に相当するもの。

�群 縄文時代前期に属する土器群。

a類：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された丸底・尖底の土器群。

b類：円筒土器下層式、植苗式に相当するもの。

�群 縄文時代中期に属する土器群。

a類：円筒土器上層式、萩ヶ岡１式、萩ヶ岡２式に相当するもの。

b類：円筒土器上層式に後続する土器群。天神山式、柏木川式、北筒式（トコロ６類）に相当する

もの。

�群 縄文時代後期に属する土器群。

a類：初頭～前葉の土器。余市式、入江式に相当するもの。

b類：中葉の土器。船泊上層式、手稲式、�澗式、エリモ B式に相当するもの。
c類：後葉の土器。堂林式、御殿山式に相当するもの。

�群 縄文時代晩期に属する土器群。

a類：大洞 B BC式、東三川式に相当するもの。

b類：大洞 C１・C２式、美々３式に相当するもの。

c類：大洞 A A′式、タンネトウ L式に相当するもの。

�群 続縄文時代に属する土器群。

�群 擦文時代に属する土器群。細分は佐藤和雄分類（北埋調報８９）に準じる。

土製品

石器等

石器は剥片石器類、磨製石器類、礫石器類に大別し、形態ごとに分類した。分類の原則と区分を以

下に示す。細分記号は付していない。なお、複数の器種が複合している場合は使用痕の多寡により一

方の器種にまとめている。

剥片石器類

石 鏃：押圧剥離により両面が調整され、尖頭形を呈する５�未満のもの。
ポイント・ナイフ：押圧剥離や平坦剥離によって両面が調整され、尖頭形を呈する５�以上のもの。
石 錐：錐状の突出部が作り出されたもの。

つまみ付きナイフ：抉り状の加工によって、端部につまみが作り出されたもの。

箆 状 石 器：両面が調整された石器で、一端に直線状ないし弧状の刃部が形成されるもの。

スクレイパー：剥離が素材の側縁に連続的に加えられたもの。

両面調整石器：剥離が素材の両面に施されるが尖頭形でないもの。

ピエス・エスキーユ：剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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Rフレイク（二次加工ある剥片）：剥片を素材とし、縁辺の一部に二次加工が認められるもの。

剥 片：石核・石器から剥離されたもので、二次的な剥離が見られないもの。

石 核：石器の素材と成り得る剥片を剥離した痕跡があるもの。

原 石：石器素材と成り得る礫の内、剥片の剥離が行われていないか、不明瞭なもの。

磨製石器類

石 斧：打ち欠き・敲打・研磨により形成され、一端に刃部を作り出したもの。

礫石器類

た た き 石：敲打痕のあるものの内、持ち運び可能なもの。

す り 石：擦り痕のあるものの内、持ち運び可能なもの。

石 鋸：擦切技法を用いた石器製作に使用されたもので、断面が V字形の擦面をもつもの。

扁平打製石器：周囲もしくは両端部を打ち欠き、半円または楕円に整形されたもので、縁辺に擦り痕を

有するもの。

扁平打製石器原材：周囲もしくは両端部を打ち欠き、半円または楕円に整形されたもので、縁辺に擦り痕

が認められないもの。石錘に形状が似る。

北海道式石冠：打ち欠き・敲打により、整形されたもので、下面に擦り痕を有するもの。

砥 石：凹んだ砥面をもつもの。

台石・石皿：擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、持ち運びが困難なもの。

石 製 品：加工が加えられた石製の遺物の内、狩猟・採集具および加工具ではないもの。

金 属 製 品：分類項目は設定していない。A地区の�層から鉄製品が３点出土している。 （村田）

５ 調査結果の概要

遺跡は、恵庭市街地から北西に２．５�、柏木川の右岸に位置する。調査区は標高約４５ｍの上位段丘
と標高約４２ｍの下位段丘および旧流路を含む低地部からなる。以前は、水田や畑地に利用されていた。

上位段丘のうち、試掘調査の結果から、調査区中央の遺物包含層が良好に残存する部分を通常発掘区

の「A地区」、耕作により遺物包含層が削平されている南側を遺構確認区の「C地区」と呼称して調

査を行った。調査面積は、A地区１，６９０�、C地区３，７７０�である
検出した遺構は A地区・C地区合わせて、竪穴住居跡３軒、土壙２１１基、焼土８５ヵ所、集石３ヵ所、

柱穴状の小ピット４基である。そのうち擦文時代のものは竪穴住居跡２軒、集石２ヵ所で、他はすべ

て縄文時代のものである。遺物は土器、石器等４５，０３５点が出土した。以下、地区ごとに述べる。

A地区

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡１軒、土壙１９５基、焼土７６ヵ所、柱穴状小ピット４基が検出された。

竪穴住居跡は、南側の平坦面で検出され、平面形は隅丸方形に近い楕円形を呈し、掘り込みのない

地床炉を持つ。床面から�群 b類植苗式の土器片がまとまって出土しており、前期後半のものと考
えられる。

土壙は、中期に属すると考えられるものが５基あり、KP－８５は長径２ｍ程で、大形の貯蔵穴と思

われる。後期のものは１基で、形態から後期後葉の土壙墓と推定している。晩期のものは１８９基で、

出土遺物などから大半は後葉のものと考えられる。そのうち土壙墓または土壙墓の可能性があるもの

は２０基である。分布は、楕円形で長軸１ｍ前後のものが北側に、円形のものが調査区中央付近から南
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側斜面部にかけて多く見られる。他の土壙は小型で円形を呈するものと楕円形・長円形を呈し、長軸

が１ｍ前後のものがある。大半のものの覆土は流入土と崩落土の互層で、遺物の出土は少ない。

焼土は、調査区のほぼ全域に分布しており、焼けて白色化した動物骨・魚骨が含まれるものが多

い。すべて晩期に属するものと考えられる。

柱穴状の小ピットは、４基検出され、調査区南西の平坦面から斜面への地形の転換点付近にまとま

っており、杭状のものを打ち込んだ跡と思われる。いずれも晩期のものと考えられる。

擦文時代の遺構は、竪穴住居跡２軒と集石２ヵ所である。出土した土器から、いずれも８世紀中葉

のものである。焼失住居で、床面から炭化材が多く出土した。炭化材の樹種同定では、使用した材は

すべて「コナラ」との結果を得ている。覆土に被熱し赤色硬化した土や焼土が見られることから、土

葺きの屋根を持っていたと考えられる。住居跡は２軒とも、主柱穴が外に４本あるいわゆる「カリン

バ型」と呼ばれるものである。

遺物は４０，９９５点出土した。土器・土製品３４，１３２点、石器等６，８６３点である。遺構に伴うものは少な

く８０％が包含層からの出土である。土器は縄文時代早期から擦文時代のものが出土している。晩期の

ものが最も多く９５％を占める。早期は東釧路�式、前期は植苗式、中期は北筒式、後期は堂林式、晩
期はタンネトウ L式が多い。続縄文時代は後北 C２－D式と考えられる胴部破片が少量出土してい

る。擦文土器は８世紀中葉（佐藤和雄分類の�類）のものが主体である。石器は完形で出土するもの
が少ない。剥片石器では石鏃、スクレイパーが多い。礫石器はたたき石と砥石の多さが特徴的である。

C地区

検出された遺構は、土壙１６基、焼土９ヵ所、集石１ヵ所で、すべて縄文時代のもので、晩期後半に

属するものが多い。土壙は３０から３５ラインのものと４３ライン付近に２つのまとまりがある。前者は周

辺から焼土が多く検出され、中期に属するものもある。後者のうち KP－１６７からは赤彩が施された

�群 c類土器が１個体出土している。
遺物は４，０４０点出土した。土器。土製品は２，２７５点、石器等１，７６５点である。大半が包含層からの出

土である。土器は縄文時代前期と中期のものが多く、晩期と擦文時代の土器も出土している。石器は

石斧と石斧製作に関連すると思われる石鋸、砥石が焼土の周辺から多く出土している。礫石器では扁

平打製石器、北海道式石冠が出土した。 （村田）

� 調査の概要
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表�－１ 遺構一覧

時期別 縄文時代 擦文時代
合 計

遺構名（略号） A地区 C地区 計 A地区 C地区 計
KH（住居跡） １ １ ２ ２ ３
KP（土壙） １９５ １６ ２１１ ２１１
KF（焼土） ７６ ９ ８５ ８５
KS（集石） １ １ ２ ２ ３
SP（柱穴状小ピット） ４ ４ ４

表�－２ 出土遺物一覧

土器等 包含層 包含層計 遺構 遺構計 計
A地区 C地区 A地区 C地区

�ａ ２４ ２４ １ １ ２５
�ｂ ５０ １０７８ １１２８ ８３ ８３ １２１１
�ｂ ７０６ １０２２ １７２８ ２６９ ４ ２７３ ２００１
� １１７ １１７ １４ １４ １３１
�ｃ ９ ９ ３ ３ １２
�ｃ ２５８７５ ９２ ２５９６７ ６０６０ ４８ ６１０８ ３２０７５
� ４ ４ ２ ２ ６
� ５８３ ３１ ６１４ ３２３ ３２３ ９３７
不明 ６ ６ １ １ ７
土製品 １ １ １ １ ２

計 ２７３７５ ２２２３ ２９５９８ ６７５７ ５２ ６８０９ ３６４０７

石器等・金属製品
包含層

包含層計
遺構

遺構計 計
A地区 C地区 A地区 C地区

石鏃 １２３ ９ １３２ ３２ ３２ １６４
ポイント・ナイフ ６ ８ １４ １４
石錐 １５ ３ １８ ６ ６ ２４
つまみ付きナイフ ５ １０ １５ ２ ２ １７
スクレイパー ２２５ １１ ２３６ ６７ ６７ ３０３
両面調整石器 １ １ １
ピエス・エスキーユ ３ ３ ３
Rフレイク ９７ １３ １１０ ４０ ４０ １５０
フレイク ３３３９ ６２９ ３９６８ ８８７ １３ ９００ ４８５５
石核 １７ ９ ２６ ２ ２ ２８
原石 １０ １０ １０
棒状原石 １ １ １
石斧 ４５ ２３ ６８ ７ ７ ７５
石斧原材 １ １ １ １ ２
たたき石 ３９ ５ ４４ １１ １１ ５５
すり石 ６ １ ７ ３ ３ １０
石鋸 ２ ２ ２
扁平打製石器 １ １ １
北海道式石冠 １ ６ ７ ２ ２ ９
砥石 ２４ ４ ２８ ２ ２ ３０
台石 １ １ ４ ４ ５
石皿 ３ １ ４ ５ ５ ９
棒状礫 ２ ２ ２
加工痕ある礫 １９ ７ ２６ ９ ９ ３５
礫 １５６２ １０１０ ２５７２ ２２９ ２２９ ２８０１
石製品 ５ ５ １ １ ６
金属製品 ３ ３ ３

計 ５５５２ １７５２ ７３０４ １３１１ １３ １３２４ ８６２８
合 計 ３２９２７ ３９７５ ３６９０２ ８０６８ ６５ ８１３３ ４５０３５

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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� 遺跡の位置と周辺の遺跡

１ 遺跡の立地と環境（図�－１～４）

位置と地名の由来

遺跡の所在する恵庭市は、石狩低地帯のほぼ中央に位置し、東部の標高８ｍ前後の水田・畑地帯と

西部の山地で構成されている。北側は島松川を挟んで北広島市と、南側は千歳市と、東側は千歳川を

挟んで長沼町と、西側は漁岳から空沼岳を経て島松山を結ぶ線を分水嶺として札幌市と接する。

市名にもなっている「恵庭」は、アイヌ語の「エエンイワ」（頭が・尖っている・山－現在の恵庭

岳を指す）が転訛したものと言われている。

遺跡名にもなっている「柏木川」は、明治２９年仮製５万分の１図によると「ペケレ・ペッ」と呼ば

れ、明治４３年製５万分の１図には現在の名称「柏木川」と呼称されている。「ペケレ・ペッ」とは榊

原正文の『データベースアイヌ語地名３』（２００２）によれば、アイヌ語で「明るい・川」を意味する。

松浦武四郎「新道誌」『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌』には「（前略）其土皆むかしタルマイ山の焼

石なりと。故に水至りて清冷なるによって此名有るなり。（後略）」とある。「タルマイ山の焼石」と

は１７３９年降下の樽前 a火山灰のことで、その色調は明灰白色である。榊原も河床堆積物の色調から

命名されたと推定している。

遺跡周辺の地形・環境

恵庭市の地形は隣接する北広島市や千歳市とともに、西部は支笏湖の北側にそびえる恵庭岳（１，３２０

ｍ）や漁岳（１，３１８ｍ）などから続く山地、東部は石狩平野の南端部にあたる平地からなっている。

この地方の地質は、第３紀層を覆う火山性の堆積物からなっている。これらは支笏湖を含む周辺の

火山群の噴出物である。地表近くには支笏湖の南側にある樽前山（１，１０３ｍ）を噴出源とする降下火

山灰層が３層みられる。上層から１７３９年に降下した Ta－a層、１６６７年の Ta－b層、約２０００年前に降

下したと推定されている Ta－c層である。これらの火山灰は遺跡の調査において、遺構・遺物の年

代決定の指標の一つになっている。このうち、今回の発掘調査区では Ta－a層が削平を受けていな

い A地区で、層厚３０�程の堆積としてみられる。
遺跡のある柏木川は、流路延長は約１１�、市域の西側にある陸上自衛隊島松演習所内に源流部を持

ち、市街北東方向へ流れている。その後、恵庭市下島松でルルマップ川と合流し、北広島市との境界

付近で島松川と合流、さらに島松川も恵庭市、北広島市、長沼町の３市町が接する地点で千歳川に合

流し、最後には石狩川へと流入している。柏木川は恵庭市内の茂漁川、島松川、ユカンボシ川、ルル

マップ川などとともに、石狩川水系の末端に位置する小河川である。

遺跡は、恵庭市街地から北西に２．５�、柏木川の右岸に位置する。柏木川が開析した沖積地の河岸
段丘縁に立地している。河岸段丘の基層は支笏軽石流・恵庭 a火山灰の水成二次堆積層である。調

査区は標高約４５ｍの上位段丘と標高約４２ｍの下位段丘および柏木川の旧流路を含む低地部からなる。

上位の段丘に柏木川３遺跡、柏木川５遺跡が隣接し、柏木川の対岸には柏木川１遺跡、柏木工業団地

２遺跡が続いている。

図�－３・４は１９４８年と１９５３年撮影の空中写真に発掘区を重ねたものである。B地区の一部で河川
の直線化以前の自然地形が観察できる。また、耕作土の色調の違いから平成１６（２００４）年度調査区の

段丘崖や C地区の削平部分などがおおまかに読み取れる。 （村田）

� 遺跡の位置と周辺の遺跡
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２ 周辺の遺跡（図�－５、表�－１）

柏木川流域には遺跡が多く、現在恵庭市内で周知されている１２０ヵ所の遺跡のうち、半数の６０ヵ所

が柏木川流域に分布する。右岸に３２ヵ所、左岸には２８ヵ所が存在する。これらは標高６５ｍ付近の上流

から標高８ｍ付近のルルマップ川との合流点まで、満遍なく分布している。確認された６０ヵ所の遺跡

のうち、発掘調査が行われたのは２０ヵ所である。以下、当該遺跡のある柏木川流域の遺跡を中心に時

期別に概観する。

旧石器時代

茂漁４遺跡では、En-a層から細石刃核、掻器等が出土した。

縄文時代早期

柏木川１３遺跡では、竪穴住居跡が１軒検出され、床面から前半期に属する平底の貝殻文土器と蛇紋

岩製の石器や石製品が出土した。柏木川１１遺跡から東釧路�式土器が出土している。島松仲町遺跡か
らは、アルトリ式・東釧路�式・東釧路�式土器が出土している。
縄文時代前期

柏木川 B遺跡では、後半の植苗式・大麻�式土器を伴う住居跡が２４軒検出された。柏木川８遺跡
から、静内中野式土器が出土している。

縄文時代中期

柏木川式土器の標識遺跡である、柏木川１遺跡から、竪穴住居跡が６軒調査され、口縁部に貼付帯

をもつ深鉢形土器が２個体と、石器がまとまって出土した。西島松４遺跡からは、終末期の大木１０式

土器を伴う土壙が１基検出されている。西島松１５遺跡から、柏木川式土器の時期に属する竪穴住居跡

が１７軒検出されている。B地点でも同時期の竪穴住居跡が４軒検出されている。

縄文時代後期

柏木 B遺跡では、３基の周提墓が調査され、土壙から石棒や玉類が出土した。西島松５遺跡で、

土壙から漆製品が大量に出土した。

縄文時代晩期

柏木川８遺跡、西島松２・３遺跡から、タンネトー L式土器が出土している。

続縄文時代

柏木 B遺跡では、土壙墓が検出されている。時期はおもに後北 C２－D式土器の頃で、柱穴様ピッ

トや付属ピットを持つものが確認されている。土壙墓の付属ピットの可能性があるものからガラス玉

が３０個出土している。

擦文時代

柏木川１遺跡では、前半期の墳墓が１基調査され、甕・杯とともに刀子・鎌・鍬などの鉄製品も出

土した。柏木東遺跡（茂漁古墳群）では、昭和９年の調査で北海道式古墳が１４基確認された。柏木川

１１遺跡では、竪穴住居跡が３軒調査された。いずれも焼失住居である。茂漁４遺跡では、７軒の竪穴

住居跡が調査され、住居内から琥珀玉・須恵器蓋が出土している。柏木川１３遺跡では、竪穴住居跡が

４軒検出された。このうち２軒は掘り込みの外側四隅に柱穴をもついわゆる「カリンバ型」の住居で

ある。

アイヌ文化期

茂漁チャシがある。茂漁川左岸の段丘上に立地している。面崖式のチャシで２本の壕が確認されて

いる。 （村田）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１ 遺跡周辺の地形（１）（この図は国土地理院発行５万分の１地形図「恵庭」「千歳」を複製，加筆したものである）

� 遺跡の位置と周辺の遺跡
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図�－５ 周辺の遺跡
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表
�
－
１
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の
遺
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一
覧
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－
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）

番
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遺
跡
名

性
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時
期

文
献
（
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数
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場
合
は
新
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の
）

番
号

遺
跡
名

性
格

時
期

文
献
（
複
数
あ
る
場
合
は
新
し
い
も
の
）

９
柏
木
A

遺
物
包
含
層

擦
文

５８
島
松
旭
町
３

遺
物
包
含
層

１０
柏
木
B

住
居
跡
、
墳
墓
縄
文
（
早
～
晩
）、
続
縄
（
北
大
）

１９
８１
『
北
海
道
恵
庭
市

柏
木
B
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

５９
南
島
松
１

住
居
跡

縄
文
（
早
・
中
期
）

１９
９１
『
南
島
松
１
遺
跡
」「
南
島
松
４
遺
跡
」』

１１
柏
木
C

遺
物
包
含
層

６０
南
島
松
２

住
居
跡

縄
文
（
早
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）、
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文
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９２
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松
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４
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１２
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木
沢

遺
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含
層

縄
文
（
晩
期
）

６１
南
島
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３
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跡
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中
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期
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文
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９２
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遺
跡
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茂
漁
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シ
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ャ
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跡

ア
イ
ヌ

１９
８０
『「
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大
系
�
」

北
海
道
』

６２
南
島
松
４

住
居
跡

縄
文
、
擦
文

１９
９２
『「
中
島
松
１
遺
跡
」「
南
島
松
４
遺
跡
」「
南
島
松
３
遺
跡
」「
南
島
松
２
遺
跡
」』

１４
柏
木
東（
茂
漁
古
墳
群
）

墳
墓

擦
文

１９
６６
『
恵
庭
遺
跡
』

６３
南
島
松
５

遺
物
包
含
層

縄
文
・
擦
文

１５
茂
漁
１

遺
物
包
含
層

縄
文（
晩
期
）、
続
縄（
後
北
）、
擦
文（
北
大
）

１９
７９
『
続
千
歳
遺
跡
』

６４
中
島
松
１

住
居
跡

縄
文
（
早
・
中
・
後
期
）、
擦
文

１９
９２
『「
中
島
松
１
遺
跡
」「
南
島
松
４
遺
跡
」「
南
島
松
３
遺
跡
」「
南
島
松
２
遺
跡
」』

１６
茂
漁
２

遺
物
包
含
層

擦
文

６５
中
島
松
２

遺
物
包
含
層

縄
文

１７
柏
木
水
源
地

墳
墓

縄
文
（
中
・
後
期
）、
続
縄
、
擦
文

６６
中
島
松
３

遺
物
包
含
層

縄
文

１８
柏
木
川
１

住
居
跡
、
墳
墓

縄
文
（
中
・
晩
期
）、
擦
文

１９
７１
『
柏
木
川
』

６７
中
島
松
４

遺
物
包
含
層

１９
柏
木
川
２

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
・
晩
期
）

６８
中
島
松
５

住
居
跡

縄
文
（
中
期
）、
擦
文

１９
９０
『「
中
島
松
５
遺
跡
B
地
点
」「
中
島
松
７
遺
跡
C
地
点
」』

２０
柏
木
川
３

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
・
晩
期
）

６９
中
島
松
６

住
居
跡

縄
文
（
中
・
後
・
晩
期
）、
擦
文

１９
８８
『
中
島
松
６
・
７
遺
跡
』

２１
柏
木
川
４

遺
物
包
含
層

縄
文
（
後
期
）

７０
中
島
松
７

住
居
跡

縄
文
（
早
・
後
期
）、
続
縄
、
擦
文

１９
９０
『「
中
島
松
５
遺
跡
B
地
点
」「
中
島
松
７
遺
跡
C
地
点
」』

２２
柏
木
川
５

遺
物
包
含
層

縄
文
（
早
・
中
・
後
期
）

７１
下
島
松
１

縄
文

２３
柏
木
川
６

遺
物
包
含
層

７２
下
島
松
２

縄
文
、
擦
文

２４
柏
木
川
７

住
居
跡

縄
文
（
早
・
前
・
中
期
）

２０
０９
『
柏
木
川
７
遺
跡
』

７３
下
島
松
３

遺
物
包
含
層

縄
文

２５
柏
木
川
８

住
居
跡
、
墳
墓

縄
文
（
中
期
）

１９
８８
『「
柏
木
川
８
遺
跡
」「
柏
木
川
１３
遺
跡
」』

７４
下
島
松
４

遺
物
包
含
層

縄
文

２６
柏
木
川
９

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
期
）

７６
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１

遺
物
包
含
層

縄
文

２７
柏
木
川
１０

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
期
）

７７
ル
ル
マ
ッ
プ
川
２

縄
文

２８
柏
木
川
１１

住
居
跡
・
墳
墓

縄
文
（
中
期
）

１９
９４
『
柏
木
川
１１
遺
跡
（
�
）』

７８
ル
ル
マ
ッ
プ
川
３

遺
物
包
含
層

縄
文

２９
柏
木
川
１２

遺
物
包
含
層

７９
ル
ル
マ
ッ
プ
川
４

遺
物
包
含
層

縄
文

３０
柏
木
工
業
団
地
１

住
居
跡

縄
文
（
中
・
後
・
晩
期
）

８０
ル
ル
マ
ッ
プ
川
５

遺
物
包
含
層

縄
文

３１
柏
木
工
業
団
地
２

住
居
跡

縄
文
（
後
期
）、
続
縄
、
擦
文

８１
ル
ル
マ
ッ
プ
川
６

遺
物
包
含
層

縄
文

３２
柏
木
工
業
団
地
３

住
居
跡

縄
文

８２
ル
ル
マ
ッ
プ
川
７

遺
物
包
含
層

縄
文

３３
柏
木
工
業
団
地
４

遺
物
包
含
層

縄
文

８３
ル
ル
マ
ッ
プ
川
８

遺
物
包
含
層

縄
文

３４
西
島
松
１

遺
物
包
含
層

縄
文
（
前
期
）

８４
ル
ル
マ
ッ
プ
川
９

遺
物
包
含
層

縄
文

３５
西
島
松
２

遺
物
包
含
層

縄
文
（
後
期
）

８５
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１０

遺
物
包
含
層

縄
文
、
続
縄

３６
西
島
松
３

住
居
跡

縄
文
（
前
～
晩
期
）、
擦
文

１９
６６
『
恵
庭
遺
跡
』

８６
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１１

遺
物
包
含
層

３７
西
島
松
４

遺
物
包
含
層

縄
文
（
後
期
）

８７
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１２

遺
物
包
含
層

縄
文

３８
西
島
松
５

住
居
跡

縄
文
（
早
～
晩
期
）、
続
縄
、
擦
文

１９
６６
『
恵
庭
遺
跡
』

８８
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１３

遺
物
包
含
層

縄
文

３９
西
島
松
６

遺
物
包
含
層

縄
文
（
前
～
晩
期
）、
擦
文

８９
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１４

遺
物
包
含
層

縄
文

４０
西
島
松
７

遺
物
包
含
層

縄
文
（
早
・
中
・
後
期
）、
擦
文

９０
ル
ル
マ
ッ
プ
川
１５

遺
物
包
含
層

縄
文

４１
西
島
松
８

遺
物
包
含
層

縄
文

９１
下
島
松
５

住
居
跡

縄
文

４２
西
島
松
９

遺
物
包
含
層

縄
文
（
早
・
中
・
後
期
）、
続
縄

２０
０２
『
西
島
松
遺
跡
』

９２
下
島
松
６

遺
物
包
含
層

縄
文
、続
縄
、擦
文

４３
西
島
松
１０

住
居
跡

縄
文
（
晩
期
）、
擦
文

９３
島
松
チ
ャ
シ
B

遺
物
包
含
層

４４
西
島
松
１１

遺
物
包
含
層

縄
文

９４
島
松
チ
ャ
シ
C

遺
物
包
含
層

４５
西
島
松
１２

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
期
）

９５
漁
川
�

縄
文
、擦
文

４６
西
島
松
１３

遺
物
包
含
層

縄
文

９６
カ
リ
ン
バ
３

墳
墓
・
住
居
跡

縄
文（
後
・
晩
期
）、
擦
文
、近
世

２０
０３
『
カ
リ
ン
バ
３
遺
跡（
１
）』

４７
西
島
松
１４

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
・
後
・
晩
期
）

１９
９３
『「
西
島
松
１４
遺
跡
」「
西
島
松
１５
遺
跡
」』

１０
４

カ
リ
ン
バ
１

住
居
跡
・
建
物
跡

縄
文（
中
期
）、
近
世（
ア
イ
ヌ
期
）

２０
０５
『
カ
リ
ン
バ
１
遺
跡
C
E
地
点
』

４８
西
島
松
１５

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
期
）

１９
９４
『「
島
松
仲
町
遺
跡
」「
西
島
松
１５
遺
跡
B
地
点
」』

１０
５

カ
リ
ン
バ
２

住
居
跡

縄
文（
早
・
中
・
後
期
）

２０
０５
『
カ
リ
ン
バ
２
遺
跡
第
�
地
点
』

４９
西
島
松
１６

遺
物
包
含
層

擦
文

１０
６

カ
リ
ン
バ
４

墳
墓
・
住
居
跡

縄
文（
後
・
晩
期
）、
擦
文
、ア
イ
ヌ

１９
９９
『
カ
リ
ン
バ
４
遺
跡
』

５０
西
島
松
１７

住
居
跡

縄
文
（
中
期
）

１９
９２
『「
西
島
松
１７
遺
跡
」「
西
島
松
１８
遺
跡
」』

１０
７

柏
木
川
１３

住
居
跡

縄
文（
早
・
中
・
晩
期
）、
続
縄
、擦
文

２０
０５
『
柏
木
川
１３
遺
跡
（
�
）』

５１
西
島
松
１８

T
ピ
ッ
ト

縄
文
（
中
期
）

１９
９２
『「
西
島
松
１７
遺
跡
」「
西
島
松
１８
遺
跡
」』

１１
１

茂
漁
３

住
居
跡

縄
文（
中
期
）、
続
縄（
後
北
C２
・D
)、
擦
文（
前
期
）

５２
島
松
寿
町
１

遺
物
包
含
層

縄
文
（
後
期
）

１１
２

茂
漁
４

住
居
跡

先
土
器
、縄
文（
前
～
晩
期
）、
続
縄（
北
大
）、
擦
文（
前
期
）
１９
７７
『
茂
漁
４
遺
跡
』

５３
島
松
寿
町
２

遺
物
包
含
層

縄
文
（
後
・
晩
期
）、
擦
文

１９
６６
『「
恵
庭
遺
跡
』

１１
３

茂
漁
５

遺
物
包
含
層

擦
文（
北
大
�
）

１９
９７
『
茂
漁
５
遺
跡
』

５４
島
松
仲
町

遺
物
包
含
層

縄
文
（
中
期
）、
擦
文

１９
９４
『「
島
松
仲
町
遺
跡
」「
西
島
松
１５
遺
跡
B
地
点
」』

１１
４

ル
ル
マ
ッ
プ
１５

縄
文

５５
島
松
東
町

遺
物
包
含
層

縄
文

１１
６

茂
漁
６

遺
物
包
含
層

続
縄
・
ア
イ
ヌ

５６
島
松
旭
町
１

遺
物
包
含
層

史
跡
カ
リ
ン
バ
遺
跡
墳
墓
・
住
居
跡
縄
文（
後
・
晩
期
）、
続
縄
、擦
文
、近
世

２０
０４
『
カ
リ
ン
バ
３
遺
跡（
３
）』

５７
島
松
旭
町
２

住
居
跡

擦
文

１９
６２
『
恵
庭
遺
跡
』
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�章 縄文時代の遺構と遺物

１ 概 要

A地区と C地区で検出された遺構は、竪穴住居跡１軒、土壙２１１基、焼土８５ヵ所、集石１ヵ所、柱

穴状の小ピット４基である。竪穴住居跡は A地区平坦面の南側で検出された。中央に炉を持ち、隅

丸方形に近い楕円形で、前期後半のものである。

土壙は A地区から１９５基が検出された。晩期後半のものと考えられるものは１８９基で、そのうち土

壙墓または土壙墓の可能性があるものは２０基である。楕円形で長軸１ｍ前後のものが北側に、円形の

ものが調査区中央付近から南側斜面部にかけて多く見られる。KP－１１３・１６２からは胴部のみの大形

の土器破片が表面を上にした状態で出土した。KP－１４０の壙底には対になる小ピットがある。KP－１６６

からは完形の双口土器が横倒しの状態で出土した。他の土壙は小型で円形を呈するものと楕円形で・

長円形を呈し、長軸が１ｍ前後のものがある。大半のものの覆土は、流入土と崩落土の互層で遺物の

出土は少ない。また、中期のものと考えられるものが５基あり、KP－８５は長径２ｍ程あり、大形の

貯蔵穴と思われる。後期のものは１基で、形態から土壙墓と考えられる。隣接する下位段丘で�群 c
類土器がまとまって出土している。

C地区から１６基が検出された。大きく２つのまとまりがある。R－３４区付近のまとまりは周辺から

焼土が多数検出され、石斧関連の遺物が多く出土している。中期に属するものがある。４３ラインのま

とまりのうち、KP－１６７からは赤彩が施された土�群 c類器が１個体出土している。なお、包含層出
土の遺物は、出土点数が当初予想より大幅に上回ったことと、隣接する低位段丘（B地区）から出土

した遺物との接合関係の検討を要することから、次年度以降に報告することになった。 （村田）

（１） 竪穴住居跡

A地区南側の平坦面で、前期後半のものが一軒検出された。

KH－４（図�－１、図版６・７１）
位置・立地：H I－４７ 標高４５．６ｍ付近の平坦面。

規 模：２．９０／２．６４×２．８／２．６７×０．２２ｍ 平 面 形：隅丸方形

確認・調査：�層上面で確認した。Iラインに設定した土層観察用ベルトの断面で、黒色土の落ち込
みが確認されたため、このベルトを延長し、トレンチ調査を行った。平坦な床面と明瞭な壁の立ち上

がりが確認できたため住居跡と判断した。

覆 土：�層を主体とする黒色土が大半である。炭化物を少量含む。
形 態：床はほぼ平坦で、掘り込みは浅い。�層中に掘り込まれている。縄文時代晩期の土壙が
５基掘り込まれ、壁と床面の一部が失われている。壁は緩やかに立ち上がる。

付 属 遺 構：中央付近に炉を１ヵ所検出した（HF－１）。掘り込みのない地床炉である。炉が使用さ

れる前に掘り込まれた、盆状の断面をもつピット（HP－１・２）を２ヵ所検出した。炉に関連する

施設と考えられる。柱穴状の小ピットは６基確認できた。

遺物出土状況：西側の床面から、�群 b類植苗式の土器片がまとまって出土した。
時 期：出土遺物から、縄文時代前期後半と考えられる。

遺 物：１は床面から出土した�群 b類の土器。口縁部から胴部上半の破片で、口縁部の断面

�章 縄文時代の遺構と遺物
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図�－１ 竪穴住居跡 KH－４
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は角型を呈し、口唇上と口縁部裏面にも縄文が施文されている。 （村田）

（２） 土 壙

A地区

A地区で確認された土壙は１９５基で、そのうち中期後半のもの５基、後期後半のもの１基、晩期後

葉のもの１８９基である。土壙墓または土壙墓の可能性があるものは個別に説明するが、その他のもの

は形態で分けたまとまりごとに説明する。中期または後期に属すると考えられるものは別に説明す

る。

土壙墓または土壙墓の可能性があるもの（２０基）。

KP－１００・１０２・１１３・１２８・１３０・１３９・１４０・１５１・１５２・１６２・１６３・１６６・１９６・２１２・２１４・２４２・２５０

・２７０～２７２

４６ラインの斜面部から北側にかけて分布する。楕円形または長円形を呈し、比較的大型のものは北

側に多い。

KP－１００（図�－２、図版１５）
位置・立地：F－５０ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．５２／１．３４×１．３１／１／０７×０．５１ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面の凹みで確認した。覆土下位が黒褐色土と暗褐色土を主体とする埋め戻しであ
る。壙底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物出土状況は覆土から�群 c類の土器片、石鏃、
石核などが出土した。土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１０２（図�－２、図版１５）
位置・立地：H－４６ 標高４５ｍ付近の南西に面する緩斜面。

規 模：０．８８／０．５８×０．８１／０．５３×０．４５ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は下位が褐色土の埋め戻しである。壙底は平坦で、壁は急に
立ち上がる。遺物出土状況は埋め戻し土の上面から台石が１点出土した。土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１１３（図�－３、図版１９）
位置・立地：G－４６ 標高４５ｍ付近の南西に面する緩斜面。

規 模：０．９８／０．６×０．８８／０．５×０．３８ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は下位が暗褐色土の埋め戻しである。壙底は平坦で、壁は緩
やかに立ち上がる。遺物出土状況は下位の埋め戻し土の上面に、�群 c類の胴部のみの土器片が表
面を上にして出土した。覆土の上位からはスクレイパーと加工痕のある礫が出土している。土壙墓と

考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）
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KP－１２８（図�－３、図版２４）
位置・立地：F－５３ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：（０．９１）／（０．８３）×０．９９／０．８５×０．２９ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。木根で東側が失われている。覆土は黒褐色土と暗褐色土の埋め戻
しである。ベンガラ粒を少量含む。壙底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物出土状況は覆土か

ら�群 c類土器と石鏃が４点出土している。土壙墓と考えられる。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１３０（図�－３、図版２５）
位置・立地：E F－５２ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．２／１．０５×０．９２／０．７８×０．７６ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は褐色土や暗褐色土が主体の埋め戻しで、ブロック状の堆積
が多い。壙底は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物出土状況は覆土の中位から赤彩が施された�群
c類の土器片が出土した。土壙墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１３９（図�－３、図版２７）
位置・立地：I－４７ 標高４５．６ｍ付近の南西に面する緩斜面。

規 模：０．７８／０．７×（０．７５）／（０．６７）×０．４７ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒褐色土と暗褐色土の埋め戻しである。壙底は平坦で、壁
は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土の上位から�群 c類の土器片で口縁部のみの大形破片が２
個体分まとまって出土した。石錐が３点スクレイパーが２点出土した。土壙墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１４０（図�－４、図版２８）
位置・立地：G－５３ 標高４５．７ｍ付近の平坦面。

規 模：１．１２／０．６８×１．０２／０．７７×０．５７ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒褐色土を主体とする埋め戻しである。壙底は平坦で、壁
は急に立ち上がる。長軸方向に対になる小ピットがある。遺物出土状況は覆土から�群 b類、�群
b類、�群 c類の土器片が出土した。土壙墓と考えられる。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１５１（図�－４、図版３１）
位置・立地：E F－５１ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：（１．３５）／（１．２３）×１．０１／０．８１×０．４３ｍ 平 面 形：長円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は上位が黒色土主体の流入土で、下位が褐色土と黒褐色土の
埋め戻しである。壙底は平坦で、壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土の中位から�群 c類土
器片、スクレイパー、石斧、加工痕のある礫。壙底から人頭大の礫が１点出土している。土壙墓と考

えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）
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KP－１５２（図�－４、図版３１）
位置・立地：F－５１ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．４／１．１９×１．０９／０．８８×０．３７ｍ 平 面 形：長円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は中位から上位は黒色土の流入土で、下位がにぶい黄褐色土
の埋め戻しである。壙底は平坦で、壁は急に立ち上がる。土壙墓と考えられる。遺物出土状況は壙底

から大洞 C２式相当の�群の土器片が出土した。同一個体の土器片が KH－２の掘上げ土・覆土１層、
KP－１２８の覆土１層、F－５２・５３区�b層、G－５２区�ｂ層、G－５３区�ａ層から出土しており、KP
－１５２と同様の遺構が存在し、その後に KH－２に壊されたものと考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１６２（図�－４、図版３４）
位置・立地：J－４５ 標高４４．８ｍ付近の南西に面する緩斜面。

規 模：０．７５／０．４１×０．７５／０．４×０．４５ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は上位が黒色土主体の流入土で、その下位は黒褐色土と褐色
土の埋め戻しである。壙底から壁へ椀状に立ち上がる。遺物出土状況は褐色土の埋め戻し層上部から�
群 c類土器の胴部破片がまとまって出土している。土壙墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （吉田）

KP－１６３（図�－４、図版３４）
位置・立地：F－５３ 標高４５．７ｍ付近の平坦面。

規 模：１．０１／０．８９×０．６３／０．４８×０．３５ｍ 平 面 形：長円形

確認・調査：５１ラインのセクション面で確認した。覆土は黒褐色土と暗褐色土の埋め戻しである。壙

底は平坦で、壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土の中位から石皿が１点出土している。土壙墓

の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１６６（図�－５、図版３５）
位置・立地：E F－５０ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．２１／０．２３×（０．８２）／（０．１６）×０．７６ｍ 平 面 形：不明

確認・調査：調査区西側の崩落斜面で確認した。覆土は上位が黒色土主体の流入土で、中位から下位

は褐色土と暗褐色土の埋め戻しである。壙底に黒褐色土の硬い層がある。壙底は凹凸があり、壁は一

部段上を呈する。遺物出土状況は埋め戻し土の上面から�群 c類の双口土器が横倒しの状態で出土
した。隣接して別個体の底部は片がまとまって出土した。覆土の上位から石斧が出土している。土壙

墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－１９６（図�－５、図版４３）
位置・立地：G－５２・５３ 標高４５．６ｍ付近の平坦面。

規 模：１．０１／０．５５×０．９２／０．５６×０．２７ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は褐色土と暗褐色土の埋め戻しである。壙底は凹凸があり、
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壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土に�群 b類と�群 c類土器片が散見できる程度である。
土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２１２（図�－５、図版４７）
位置・立地：E F－５２ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：（１．２７）／（１．１８）×（１．０９）／（１．０４）×０．２９ｍ 平 面 形：隅丸方形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒褐色土やにぶい黄褐色土を主体とする埋め戻しである。
壙底は平坦で、壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土から�群 c類土器が出土している。土壙
墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２１４（図�－５、図版４７）
位置・立地：H－４８ 標高４５．７ｍ付近の平坦面。

規 模：１．２１／０．９１×（０．６４）／（０．５６）×０．４６ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は暗褐色土と黒褐色土の互層で埋め戻しである。壙底は平坦
で、壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土から�群 c類の土器片、スクレイパー、石核、台石
などが出土している。土壙墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２４２（図�－６、図版５６）
位置・立地：H－４９ 標高４５．７ｍ付近の平坦面。

規 模：０．５７／０．３６×（０．５６）／（０．３８）×０．１５ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒色土を主体とする埋め戻しである。壙底は断面が椀状を
呈し、壁は緩やかに立ち上がる。遺物出土状況は壙底から石皿と加工痕のある礫が出土している。土

壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２５０（図�－６、図版５７）
位置・立地：H－４８ 標高４５．７ｍ付近の平坦面。

規 模：０．８５／０．７×（０．６５）／（０．４２）×０．２３ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は暗褐色土の埋め戻しで、炭化物を少量含む。壙底は平坦で、
壁は緩やかに立ち上がる。遺物出土状況は壙底から�群 c類の土器片と石鏃が出土した。また、北
側から凝灰岩の板状礫が７点まとまって出土した。土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２７０（図�－６、図版６３）
位置・立地：F－５０ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．１６／０．７１×１．０９／０．７１×０．４６ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は下位が暗褐色土と黒褐色土の互層で、埋め戻しである。壙
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底は断面が椀状を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。遺物出土状況は覆土の上位から�群 c類土器の
口縁部破片がまとまって出土した。土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２７１（図�－６、図版６３）
位置・立地：G－５０ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：１．２１／０．８４×０．８３／０．６２×０．４１ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は下位が褐色土や暗褐色土の埋め戻しである。壙底は平坦で、
壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土から�群 c類の土器片とスクレイパー、フレイクがまと
まって出土した。土壙墓の可能性がある。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２７２（図�－６、図版６４）
位置・立地：F－４９・５０ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：０．８４／０．６９×０．５７／０．５１×０．１５ｍ 平 面 形：隅丸方形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は暗褐色土の埋め戻しである。壙底は平坦で、壁は急に立ち
上がる。遺物出土状況は南西側から�群 c類の土器片がまとまって出土した。土壙墓である。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

小型でほぼ円形を呈するもの（１４９基）。（図�－７～３５）
KP－８３・８４・８６・８９～９３・９５～９９・１０１・１１１・１１２・１１４～１２７・１２９・１３４・１３５・１３７・１３８・１４１～

１５０・１５４・１５６～１６１・１６４・１６５・１７３～１７８・１８０～１９５・１９８・２０１～２１１・２１３・２１５～２３１・２３７～２４９・

２５１～２５５・２５７～２６９・２７３～２８１・２８３・２８５～２８８・２９０・２９１

調査区全域にみられるが、平坦面の西側から斜面部にかけて密集している。長径０．５ｍ程度のもの

が多い。大半が自然堆積の覆土で、遺物の出土は少ない。壙底は平坦なものと断面が椀状を呈するも

のがある。壁は緩やかに傾斜したものが多い。

楕円形・長円形を呈し、長軸が１ｍ前後のもの（２０基）。（図�－３６～４０）
KP－８０～８２・１０３・１３１～１３３・１４８・１５３・１７９・１９７・２００・２３２・２３３・２５６・２７８・２７９・２８２・２８４・

２８９

H－４７区付近、H－５０区付近、F－５２区付近にまとまりがある。長軸が東西方向のものが多い。覆

土は流入土と崩落土の互層である。壙底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がるものが大半である。遺物

の出土は少ない。 （村田）

KP－８１（図�－３７、図版８）
位置・立地：G－４７ 標高４５．６ｍ付近の平坦面から斜面の転換点。

規 模：（１．７７）／（１．５８）×１．０７／０．９×０．２６ｍ 平 面 形：隅丸長方形

確認・調査：�層上面の凹みで確認した。覆土は黒褐色土の流入土が主体である。壙底は平坦で、壁
は緩やかに立ち上がる。KP－１８７より新しい。覆土から�群 c類土器とスクレイパーが出土している。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

�章 縄文時代の遺構と遺物
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KP－１４８（図�－３８、図版３０）
位置・立地：G H－４６・４７ 標高４５．５ｍ付近の平坦面から斜面の転換点。

規 模：１．３４／１．１５×０．８１／０．６７×０．１７ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒褐色土の流入土である。壙底は平坦で、壁は緩やかに立
ち上がる。KP－１４９より新しい。覆土から�群 c類土器とスクレイパーが出土している。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

KP－２８４（図�－４０、図版６７）
位置・立地：H－５３ 標高４４ｍ付近の東側段丘崖。

規 模：１．３１／１．０７×１．０５／０．８５×０．３８ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は黒褐色土や暗褐色土の流入土と崩落土の互層である。壙底
は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土から�群 c類土器が出土している。段丘崖で確認された遺
構はこの１基だけである。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （村田）

中期後半または後期後葉に属すると考えられるもの（６基）。（図�－４１・４２）
KP－８５・９４・１５５・１９９・２３４・２３６

中期後半のものは５基検出した。KP－８５は大形の貯蔵穴の可能性がある。北東側の斜面から平坦

部にかけてまとまっている。

後期後葉のものと考えられるものは１基検出した。A地区の段丘上から後期の土器はほとんど出

土していないが、段丘縁辺の低位部でまとまった出土状況が見られることと、形態から後期後葉のも

のと判断した。 （村田）

KP－８５（図�－４１、図版９・１０）
位置・立地：G－５０・５１ 標高４５．６ｍ付近の平坦面。

規 模：２．０７／１．５６×２．０６／１．６７×０．９５ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：�層上面の凹みで確認した。覆土は下位が黄褐色土の崩落土と思われる。比較的短時間
で堆積したと考えられる。中位から上位は崩落土と流入土の互層となる。周辺に黒褐色土の掘上げ土

が見られる。壙底は平坦で、壁は急に立ち上がる。遺物出土状況は覆土から�群 b類、�群 c類、
�群の土器片、石鏃、スクレイパー、などが散見される。貯蔵穴の可能性がある。
時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物と形態から、中期後半と考えられる。 （村田）

KP－１９９（図�－４２、図版４３）
位置・立地：G－４９ 標高４８．５ｍの平坦面。

規 模：１．２１／０．８４×０．８３／０．６２×０．４１ｍ 平 面 形：長円形

確認・調査：�層上面で確認した。覆土は褐色土や暗褐色土の互層で埋め戻しである。壙底は平坦で、
壁は急に立ち上がる。土壙墓と考えられる。

時 期：遺物は出土していないが、形態から後期後葉と考えられる。 （村田）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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C地区

C地区で確認された土壙は１６基で、周辺の出土遺物から晩期後葉と考えられる。おおまかに R－３４

付近とQ－４４付近の２つのまとまりがある。

R－３４付近で７基の土壙のまとまりを検出した。これらの土壙は、円形または楕円形を呈す。土壙

に伴う遺物は出土しておらず、明確な性格は不明である。南側の削平された高まりに位置する KP－

８７は、形態・覆土の状況などから土壙墓の可能性が考えられる。Q－４４付近の土壙と類似した形態を

もっているため、この土壙の南東調査区外にQ－４４付近と同様の土壙が存在した可能性が考えられ

る。

Q－４４付近で６基の土壙のまとまりを検出した。すべて円形を呈する。覆土は６基中４基が埋め戻

しの堆積である。その内の KP－１６７からは、�群 c類の赤彩土器が出土しており、土壙墓と考えら
れる。この周辺は削平を受けており、これより東の調査区外にも、このまとまりと一連の土壙が存在

していた可能性も考えられる。 （吉田）

KP－８７（図�－４３、図版１１）
位置・立地：U－３３ 標高４５．７ｍ付近の削平面

規 模：０．８１／０．５８×０．７６／０．５８×０．２６ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：削平面の�層上面で確認した。覆土は上位が黒色土主体の流入土で、下位が暗オリーブ
色の埋め戻しである。壙底は椀状で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物は出土していないが、形態や覆

土の状況から、土壙墓の可能性も考えられる。

時 期：形態から晩期後葉と考えられる。 （吉田）

KP－１６７（図�－４４、図版３５）
位置・立地：Q－４３ 標高４５ｍ付近の削平面

規 模：０．６０／０．３１×０．５５／（０．３０）×０．２５ｍ 平 面 形：円形

確認・調査：削平面の�層上面で確認した。覆土は上位が黒色土主体の流入土で、下位は黒褐色の埋
め戻しである。壙底は椀状で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物出土状況は覆土上位から�群 c類の
赤彩土器が１個体分とフレイク２点が出土している。土壙墓と考えられる。

時 期：遺構および遺構周辺の出土遺物から、晩期後葉と考えられる。 （吉田）

�章 縄文時代の遺構と遺物
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図�－２ 土壙（１）KP－１００、１０２

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３ 土壙（２）KP－１１３、１２８、１３０、１３９

�章 縄文時代の遺構と遺物
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図�－４ 土壙（３）KP－１４０、１５１、１５２、１６２、１６３

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－５ 土壙（４）KP－１６６、１９６、２１２、２１４
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図�－６ 土壙（５）KP－２４２、２５０、２７０～２７２

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－７ 土壙（６）KP－８３、８４
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図�－８ 土壙（７）KP－８６、８９～９１

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－９ 土壙（８）KP－９２、９３、９５～９７

�章 縄文時代の遺構と遺物
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図�－１０ 土壙（９）KP－９８、９９、１０１、１１１、１１２

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１１ 土壙（１０）KP－１１４～１１８
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図�－１２ 土壙（１１）KP－１１９～１２３

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１３ 土壙（１２）KP－１２４～１２７、１２９
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図�－１４ 土壙（１３）KP－１３４、１３５、１３７、１３８

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１５ 土壙（１４）KP－１４１～１４５
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図�－１６ 土壙（１５）KP－１４６、１４７、１４９、１５０、１５４

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１７ 土壙（１６）KP－１５６～１６０
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図�－１８ 土壙（１７）KP－１６１、１６４、１６５、１７３、１７４

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－１９ 土壙（１８）KP－１７５～１７８、１８０
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図�－２０ 土壙（１９）KP－１８１～１８５

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２１ 土壙（２０）KP－１８６～１９０
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図�－２２ 土壙（２１）KP－１９１～１９５、１９８

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２３ 土壙（２２）KP－２０１～２０６
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図�－２４ 土壙（２３）KP－２０７～２１１

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２５ 土壙（２４）KP－２１３、２１５～２１９
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図�－２６ 土壙（２５）KP－２２０～２２５

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２７ 土壙（２６）KP－２２６～２３１
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図�－２８ 土壙（２７）KP－２３７～２４１、２４３

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－２９ 土壙（２８）KP－２４４～２４８
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図�－３０ 土壙（２９）KP－２４９、２５１～２５５

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３１ 土壙（３０）KP－２５７～２６２
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図�－３２ 土壙（３１）KP－２６３～２６７

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３３ 土壙（３２）KP－２６８、２６９、２７３～２７６
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図�－３４ 土壙（３３）KP－２７７、２８０、２８１、２８３、２８５

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３５ 土壙（３４）KP－２８６～２８８、２９０、２９１
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図�－３６ 土壙（３５）KP－８０

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３７ 土壙（３６）KP－８１、８２、１０３、１３１
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図�－３８ 土壙（３７）KP－１３２、１３３、１４８、１５３、１７９

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－３９ 土壙（３９）KP－１９７、２００、２３２、２３３、２５６
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図�－４０ 土壙（３９）KP－２７８、２７９、２８２、２８４、２８９

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－４１ 土壙（４０）KP－８５
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図�－４２ 土壙（４１）KP－９４、１５５、１９９、２３４、２３６

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－４３ 土壙（４２）KP－７９、８７、８８、１０４、１０６

C地区
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図�－４４ 土壙（４３）KP－１０５、１０７～１１０、１６７、１６８

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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（３） 焼 土

A地区（図�－４６～５２）
A地区で検出した焼土は７６ヵ所である。調査区のほぼ全域に分布するが、大きく４６ラインより北

側の平坦面のものと４５ラインより南西側のものに分けることができる。骨片が含まれている焼土はす

べて採取し、フローテーションおよび土壌水洗作業を行った。処理した焼土は体積で１８０．３�、土器、
石器のほか、焼けて白色化した獣骨・魚骨、炭化物などが得られた。

４６ラインより北側のグループは、�層の中位から下位、�層上面で確認された。周辺の出土遺物や
遺構からすべて縄文時代晩期のものと考えられる。晩期の土壙の凹みを利用したものもある。

４５ラインより南西側のグループは、�層下位から�層上面で確認された。昨年度の調査では、今年
度に隣接する調査区で、８ヵ所の焼土が検出された。KF－１９を除きすべて縄文時代中期のものと報

告されているが、今回検出したものは、周辺の遺物出土状況や晩期の土壙の凹みを利用したものがあ

ることからすべて縄文時代晩期のものと考えられる。 （村田）

C地区（図�－５２）
C地区で検出した焼土は９ヵ所である。Q－３０付近に６ヵ所の焼土のまとまりがみられ、�層上面
で検出した。このまとまりの北東１０ｍにある KF－６２・６３からは、フローテーションの結果、獣骨・

魚骨がみつかっており、Q－３０付近の焼土とは異なった性格をもつと判断される。この周辺からは石

斧関連の遺物が多く出土しており、中期に属するものが多いと考えられる。 （吉田）

図�－４５ 土壙（４４）KP－１６９～１７２
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図�－４６ 焼土（１）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－４７ 焼土（２）
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図�－４８ 焼土（３）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－４９ 焼土（４）
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図�－５０ 焼土（５）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図�－５１ 焼土（６）
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図�－５２ 焼土（７）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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（４） 集 石

KS－３（図�－５３、図版６９）
位置・立地：R－３１ 標高４５．７ｍ付近の削平面

規 模：０．２７×０．２３×０．１７ｍ 平 面 形：楕円形

確認・調査：�層上位で確認した。集石の中心から南東側にトレンチを入れ、土層観察を行ったが、
明瞭な掘り込みは確認できなかった。１４点の遺物を検出し、石器と認められるものは、砂岩製のくぼ

み石１点と２点接合による安山岩製の扁平打製石器１点である。残りの１１点は安山岩の礫であった。

扁平打製石器と４点の礫が被熱していた。周囲の土には被熱した痕跡は認められなかった。

時 期：遺構の出土遺物から、中期後半と考えられる。 （吉田）

（５） 柱穴状小ピット

SP－２～５（図�－５３、図版７０）
柱穴状の小ピットは４基検出した。調査区南西の平坦面から斜面への転換点付近にある。いずれも

長径０．２ｍ前後のもので、壙底部の断面が尖っていることから、杭状のものを打ち込んだと考えられ

る。周辺の遺構や遺物出土状況から、すべて縄文時代晩期後葉のものと考えられる。 （村田）

図�－５３ 集石、柱穴状小ピット

�章 縄文時代の遺構と遺物
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（６） 遺構出土の遺物（図�－５４～６６ 図版７１～８８）

出土遺物は遺構ごとに掲載した。特に記載がない限り、土器は�群 c類、剥片石器の石質は黒曜
石である。

１は口縁部直下がナデ調整で無文となるもの。４は口唇上から内面にかけて赤彩が施されている。

７は急角度の刃部でノッチ状の抉りを持つもの。８・９は石鏃。８はかえしが明瞭なもの。１１は無文

帯に縄線が見られる。１２はエンドスクレイパー。１３は尖頭部を持つもの。１５の刺突は棒状工具による。

１７は横走する沈線をもつもの。１８は砂岩製のたたき石。凹みが１ヵ所ある。１９・２０は�群 b類土器。
口唇の断面は角型を呈し、内面は磨かれている。２１は貫通孔をもつ突起部。２２は断面三角形のすり石。

把握部に粗い調整が加えられている。２４は２ヵ所の機能部を持つ石錐。一方が断面三角形を呈し、回

転錐と刺突錐と考えられる。２７は折り返し気味の口縁部である。３０は安山岩製の石皿。埋め戻し覆土

の上面から出土した。３１は表面を上にして出土した胴部破片。３２は端部に急角度の加工が施されてい

る。３３は偏平礫の両面にたたき痕が見られる。３５の無文帯は縄線によって区画されている。胴部がや

や張り出し、緩い山形の突起が付き、貫通孔が見られる。３６は口唇上面に１条の縄線が加えられる。

３８は口縁部に３条の縄線が施され、段を持つ。３９の口唇上は太い棒状工具による圧痕が見られる。４０

は４つの小突起をもち、竹管状工具による刺突がある。４１・４２は石鏃。主剥離面を大きく残している。

４３は石製品に分類した。両面に微細な剥離が加えられている。４５は覆土の中位から出土したもので、

表裏に赤彩が施されている。４６・４７は同一個体。工字文が見られる。口唇上には棒状工具による刺突

が加えられている。４８は浅鉢の胴部破片で、裏側に刺突が加えられたボタン状の貼付が見られる。４９

・５０は�群 b類の土器。５０の無文帯の上下に縄線が見られる。５１は砂岩製の砥石片で４面使用され
ている。５２は浅鉢。口縁部になでによる調整が加えられている。５３は浅鉢。底部はやや上げ底である。

５４は口唇上に３条の縄線が加えられる。５５は緩い山形の突起部分で、内側に折り返して口縁部に厚み

を持たせている。５６は浅鉢形土器。２つの突起を持ち、口唇上と内面全体に縄文が施されている。５８

は横走する２条の沈線と棒状工具による斜めの刺突が施されている。５９は貫通孔を持つ突起で磨耗が

激しい。６０は沈線の間は縄端の圧痕が施されている。６１～６３は石錐。６１は頁岩製で機能部の摩滅が激

しい。回転錐である。６２・６３は被熱している。６３は３ヵ所の機能部を持つもの。６４は縄文のみが施さ

れた深鉢。６５は口縁部直下に、縄端圧痕で区画された無文帯をもつもの。６７は内面に沈線で文様が描

かれたもの。６８は泥岩製の石斧の刃部。側面に敲打による調整痕が残っている。６９は大洞 C２式相当

の浅鉢。KP－１５２の壙底から出土した。７０の胴部は緩やかに立ち上がり、いったん屈曲後、内湾気味

に口縁部に続く。文様帯は二段に分かれ、棒状工具による刺突列で区画される。上段は沈線による渦

巻文、下段は屈曲部を含み横走する縄線と沈線が施される。口唇部は刻み、縄線、撚糸圧痕が加えら

れる。突起部から垂下する貼付があり、剥落部で、貼付前に爪形で調整された痕が見られる。KP－１５５

扱いで掲載したが、KH－２掘上げ土、KF－８８、包含層の F－５２・５３・５４区、G－５２区、H－４８・５３

・５４区や平成１６年度調査区など、広範囲に接合関係が認められ、元は KH－２の位置にあった遺構ま

たは包含層の遺物と考えられる。７１は５条の縄線文が見られる。７２の突起は熊を模した動物意匠と考

えられる。７５は括弧文になると思われる。７８は表面を上にして出土した胴部破片。７９は安山岩製の石

皿。すり痕とたたき痕が見られる。８０は KP－１６７の覆土からまとまって出土した。底部から緩やか

に立ち上がり、頸部に段を持つ。口縁部には貫通孔をもつ２個一対の突起とその間に小突起がある。

沈線には赤色顔料塗彩の痕跡が見られる。８１は折り返し気味の口縁である。８２は口縁部に３条の縄線

が廻るもの。８３は底部。摩滅が激しい。８４に隣接して出土した。８４は双口土器。指頭によると思われ

る太い沈線で渦巻文を描き、その周囲を半截竹管状工具による刺突文で埋めている。口縁部にはそれ
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図�－５４ 土壙出土の遺物（１）
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図�－５５ 土壙出土の遺物（２）

柏木川4遺跡（2）－A C地区－

88



図�－５６ 土壙出土の遺物（３）
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図�－５７ 土壙出土の遺物（４）
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図�－５８ 土壙出土の遺物（５）

�章 縄文時代の遺構と遺物

91



図�－５９ 土壙出土の遺物（６）
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図�－６０ 土壙出土の遺物（７）
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図�－６１ 土壙出土の遺物（８）
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図�－６２ 土壙出土の遺物（９）
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図�－６３ 土壙出土の遺物（１０）
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図�－６４ 土壙出土の遺物（１１）
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図�－６５ 土壙出土の遺物（１２）
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図�－６６ 土壙出土の遺物（１３）

�章 縄文時代の遺構と遺物

99



ぞれ２個一対の貫通孔がある。横倒しの状態で出土した。上を向いていた面（図上で右側に相当）は

磨耗が激しく、ある程度の期間風雨に晒されていたと推定できる。８５は棒状礫の端部にたたき痕を持

つもの。８６はエンドスクレイパー。８７は縄文のみが施された深鉢。補修孔がある。８８は口縁部に棒状

工具による刺突が施される。８９は沈線と刺突が施されたもの。９０は沈線が横走するもの。９１は細い縄

線が数条廻るもの。９２はエンドスクレイパー。９３は赤彩が施されている。９５は両面に急角度の刃部を

もつ。９６は礫の周囲にも敲打痕がみられる。９７は口唇部に縄端圧痕で刻みが加えられている。９８は縄

文のみが施された浅鉢。小さな突起が２ヵ所見られる。９９は安山岩製の北海道式石冠。ほぼ全面に敲

打による調整が施されている。１００は細い縄線が廻るもの。口唇上に棒状工具による刺突が加えられ

る。１０１は底部のみ出土した。上げ底気味である。１０２は砂岩製のたたき石で、偏平礫の両面と端部に

敲打痕を持つもの。１０３は一部にたたき痕が見られる。１０４は角柱状工具で口唇上に刻みが加えられて

いる。１０５は�群土器の胴部破片。縞縄文が見られる。１０６は細い棒状工具による刻みがある。１０７は
底部破片でやや張り出すもの。１０８は泥岩製の石斧。刃部の湾曲が偏っている。１０９は深鉢の底部破片。

丸底気味である。１１２は口唇上に縄文が施文され、さらに棒状工具による刻みが加えられる。１１６は口

縁部の内面に３条の縄線と竹管状工具による刺突が施されている。１１７は胴部破片。縄端圧痕で区画

された無文帯がある。１１９は片岩製の石斧。調整加工は打ち欠きと敲打によるもので、研磨による加

工は刃部付近のみである。１２０は縄文のみが施された浅鉢。補修孔が見られる。１２１の口縁部は棒状工

具による刻みが加えられ、口縁部直下はナデ調整による無文帯となる。１２２は砂岩製のたたき石で、

棒状の偏平礫の両面にたたき痕と一部にすり痕が見られる。１２４の内面はよく磨かれている。１２６～１２９

は縄線が施されるもの。１３０は無文の壺形土器の口縁部と思われる。１３１は縄文のみの深鉢。口唇上に

棒状工具による刻みがある。１３３～１３７は同一個体。縄文のみの浅鉢。口唇部には数条の縄線や棒状工

具による「ハ」の字状の刻みが施され、竹管状工具による刺突が加えられた小突起がある。１４０は断

面が三角形を呈するすり石。持ち手の指の位置と思われる所に敲打による調整が施されている。１４２

は被熱している。１４３は黒曜石製の棒状原石。１４１は１４４は機能部のみに調整が施されている。１４５は口

唇上に１条の沈線がめぐる。１４７はくぼみ石。１４８は扁平打製石器。ともに被熱している。 （村田）
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表�－１ 縄文時代遺構規模一覧（１）

遺構名 地区 位 置

規模（ｍ）

平面形 長軸方向 確認面 覆 土 床面・壙底 壁の立上り 遺物出土状況 時期 備 考 調査者長 軸 短 軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面

竪穴住居跡(KH）

KH－４ A H I－４７ ２．９０／２．６４ ２．８１／２．６７ ０．２２ 隅丸方形 N－１°－E �層上面
�層主体 炭
化物少量混じ
る

平坦 緩やか
西側の床面から
�群ｂ類植苗式
の土器片

前期後半 炉(HF－１）あり 村田

土壙(KP）

KP－７９ C Q－３０ ０．５６／０．３８ ０．５２／０．３３ ０．１３ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－８０ A G－４７ １．３６／１．１６ ０．８６／０．６６ ０．２９ 楕円形 N－８０°－E
�層上面
の凹み

平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－８１ A G－４７ （１．７７）／（１．５８） １．０７／０．９０ ０．２６ 隅丸長方形 N－８４°－E
�層上面
の凹み

平坦 緩やか 晩期後葉 KP－１８７凹み利用 村田

KP－８２ A G H－４６・４７ １．８４／１．６０ １．００／０．８５ ０．２３ 隅丸長方形 N－８８°－E
�層上面
の凹み

平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－８３ A F－４６ ０．７１／０．５０ ０．６７／０．４９ ０．３１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－８４ A F－４６ ０．８０／０．６５ ０．６３／０．４４ ０．４８ ほぼ楕円形 N－７２°－E �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－８５ A G－５０・５１ ２．０７／１．５６ ２．０６／１．６７ ０．９５ 円形
�層上面
の凹み

掘上げ土確認 平坦 急 中期後半 大形土壙 村田

KP－８６ A G－４７ （０．６０）／（０．４５） ０．９４／０．６２ ０．３０ ほぼ楕円形 N－５７°－W �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－８７ C U－３３ ０．８１／０．５８ ０．７６／０．５８ ０．２６ 円形 �層上面 下位埋め戻し 椀状 緩やか 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 吉田

KP－８８ C O P－３１ ０．７８／０．４４ ０．６８／０．３５ ０．１６ 円形 �層 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－８９ A H－４６ ０．５９／０．４０ ０．５８／０．４０ ０．５７ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－９０ A H－４６ ０．９１／０．７２ ０．８３／０．５９ ０．３９ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－９１ A H I－４６ ０．９６／０．６０ ０．８７／０．６４ ０．７０ 円形 �層上面 平坦 急 上位に石皿 晩期後葉 村田

KP－９２ A I－４６ ０．９９／０．５２ ０．８５／０．５２ ０．６５ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－９３ A J－４７ １．０４／０．５１ ０．９５／０．５１ ０．５１ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－９４ A K－４６ （１．１４）／（１．０６） １．２３／１．０７ ０．２９ 楕円形 N－６１°－E �層上面 平坦 緩やか
上位に�ｂ土器
片

中期後半 村田

KP－９５ A H－４６ ０．６３／０．４０ ０．５４／０．３５ ０．４３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－９６ A H－４６ ０．５５／０．３３ ０．４８／０．３３ ０．３２ 円形 �層上面 埋め戻し 椀状 緩やか 壙底にすり石 晩期後葉 村田

KP－９７ A H－４６ ０．６３／０．３２ ０．５１／０．３４ ０．３０ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－９８ A H－４６ ０．６２／０．３１ ０．５９／０．３２ ０．４５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－９９ A H－４６ ０．８２／０．５６ ０．７９／０．６０ ０．３８ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１００ A F－５０ １．５２／１．３４ １．３１／１．０７ ０．５１ 楕円形 N－２８°－E �層上面 下位埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－１０１ A I－４６ ０．８９／０．６７ ０．８９／０．６５ ０．６４ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１０２ A H－４６ ０．８８／０．５８ ０．８１／０．５３ ０．４５ 円形 �層上面 下位埋め戻し 平坦 急 中位に台石 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－１０３ A I J－４６ （０．６３）／（０．４７） １．１５／０．７８ ０．５４ 楕円形 N－３４°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１０４ C S－３４ ０．３５／０．２５ ０．３３／０．２１ ０．１６ 円形 �層 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１０５ C R S－３４ ０．６１／０．３８ ０．５５／０．３７ ０．１９ 円形 �層 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１０６ C S－３４・３５ ０．８４／０．７１ ０．６２／０．４９ ０．１８ 楕円形 N－４７°－E �層 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１０７ C Q－３４・３５ ０．７５／０．３７ ０．４９／０．３７ ０．１４ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１０８ C R S－３４ ０．６６／０．４６ ０．５３／０．３４ ０．１６ 楕円形 N－８７°－W �層 埋め戻し？ 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１０９ C R－３４ ０．７５／０．４５ ０．６１／０．４９ ０．２０ 楕円形 N－６２°－W �層 埋め戻し 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１１０ C R－３４ ０．５１／０．２８ ０．４２／０．２６ ０．１９ 円形 �層 埋め戻し 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１１１ A G－４６ （０．６３）／（０．３６） ０．６７／０．３３ ０．３３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１１２ A G H－４６ ０．７８／０．５５ ０．７３／０．５０ ０．３５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１１３ A G－４６ ０．９８／０．６０ ０．８８／０．５０ ０．３８ 円形 N－７１°－W �層上面 下位埋め戻し 平坦 急
上位に加工痕あ
る礫中位から�
ｃ土器片

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１１４ A G－４６ １．０３／０．７２ １．００／０．７１ ０．６７ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１１５ A G－４６ ０．７３／０．４５ ０．６９／０．５１ ０．３３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１１６ A G－４６ ０．９１／０．７４ ０．８５／０．６７ ０．３５ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１１７ A F G－４６ ０．９９／０．６３ ０．９０／０．６３ ０．２９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１１８ A I－４８ ０．８０／０．２１ ０．６７／０．４３ ０．４３ 円形 �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１１９ A I－４８ ０．５６／０．４１ ０．５４／０．４０ ０．２５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１２０ A I－４８ ０．４５／０．３７ ０．４３／０．３４ ０．２１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１２１ A I－４７ ０．９４／０．７２ ０．８３／０．６７ ０．３３ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１２２ A I－４７ ０．７８／０．４８ ０．７８／０．４７ ０．５３ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１２３ A I J－４６ ０．６５／０．４７ ０．６３／０．５１ ０．２９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１２４ A J－４６ ０．８０／０．６６ ０．６５／０．５０ ０．３２ 楕円形 N－７４°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１２５ A J－４４ ０．６９／０．４７ ０．５６／０．３７ ０．３０ ほぼ楕円形 N－８１°－W �層 埋め戻し 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１２６ A F－４７・４８ １．０６／０．７７ ０．８９／０．５８ ０．３２ 楕円形 N－４３°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１２７ A J－４３・４４ ０．６２／０．３９ ０．５９／０．３５ ０．２３ 円形 �層 埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 吉田

KP－１２８ A F－５３ （０．９１）／（０．８３） ０．９９／０．８５ ０．２９ 楕円形 N－８９°－W �層上面 埋め戻しベン
ガラ含む

平坦 急
�ｃ土器片、石
鏃、フレイクま
とまって出土

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１２９ A E F－５２ ０．８９／０．５７ ０．８４／０．５２ ０．２５ 不整円 �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１３０ A E F－５２ １．２０／１．０５ ０．９２／０．７８ ０．７６ 楕円形 N－８４°－E �層中 埋め戻し炭化
物含む

平坦 急
口縁打欠いた�
ｃ土器片、赤彩
土器

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１３１ A F－５１・５２ ２．０７／１．８０ （１．０６）／（０．９７）０．４７ 楕円形 N－２７°－E
KH－２セ
クション 上位に焼土 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１３２ A E－５１ （０．９６）／（０．７０） １．０２／０．７３ ０．４０ 楕円形 N－７８°－E �層上面 中位に焼土 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１３３ A F－５２ ０．９５／０．７４ （０．１６）／（０．０８）０．２６ 楕円形 N－６９°－E KH－２壁 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１３４ A F－５２ （０．５４）／（０．４３）（０．３３）／（０．２４）０．２８ － KH－２壁 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１３５ A F－５２ ０．５４／０．４３ （０．２９）／（０．２０）０．３３ － KH－２壁 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－１３６ 欠番 村田

KP－１３７ A J－４３ ０．８１／０．５１ ０．７２／０．４１ ０．２０ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１３８ A H I－４７ ０．５９／０．４６ ０．５１／０．３６ ０．１９ 円形 �層上面 椀状 緩やか 上位に�ｃ土器片 晩期後葉 村田
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表�－１ 縄文時代遺構規模一覧（２）

遺構名 地区 位 置

規模（ｍ）

平面形 長軸方向 確認面 覆 土 床面・壙底 壁の立上り 遺物出土状況 時期 備 考 調査者長 軸 短 軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面

KP－１３９ A I－４７ ０．７８／０．７０ （０．７５）／（０．６７）０．４７ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 急
中位に�ｃ土器片、
石錐、スクレイパ
ー、フレイクなど

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１４０ A G－５３ １．１２／０．６８ １．０２／０．７７ ０．５７ 楕円形 N－８６°－E �層上面 埋め戻し 平坦 急 �ｃ土器片が散見 晩期後葉
長軸方向に対になる小
ピットあり、土壙墓

村田

KP－１４１ A F－５３ ０．８１／０．５９ ０．７０／０．５０ ０．２１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１４２ A F－５３ （０．６３）／（０．５１） ０．７５／０．４９ ０．３１ 楕円形 N－１４°－W �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１４３ A I－４３ ０．６５／０．３７ ０．６２／０．３６ ０．１８ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１４４ A H－４７ ０．９１／０．７２ ０．８７／０．７１ ０．２９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１４５ A H－４７ ０．９７／０．７０ ０．９１／０．６５ ０．３３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１４６ A H－４７ ０．６２／０．４２ ０．６１／０．４８ ０．２４ 円形 �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１４７ A H－４６・４７ ０．８０／０．６９ ０．６３／０．５３ ０．２８ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１４８ A G H－４６・４７ １．３４／１．１５ ０．８１／０．６７ ０．１７ 楕円形 N－８９°－W �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 KP－１４９凹み利用 村田

KP－１４９ A H－４６・４７ ０．５３／０．４３ ０．５３／０．４０ ０．１２ 円形
KP－１４８セ
クション

平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１５０ A D F－５１ １．０２／０．６６ ０．９８／０．６９ ０．２１ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１５１ A D F－５１ （１．３５）／（１．２３） １．０１／０．８１ ０．４３ 長円 N－７３°－E �層上面 埋め戻し 平坦 急
上位に石斧、壙底
に加工痕ある礫

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１５２ A F－５１ １．４０／１．１９ １．０９／０．８８ ０．３７ 長円 N－７０°－E �層上面 埋め戻し 平坦 急
壙底に大洞C２
相当の土器片

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１５３ A I－４６・４７ １．４５／１．１５ １．０７／０．９１ 楕円形 N－６７°－E �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１５４ A G－５２ （０．５５）／０．２７ （０．５０）／０．２４ ０．２４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１５５ A F－５２ ０．９４／０．８０ ０．７８／０．６６ ０．３３ 楕円形 N－６°－E �層上面 平坦 急 中期後半 村田

KP－１５６ A G－５２ ０．９６／０．４４ ０．７４／０．３９ ０．５６ 楕円形 N－７９°－W �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１５７ A G－４５・４６ ０．８３／０．５６ ０．８３／０．５４ ０．２１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１５８ A I－４５・４６ ０．７９／０．４９ ０．７４／０．５０ ０．３３ 円形 �層上面 埋め戻し 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１５９ A I－４５・４６ ０．５５／０．３５ ０．５３／０．３８ ０．１１ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１６０ A I－４５ １．０１／０．５０ ０．９３／０．４４ ０．５８ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 吉田

KP－１６１ A I－４５ ０．８３／０．４８ ０．７１／０．３３ ０．１９ 楕円形 N－７４°－W �層上面 埋め戻し 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１６２ A J－４５ ０．７５／０．４１ ０．７５／０．４０ ０．４５ 円形 �層上面 埋め戻し 椀状 急
�ｃ胴部のみ土
器片まとまる

晩期後葉 土壙墓 吉田

KP－１６３ A F－５３ １．０１／０．８９ ０．６３／０．４８ ０．３５ 長円 N－７８°－W
５１ラインセ
クション

埋め戻し 平坦 急 中位に石皿 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－１６４ A G－４３ （０．３４）／０．１６ ０．３４／０．１２ ０．２３ 円形 �層上面 埋め戻し？ 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１６５ A G－４３ ０．８８／０．６８ ０．７７／０．６２ ０．２２ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 吉田

KP－１６６ A D F－５０ １．２１／０．２３ （０．８２）／（０．１６）０．７６ － （N－１７°－E）崩落斜面 埋め戻し 凹凸あり 段あり
上位に�群双口
土器、底部片、
覆土に石斧

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－１６７ C Q－４３ ０．６０／０．３１ ０．５５／（０．３０） ０．２５ 円形 �層 埋め戻し 椀状 緩やか
上位に�ｃ赤彩
土器

晩期後葉 土壙墓 吉田

KP－１６８ C Q－４３ ０．７２／０．５４ ０．７０／０．５６ ０．２０ 円形 �層 埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 吉田

KP－１６９ C Q－４４ ０．５５／０．４３ ０．５１／０．４１ ０．１２ 円形 �層 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１７０ C P－４３ ０．７８／０．６５ ０．７８／０．６２ ０．２０ 円形 �層 埋め戻し 凹凸あり 急 晩期後葉 吉田

KP－１７１ C Q－４４ ０．６４／０．４４ ０．５５／０．３８ ０．２３ 円形 �層 埋め戻し 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１７２ C P－４４ ０．４４／０．３４ ０．４３／０．３４ ０．０８ 円形 �層 平坦 急 晩期後葉 吉田

KP－１７３ A G－４７・４８ １．０８／０．９３ ０．９０／０．７３ ０．２６ 楕円形 N－４８°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１７４ A G－４７・４８ ０．６７／０．５１ ０．６２／０．４９ ０．１７ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１７５ A G－４８ ０．６７／０．５６ ０．５２／０．３８ ０．１８ 楕円形 N－８°－E �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１７６ A G－４８ ０．７５／０．６１ ０．７２／０．６２ ０．３０ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１７７ A G－４７ ０．５２／０．２７ ０．５０／０．２９ ０．２７ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１７８ A G－４７ ０．７７／０．５５ ０．６６／０．５３ ０．３５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１７９ A G－４７ １．０４／０．９３ ０．６１／０．４９ ０．１９ 楕円形 N－４５°－W �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８０ A G－４７ ０．５７／０．４８ ０．５３／０．４５ ０．１２ 円形 �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８１ A G－４７ （０．８４）／０．７１ ０．８４／０．６９ ０．３０ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８２ A G－４７ ０．８１／０．６８ ０．７４／０．６０ ０．２９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１８３ A G－４７ ０．６３／０．５２ ０．６２／０．４６ ０．３１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８４ A G－４７ ０．６７／０．６１ ０．４６／０．３５ ０．２８ 楕円形 N－２１°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８５ A G－４８ ０．９９／０．８４ ０．９６／（０．７７） ０．２５ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８６ A G－４８ （０．３３）／（０．２０）（０．３４）／（０．２３）０．１７ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８７ A G－４７ ０．７５／０．６３ ０．７４／０．５１ ０．１５ 円形 KP－８１壙底 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１８８ A I－４５ ０．８８／０．３５ ０．８７／０．４８ ０．３１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１８９ A H－４５ ０．６０／０．３０ （０．４５）／（０．２２）０．２１ 楕円形 N－１１°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－１９０ A G－５２ ０．３８／０．２１ ０．３３／０．１５ ０．１５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１９１ A G－５２ ０．３８／０．２３ ０．３７／０．２１ ０．１３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１９２ A G－５２ ０．２９／０．１５ ０．２９／０．１６ ０．１０ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１９３ A G－５２ ０．５１／０．３５ ０．４１／０．２７ ０．１１ 楕円形 N－８９°－W �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１９４ A G－５２ ０．３７／０．１６ ０．３３／０．１８ ０．１０ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－１９５ A F－５３ ０．７８／０．６１ ０．７５／０．５９ ０．２７ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１９６ A G－５２・５３ １．０１／０．５５ ０．９２／０．５６ ０．２７ 円形 �層上面 埋め戻し 凹凸あり 急
覆土�ｃ破片ま
とまる

晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－１９７ A F－４９ （０．６３）／（０．５４） ０．８７／０．６６ ０．２７ 楕円形 N－５８°－W
西側崩落
斜面

平坦 急 晩期後葉 村田

KP－１９８ A F－４９ １．０２／０．８６ ０．８９／０．７２ ０．０９ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－１９９ A F G－４９ １．２４／１．０４ ０．６１／０．４３ ０．６５ 楕円形 N－４１°－E �層上面 埋め戻し 平坦 急 後期後葉 土壙墓 村田

KP－２００ A G－４９ ０．９５／０．７７ ０．７２／０．６０ ０．３４ 楕円形 N－５６°－E �層上面 凹凸あり 急 晩期後葉 村田

KP－２０１ A G－４９ ０．７３／０．５４ （０．３３）／（０．２６）０．３７ － KH－３壁 平坦 急 晩期後葉 村田
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表�－１ 縄文時代遺構規模一覧（３）

遺構名 地区 位 置

規模（ｍ）

平面形 長軸方向 確認面 覆 土 床面・壙底 壁の立上り 遺物出土状況 時期 備 考 調査者長 軸 短 軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面

KP－２０２ A H－４７ ０．５４／０．４４ ０．５３／０．４３ ０．１０ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２０３ A H－４７ ０．５４／０．４０ ０．４０／０．２５ ０．２０ 楕円形 N－７１°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２０４ A I－４７ ０．３９／０．２８ ０．３５／０．２４ ０．１２ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２０５ A H I－４７ ０．７４／０．６３ ０．５３／０．４１ ０．０８ 楕円形 N－６２°－W �層上面 凹凸あり 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２０６ A F－４９ ０．８３／０．７４ ０．６２／０．４９ ０．１８ 楕円形 N－２９°－E �層上面 平坦 急 人頭大礫壁際 晩期後葉 村田

KP－２０７ A F G－５３ ０．８６／０．５８ ０．７９／０．５９ ０．３１ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２０８ A H－４８ ０．４６／０．３１ ０．４１／０．２９ ０．１９ 円形 �層上面 椀状 緩やか 人頭大礫壁際 晩期後葉 村田

KP－２０９ A H－４８ ０．８３／０．４４ ０．８０／０．４３ ０．４４ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２１０ A F－５２ ０．６８／０．４９ （０．３１）／（０．３１）０．１９ － �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２１１ A F G－５２ ０．７３／０．５７ ０．７１／０．５９ ０．２２ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２１２ A D F－５２ （１．２７）／（１．１８）（１．０９）／（１．０４）０．２９ 隅丸方形 �層上面 埋め戻し 平坦 急 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－２１３ A G－５１ ０．６３／０．４８ ０．４８／０．３７ ０．０８ 楕円形 N－３５°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２１４ A H－４８ １．１２／０．９１ （０．６４）／（０．５６）０．４６ 円形 �層上面 埋め戻し 平坦 急
中位から下位に�
ｃ、スクレイパ
ー、石核、台石

晩期後葉 土壙墓 村田

KP－２１５ A H－４８ ０．７４／０．５５ ０．６７／０．５４ ０．２１ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２１６ A H－４８ ０．５４／０．４１ ０．５２／０．４１ ０．２９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２１７ A G－５１ ０．５２／０．３７ ０．４７／０．３４ ０．０９ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２１８ A G－５１ ０．３３／０．２３ ０．３１／０．２１ ０．１３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２１９ A G－５１ ０．５９／０．５１ ０．５１／０．３７ ０．１３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２０ A G－５１ ０．４９／０．３７ （０．４８）／０．３１ ０．２１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２１ A G－５１ ０．５３／０．４１ ０．４６／０．３７ ０．１４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２２ A G－５１ ０．６９／０．５７ ０．６７／０．５６ ０．２０ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２３ A G－５１ ０．５４／０．４４ ０．５３／０．４２ ０．１１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２４ A F－４８ ０．７１／０．６１ （０．５７）／（０．４７）０．１５ 楕円形 N－２２°－W �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２２５ A F－４８ ０．８２／０．６７ ０．４５／０．３１ ０．１３ 楕円形 N－２４°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２６ A F－４８ ０．７９／０．５７ ０．５３／０．３２ ０．１１ 楕円形 N－７４°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２７ A F G－４８ ０．７３／０．２４ ０．６５／０．２５ ０．２６ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２２８ A G－４４・４５ ０．６６／０．４３ ０．６４／０．３６ ０．１４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－２２９ A G－４４ ０．４６／０．３１ ０．４２／０．３０ ０．２２ 円形 �層上面 埋め戻し？ 椀状 急 晩期後葉 吉田

KP－２３０ A G－４４ ０．４８／０．２３ ０．４４／０．２０ ０．２２ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 吉田

KP－２３１ A G H－４４ ０．４４／０．２０ ０．４４／０．１７ ０．１２ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 吉田

KP－２３２ A H－４８ ０．７４／０．５９ ０．４９／０．４４ ０．３５ 楕円形 N－７４°－W �層上面 平坦 急 中位に礫 晩期後葉 村田

KP－２３３ A E－５１ １．３４／０．９７ １．１０／０．８８ ０．３５ 楕円形 N－３３°－W �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２３４ A M－４５ ０．５３／０．３６ ０．４７／０．３３ ０．１０ 円形 �層上面 平坦 緩やか 北海道式石冠 中期後半 吉田

KP－２３５ 欠番 村田

KP－２３６ A M－４５ １．５６／１．３０ １．３３／１．０３ ０．１３ N－７９°－W �層上面 平坦 緩やか 中期後半 吉田

KP－２３７ A H－４８ ０．５５／０．３３ ０．４６／０．３４ ０．３３ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２３８ A H－４８ ０．５７／０．３４ ０．４３／０．２９ ０．１８ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２３９ A H－４８ ０．９４／０．５５ ０．９３／０．５４ ０．４４ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２４０ A H－４９ １．０９／０．８９ １．０８／０．７８ ０．２４ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２４１ A H－４９ ０．７８／０．６４ （０．６６）／（０．５８）０．２１ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２４２ A H－４９ ０．５７／０．３６ （０．５６）／（０．３８）０．１５ 円形 �層上面 埋め戻し 椀状 緩やか 覆土に石皿と礫 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－２４３ A H－４８ ０．５０／０．２４ （０．２１）／（０．１４）０．１４ － N－１９°－E �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２４４ A H－４８ （０．３０）／（０．１１） ０．３６／０．１８ ０．１８ 楕円形 N－７１°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２４５ A H－４８・４９ ０．８７／０．６４ ０．８５／０．６３ ０．２３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２４６ A H－４８・４９ ０．７６／０．３６ ０．７３／０．３７ ０．２３ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２４７ A H－４８・４９ １．１３／０．６２ １．０７／０．６１ ０．３９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２４８ A H－４８ ０．５０／０．３７ （０．４３）／（０．３５）０．２８ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２４９ A H－４８ ０．５３／０．４３ ０．４６／０．３３ ０．１５ 円形 N－７８°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２５０ A H－４８ ０．８５／０．７０ （０．６５）／（０．４３）０．２３ 楕円形 N－９°－W �層上面 埋め戻し 平坦 緩やか 壙底に�ｃ、石鏃 晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－２５１ A H－４９ ０．８０／０．５２ ０．７２／０．４８ ０．２８ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２５２ A H－４８ ０．５０／０．２６ ０．４４／０．２６ ０．１９ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２５３ A H－４８・４９ ０．５７／０．３９ ０．５３／０．４２ ０．１９ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２５４ A G－４９ ０．５２／０．３６ ０．４５／０．３２ ０．１６ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２５５ A G H－４８ ０．６２／０．４１ ０．４９／０．２９ ０．１８ 楕円形 N－７１°－E �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２５６ A H－４９ １．０４／０．７６ ０．８７／０．５９ ０．２０ 楕円形 N－４３°－E �層上面 平坦 緩やか 上位にこぶし大礫 晩期後葉 村田

KP－２５７ A H－４９ ０．４６／０．３１ ０．４３／０．３０ ０．１７ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２５８ A H－４９ ０．４３／０．３６ ０．４２／０．３１ ０．２１ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２５９ A H－４９ ０．７６／０．６７ ０．４９／０．４４ ０．２０ 楕円形 N－８５°－W �層上面 凹凸あり 急 晩期後葉 村田

KP－２６０ A G－４９ ０．６８／０．５２ ０．６５／０．４９ ０．２０ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２６１ A G H－４９ ０．４３／０．１８ ０．４２／０．１７ ０．１７ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６２ A G－５０ ０．６４／０．４４ ０．５５／０．２９ ０．２４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６３ A H－４９ ０．５５／０．２５ ０．４７／（０．２６） ０．２５ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６４ A H－４９ ０．９０／０．５２ （０．７８）／０．５８ ０．１９ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６５ A H－４９ ０．８１／０．５３ ０．７２／０．４３ ０．１９ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２６６ A H－４９ ０．４８／０．２８ ０．４７／０．３０ ０．２１ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６７ A F－５０ ０．９９／０．７６ （０．５１）／（０．４１）０．１７ 円形 崩落斜面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６８ A F－４９・５０ ０．７８／０．６７ （０．７１）／（０．６３）０．１５ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２６９ A G－５０ ０．４４／０．３０ ０．４０／０．２８ ０．２１ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２７０ A F－５０ １．１６／０．７１ １．０９／０．７１ ０．４６ 円形 �層上面 下位埋め戻し 椀状 緩やか
上位�ｃ口縁部
破片、スクレイ
パー

晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

�章 縄文時代の遺構と遺物
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表�－１ 縄文時代遺構規模一覧（４）

遺構名 地区 位 置

規模（ｍ）

平面形 長軸方向 確認面 覆 土 床面・壙底 壁の立上り 遺物出土状況 時期 備 考 調査者長 軸 短 軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面

KP－２７１ A G－５０ １．２１／０．８４ ０．８３／０．６２ ０．４１ 楕円形 N－２１°－W �層上面 下位埋め戻し 平坦
急 �ｃ土器片、石

鏃、フレイクま
とまって出土

晩期後葉 土壙墓の可能性あり 村田

KP－２７２ A F－４９・５０ ０．８４／０．６９ ０．５７／０．５１ ０．１５ 隅丸方形 N－６０°－E �層上面 下位埋め戻し 平坦 急 中位に�ｃ土器片 晩期後葉 土壙墓 村田

KP－２７３ A G－４９ ０．４７／０．１８ ０．４２／０．１８ ０．２４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２７４ A F G－５０・５１ ０．９８／０．４９ （０．９０）／０．６３ ０．３６ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２７５ A F－５０・５１ ０．７９／０．５７ ０．７６／０．６９ ０．２３ 円形 �層上面 平坦 急 晩期後葉 村田

KP－２７６ A G H－４９ ０．７８／０．６７ ０．７４／０．６１ ０．１１ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２７７ A F G－５０ ０．５４／０．４１ ０．５０／０．３４ ０．１４ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２７８ A G－５０ ０．８３／０．６４ ０．６８／０．４９ ０．２２ 長円 N－８７°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２７９ A G－４９・５０ ０．９７／０．７４ ０．６９／０．５５ ０．２２ 楕円形 N－１７°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８０ A F G－５０ ０．７２／０．６２ ０．５９／０．４９ ０．１１ 楕円形 N－２０°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８１ A F G－５０ １．２１／１．０８ （０．６３）／（０．５９）０．１７ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８２ A G－４９・５０ ２．０１／１．８０ ０．９８／０．９０ ０．２３ 楕円形 N－１１°－E �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８３ A G－５０ ０．４７／０．３９ （０．２９）／（０．２０）０．１０ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８４ A H－５３ １．３１／１．０７ １．０５／０．８５ ０．３８ 楕円形 N－４°－E �層上面 平坦 急 晩期後葉 斜面部検出 村田

KP－２８５ A G－５０ ０．３９／０．２７ ０．３５／０．２７ ０．１６ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８６ A H－４７ ０．３８／０．１７ ０．３３／０．１７ ０．２０ 円形 �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８７ A H－４７ １．１９／０．７８ ０．９９／０．６７ ０．２２ 楕円形 N－７７°－W �層上面 椀状 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２８８ A F－４６ ０．６９／０．５３ ０．６５／０．４７ ０．２２ 円形 �層上面 椀状 急 晩期後葉 村田

KP－２８９ A G－５３ １．２７／１．１２ １．１０／０．９４ ０．２１ 楕円形 N－１７°－E �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２９０ A I－４８ ０．９０／０．４７ ０．７９／０．４８ ０．３２ 楕円形 N－２６°－W �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

KP－２９１ A H－４９ ０．４５／０．２１ （０．３６）／０．２１ ０．１８ 円形 �層上面 平坦 緩やか 晩期後葉 村田

焼土(KF）

KF－２０ KH－３覆土中酸化層欠番

KF－２１ KH－３覆土中酸化層欠番

KF－２２ KH－３覆土中酸化層欠番

KF－２３ KH－２覆土中酸化層欠番

KF－２４ KH－２覆土中酸化層欠番

KF－２５ A J－４６ ０．７０ ０．４８ ０．０９ 不整形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－２６ A J－４７ （１．２７） （０．１４） ０．０７ 円形 �層中位 晩期後葉 ３ヵ所 KP－１０１凹み利用 村田

KF－２７ A I－４６ （０．９９） （０．４９） ０．０７ 不整形 �層中位 晩期後葉 ３ヵ所 村田

KF－２８ A I－４６ （１．０３） （０．６０） ０．０８ 円形 �層下位 晩期後葉 ３ヵ所 村田

KF－２９ C Q－３０ ０．８８ ０．４２ ０．１５ 不整形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－３０ A H I－４７ ０．３９ ０．２４ ０．０６ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－３１ A I－４７ ０．５８ ０．３０ ０．０８ 楕円形 �層中位 晩期後葉 KP－１２１凹み利用 村田

KF－３２ A I－４８ ０．４５ ０．３０ ０．０４ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－３３ A I－４８ ０．５２ ０．４５ ０．０７ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－３４ A I－４８ ０．４４ ０．３８ ０．０５ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－３５ A F－４７ ０．５２ ０．４７ ０．０７ 円形 �層上位 晩期後葉 村田

KF－３６ A F－４７ ０．３０ ０．２７ ０．０４ 円形 �層上位 晩期後葉 村田

KF－３７ A F－４７ ０．２８ ０．２１ ０．０５ 円形 �層上位 晩期後葉 ３ヵ所 村田

KF－３８ A F－４７ ０．２６ ０．２４ ０．０６ 不整形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－３９ A F－５２ ０．３５ ０．３２ ０．０５ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－４０ A F－５２ ０．３４ ０．３０ ０．０５ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－４１ C Q－３１ （１．０６） （０．２６） ０．０７ 隅丸三角形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－４２ C Q－３１・３２ ０．６３ ０．３６ ０．０５ 不整形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－４３ C Q－３１ ０．４３ ０．１８ ０．０６ ほぼ長楕円形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－４４ A H－４８ ０．８２ ０．３３ ０．０７ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－４５ A D－５２ ０．６５ ０．５５ ０．１０ ほぼ円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－４６ C P－３０・３１ １．１２ ０．１０ ０．１１ 不整形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－４７ C P－３１ ０．６２ ０．３９ ０．１３ やや楕円形 �層上位 晩期後葉 吉田

KF－４８ A G－５２ ０．５４ ０．４４ ０．０８ ほぼ円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－４９ A G－５２ ０．４９ ０．４６ ０．０６ ほぼ円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５０ A I－４７ ０．４１ ０．３４ ０．０７ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５１ A I－４７ ０．４９ ０．３８ ０．０８ 楕円形 �層下位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５２ 欠番

KF－５３ A G－５１ １．０３ ０．６２ ０．０７ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５４ A G－５１ ０．６５ ０．４０ ０．０５ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５５ A G－５１ （０．３４） ０．２２ ０．０５ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５６ A F－４９ ０．４９ ０．３２ ０．０８ 楕円形 �層中位 晩期後葉 KP－１９７凹み利用 村田

KF－５７ A F G－４９ ０．９４ ０．４０ ０．０７ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－５８ A G－４９ ０．６２ ０．３２ ０．０６ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－５９ A G－４９ ０．７５ ０．４０ ０．０６ やや楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－６０ A G－４９ ０．７１ ０．３６ ０．０６ やや楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－６１ A G－４９ ０．７５ ０．５０ ０．０７ やや楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－６２ C Q－３４ ０．６３ ０．３０ ０．０８ 隅丸三角形 �層上面 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 吉田

KF－６３ C P Q－３４ ０．６４ ０．４８ ０．１１ やや円形 �層上面 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 吉田

KF－６４ A H－４７ ０．６８ ０．４５ ０．０７ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－６５ A G H－４７ ０．６４ ０．４３ ０．０９ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－６６ A H－４７ ０．５４ ０．３９ ０．０８ 楕円形 �層中位 晩期後葉 KP－１４５凹み利用 村田

KF－６７ A F－５１ １．０３ ０．７８ ０．０９ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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表�－１ 縄文時代遺構規模一覧（５）

遺構名 地区 位 置

規模（ｍ）

平面形 長軸方向 確認面 覆 土 床面・壙底 壁の立上り 遺物出土状況 時期 備 考 調査者長 軸 短 軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面

KF－６８ A J－４３ ０．７２ ０．６０ ０．１１ ほぼ円形 �層下位 晩期後葉 吉田

KF－６９ A J－４３ ０．６０ ０．３４ ０．１０ やや隅丸三角形 �層下位 晩期後葉 吉田

KF－７０ A J－４３・４４ ０．８３ ０．５７ ０．１２ ほぼ楕円形 �層下位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 吉田

KF－７１ A H－４７ ０．５９ ０．２６ ０．０６ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－７２ A H－４７ ０．５８ ０．４０ ０．０５ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－７３ A H I－４７ ０．９２ ０．４０ ０．０６ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－７４ A H I－４７ （０．８７） ０．２０ ０．０６ 楕円形 �層中位 晩期後葉 ２ヵ所 村田

KF－７５ A H－４７ ０．４０ ０．２６ ０．０５ 不整形 �層中位 晩期後葉 KP－１３８凹み利用 村田

KF－７６ A F G－５３ ０．４４ ０．３５ ０．０５ やや方形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－７７ A K－４４ １．７８ ０．４２ ０．１０ 不整形 �層下位 晩期後葉 吉田

KF－７８ A I－４３ ０．５８ ０．５１ ０．０８ ほぼ円形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－７９ A I－４３ ０．４６ ０．３１ × やや円形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－８０ A G－４７ ０．４９ ０．３５ ０．０７ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－８１ A G－４７ １．０３ ０．１８ ０．０７ 楕円形 �層上位 晩期後葉 ２ヵ所 村田

KF－８２ A G－４７ ０．５８ ０．３７ ０．０７ 楕円形 �層上位 晩期後葉 村田

KF－８３ A G H－４８ ０．９６ ０．５４ ０．１５ 楕円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－８４ A H－４８ ０．４３ ０．３７ ０．０６ やや方形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－８５ A H－４８ ０．５０ ０．３０ ０．０６ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－８６ A H－４８ ０．５９ ０．４８ ０．０８ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－８７ A H－４３ １．２７ ０．７８ ０．０６ やや長方形 �層上位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 吉田

KF－８８ 欠番

KF－８９ A G－５０・５１ １．１８ ０．６３ ０．０８ 不整形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－９０ A G－５１ ０．７５ ０．５８ ０．０８ ほぼ円形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－９１ A G－５１ ０．３６ ０．２２ ０．０７ ほぼ円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９２ A G－５１ ０．５３ ０．４８ ０．０５ やや方形 �層中位 動物骨・魚骨あり 晩期後葉 村田

KF－９３ A G－５１ ０．８１ ０．３３ ０．０８ ほぼ長円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９４ A G－５１ ０．７２ ０．４２ ０．０６ やや方形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９５ A G－５１ ０．５５ ０．４２ ０．０８ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９６ A F－５１ ０．６５ ０．３５ ０．０４ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９７ A H－４９ ０．５０ ０．３４ ０．０９ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９８ A H－４９ ０．６４ ０．４８ ０．０５ やや方形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－９９ A H－４９ ０．５２ ０．４１ ０．０７ やや方形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－１００ A H－４９ ０．３９ ０．２９ ０．０７ 円形 �層中位 晩期後葉 KP－２５１凹み利用 村田

KF－１０１ A H－４９ ０．４０ ０．３４ ０．０５ 円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－１０２ A H－４９ ０．３５ ０．２７ ０．０６ 楕円形 �層上位 晩期後葉 KP－２５６凹み利用 村田

KF－１０３ A H－４４ ０．３７ ０．１９ ０．０６ 長楕円形 �層中位 晩期後葉 吉田

KF－１０４ A G－４４ ０．６１ ０．３５ ０．１１ 不整形 �層中位 晩期後葉 吉田

KF－１０５ A G－５０ ０．６９ ０．２９ ０．０９ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－１０６ A G－５０ ０．４５ ０．３６ ０．０６ 不整形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－１０７ A M－４４ ０．４９ ０．３４ ０．０５ やや楕円形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－１０８ C N－４４ ０．４８ ０．３９ ０．０６ やや楕円形 �層上面 晩期後葉 吉田

KF－１０９ C O－３７ ０．３５ ０．３１ ０．０７ 隅丸三角形 �層上面 中期後半 吉田

KF－１１０ 欠番

KF－１１１ 酸化層 欠番

KF－１１２ A G－５０ ０．６３ ０．３１ ０．０６ やや楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

KF－１１３ A G－５０ ０．３６ ０．２３ ０．０５ 楕円形 �層中位 晩期後葉 村田

集石(KS）

KS－３ C R－３１ ０．２７ ０．２３ ０．１７ 楕円形 �層上位 たたき石、被熱
礫あり

中期後半 吉田

柱穴状小ピット(SP）

SP－２ A G－４７ ０．２３／０．０９ ０．２／０．０９ ０．１９ 円形 �層上面 尖る 急 晩期後葉 杭状のもの打ち込む 村田

SP－３ A G－４６ ０．１５／０．０６ ０．１５／０．０６ ０．１４ 円形 �層上面 尖る 急 晩期後葉 杭状のもの打ち込む 村田

SP－４ A H－４８ ０．１８／０．０７ ０．１８／０．０７ ０．１７ 円形 �層上面 尖る 急 晩期後葉 杭状のもの打ち込む 村田

SP－５ A H－４８ ０．２１／０．０４ ０．２／０．０４ ０．１７ 円形 �層上面 尖る 急 晩期後葉 杭状のもの打ち込む 村田

�章 縄文時代の遺構と遺物
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表�－２ 縄文時代遺構出土掲載土器一覧（１）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数 分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－１ １ 図版７１ KH－４ 床１ ５ �ｂ 深鉢 口～胴 内面に縄文あり 拓本１６６
図�－５４ １ 図版７１ KP－８０ 覆土２ １ �ｃ 深鉢 口縁 口縁部直下ナデ 拓本９０
図�－５４ ２ 図版７１ KP－８０ 覆土２ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本９１
図�－５４ ３ 図版７１ KP－８１ 覆土２ ２ �ｃ 深鉢 口縁 拓本９２
図�－５４ ４ 図版７１ KP－８１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 口唇上～内面赤彩 拓本１７２
図�－５４ ５ 図版７１ KP－８１ 覆土２ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本９３
図�－５４ ６ 図版７１ KP－８１ 覆土２ ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本９４
図�－５４ １０ 図版７２ KP－８３ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本９５
図�－５４ １１ 図版７２ KP－８５ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 胴 無文帯に縄線 拓本９６

G－５０ � １
G－５１ �ｂ １
H－５２ � １
I－５２ � １

図�－５４ １５ 図版７２ KP－９１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本９７
図�－５５ １７ 図版７３ KP－９２ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 胴 横走沈線 拓本９８
図�－５５ １９ 図版７３ KP－９４ 覆土１ １ �ｂ 深鉢 口縁 口唇断面角型 内面磨き 拓本１６８

K－４６ � ４
図�－５５ ２０ 図版７３ KP－９４ 覆土１ ６ �ｂ 深鉢 口縁 １９と同一個体 拓本１６８
図�－５５ ２１ 図版７３ KP－９４ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 貫通孔 拓本９９

K－４６ � １
図�－５５ ２５ 図版７３ KP－１０１ 覆土１ ３ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１３２
図�－５５ ２６ 図版７３ KP－１０１ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 貫通孔 拓本１０１
図�－５５ ２７ 図版７３ KP－１０１ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 口縁やや折り返し 拓本１３１
図�－５５ ２８ 図版７３ KP－１０１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１００
図�－５５ ２９ 図版７３ KP－１０１ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１０２
図�－５５ ３１ 図版７４ KP－１１３ 覆土２ １８ �ｃ 深鉢 胴 拓本１６１
図�－５６ ３４ 図版７４ KP－１２１ 覆土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１０３
図�－５６ ３５ 図版７５ KP－１２４ 覆土１ ５ �ｃ 深鉢 口縁 胴部屋やや張り出す 拓本１０４
図�－５６ ３６ 図版７５ KP－１２６ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１０５
図�－５６ ３７ 図版７５ KP－１２６ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１０６
図�－５６ ３８ 図版７５ KP－１２８ 覆土１ ９ �ｃ 深鉢 口縁 口縁部に段あり 拓本１０８
図�－５６ ３９ 図版７５ KP－１２８ 覆土１ ２ �ｃ 浅鉢 口縁 太い棒状工具による圧痕 拓本１０９
図�－５６ ４０ 図版７５ KP－１２８ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 動物意匠？ 拓本１０７
図�－５６ ４４ 図版７５ KP－１２９ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１１０
図�－５６ ４５ 図版７６ KP－１３０ 覆土１ ２ �ｃ 深鉢 口縁 表裏に赤彩 拓本１７３
図�－５６ ４６ 図版７６ KP－１３０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 ４７と同一個体 工字文 拓本１１１

F－５２ �ｂ １
F－５３ �ｂ １

図�－５６ ４７ 図版７６ KP－１３０ 覆土１ ３ �ｃ 深鉢 口縁 ４６と同一個体 工字文 拓本１１１
E－５３ � １

図�－５６ ４８ 図版７６ KP－１３０ 覆土１ ８ �ｃ 浅鉢 胴 内面にボタン状貼付 拓本１６２
図�－５７ ４９ 図版７６ KP－１３１ 覆土 １ �ｂ 深鉢 口縁 拓本１６９
図�－５７ ５０ 図版７６ KP－１３１ 覆土 ２ �ｂ 深鉢 口縁 無文帯の上下に縄線 拓本１７０
図�－５７ ５２ 図版７６ KP－１３５ 覆土１ ４ �ｃ 浅鉢 口～底 拓本１１２
図�－５７ ５３ 図版７６ KP－１３８ 覆土１ ３ �ｃ 浅鉢 口～底 上げ底気味 拓本１１４
図�－５７ ５４ 図版７６ KP－１３８ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口～胴 拓本１１３
図�－５７ ５５ 図版７６ KP－１３８ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 口縁内側に折り返し 拓本１１４
図�－５７ ５６ 図版７６ KP－１３８ 覆土１ ５ �ｃ 浅鉢 口～底 内面に縄文あり 拓本１１５
図�－５７ ５８ 図版７７ KP－１３９ 覆土１ １７ �ｃ 深鉢 口～胴 復元２０
図�－５７ ５９ 図版７７ KP－１３９ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢？ 口縁 貫通孔 拓本１１６
図�－５７ ６０ 図版７７ KP－１３９ 覆土２ １ �ｃ 深鉢 口縁 沈線＋縄端圧痕 拓本１１７
図�－５８ ６４ 図版７７ KP－１３９ 覆土１ １１ �ｃ 深鉢 口～胴 拓本１１８

H－４６ � ３
I－４７ � １

図�－５８ ６５ 図版７７ KP－１４２ 覆土１ １７ �ｃ 深鉢 口～胴 縄端圧痕で区画された無文帯 復元１５
F－５３ �ｂ ６
F－５４ � １９
F－５５ � １

図�－５８ ６６ 図版７８ KP－１４０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１１９
図�－５８ ６７ 図版７８ KP－１４７ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢？ 口縁 内面に沈線 拓本１２０
図�－５９ ６９ 図版７８ KP－１５２ 底 ２ �b 浅鉢 口縁 大洞C２相当 周辺遺構・包含層から同一個

体出土
拓本１７１

図�－５９ ７０ 図版７８ KP－１５５ �ｂ １ �ｃ 深鉢 口～胴 胴部に屈曲部
文様帯は２段 棒状工具による刺突列で区画
上段：沈線による渦巻文
下段：屈曲部を含み横走する沈線と縄線
口唇部は刻み、縄線、撚糸圧痕
突起部から垂下する貼付帯

復元１６
KP－１５５ 覆土１ １
KH－２ 掘り上げ

土
４

KF－８８ １
F－５２ �ｂ ４１
F－５２ � １０
F－５３ �ｂ ９

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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表�－２ 縄文時代遺構出土掲載土器一覧（２）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数 分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－５９ ７０ 図版７８ F－５４ � １ �ｃ 深鉢 口～胴 胴部に屈曲部
文様帯は２段 棒状工具による刺突列で区画
上段：沈線による渦巻文
下段：屈曲部を含み横走する沈線と縄線
口唇部は刻み、縄線、撚糸圧痕
突起部から垂下する貼付帯

復元１６
G－５２ �ｂ ６
H－５３ � １
H－５４ � １
B－５２ 流路８ １ ２００４年度報告

第一トレンチ７区 黒 １ ２００５年 B地区
図�－５９ ７１ 図版７８ KP－１５５ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 ５条の縄線 拓本１２１
図�－５９ ７２ 図版７８ KP－１５５ �ｂ ２ �ｃ 深鉢 口縁 動物意匠 熊？ 拓本１２３
図�－５９ ７３ 図版７８ KP－１５５ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１２２
図�－５９ ７４ 図版７８ KP－１５５ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１２２
図�－６０ ７５ 図版７９ KP－１５６ 覆土１ ３ �ｃ 深鉢 口縁 括弧文 拓本１２４
図�－６０ ７６ 図版７９ KP－１５６ 覆土１ ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１２５
図�－６０ ７７ 図版７９ KP－１７８ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１２８
図�－６０ ７８ 図版７９ KP－１６２ 覆土３ ６８ �ｃ 深鉢 胴 復元２７
図�－６０ ８０ 図版７９ KP－１６７ 覆土１ ４２ �ｃ 深鉢 口～底 沈線に赤彩塗布 復元２９
図�－６１ ８１ 図版８０ KP－１６６ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 折り返し口縁 拓本１２６
図�－６１ ８２ 図版８０ KP－１６６ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 ３条の縄線 拓本１２７
図�－６１ ８３ 図版８０ KP－１６６ 覆土２ ２ �ｃ 深鉢 底 摩滅 復元１７

KP－１６６ 覆土２ １０
図�－６１ ８４ 図版８０ KP－１６６ 覆土２ １ �ｃ 異形 口～底 双口土器 復元２６
図�－６２ ８７ 図版８１ KP－２０１ 覆土１ ７ �ｃ 深鉢 口～胴 復元２８

KH－３ 掘上げ土 １
G－４９ � ２６
G－４９ �ｂ １
H－４９ � ４６

図�－６２ ８８ 図版８１ KP－２１５ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１３０
図�－６２ ８９ 図版８１ KP－２０６ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 沈線＋刺突 拓本１２９
図�－６２ ９０ 図版８１ KP－２０９ 覆土１ ２ �ｃ 深鉢 口縁 横走沈線 拓本１３３
図�－６２ ９１ 図版８１ KP－２１０ 覆土１ ３ �ｃ 深鉢 口縁 細い縄線 拓本１３４
図�－６２ ９３ 図版８２ KP－２１３ 覆土１ １ �ｃ 深鉢？ 口縁 赤彩土器 拓本１７４
図�－６２ ９４ 図版８２ KP－２１４ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１３５
図�－６３ ９７ 図版８２ KP－２２５ 覆土１ １０ �ｃ 浅鉢 口～胴 縄端圧痕による刻み 拓本１３６
図�－６３ ９８ 図版８２ KP－２２７ 覆土１ ２ �ｃ 浅鉢 口～胴 拓本１３７
図�－６３ １００ 図版８２ KP－２３３ 覆土 １ �ｃ 深鉢 口縁 細い縄線 拓本１３８
図�－６３ １０１ 図版８３ KP－２３５ 覆土１ ７ �ｃ 深鉢 底 上げ底気味 復元１３

KP－１００ 覆土１ １
F－４９ � １

図�－６３ １０４ 図版８３ KP－２３９ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 角柱状工具による刻み 拓本１３９
図�－６３ １０５ 図版８３ KP－２４５ 覆土１ １ � 深鉢 胴 縞縄文 拓本１７５
図�－６３ １０６ 図版８３ KP－２４６ 覆土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１４１
図�－６３ １０７ 図版８３ KP－２４６ 覆土 １ �ｃ 深鉢 底 やや張り出す 拓本１４０
図�－６４ １０９ 図版８４ KP－２４９ 覆土１ ３ �ｃ 深鉢 底 丸底気味 拓本１４２
図�－６４ １１０ 図版８４ KP－２５０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１４７
図�－６４ １１１ 図版８４ KP－２５０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１４７
図�－６４ １１２ 図版８４ KP－２５０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１４６
図�－６４ １１３ 図版８４ KP－２５０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１４５
図�－６４ １１４ 図版８４ KP－２５０ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１４３
図�－６４ １１６ 図版８４ KP－２５１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 内面に３条の縄線と刺突 拓本１４４
図�－６４ １１７ 図版８４ KP－２５３ 覆土１ １３ �ｃ 深鉢 口～胴 縄端圧痕で区画された無文帯 拓本１５６

H－４９ � １
図�－６４ １１８ 図版８４ KP－２５４ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１４８
図�－６４ １２０ 図版８５ KP－２６３ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口～胴 補修孔あり 復元１２

G－４７ � ２
G－４８ � ６
H－４７ � ４
H－４９ � １
I－５０ � １

図�－６４ １２１ 図版８５ KP－２６３ 覆土１ ４ �ｃ 深鉢 口縁 口縁部直下はナデによる無文帯 拓本１４９
図�－６４ １２３ 図版８５ KP－２７０ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１５１
図�－６４ １２４ 図版８５ KP－２７０ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１５０
図�－６５ １２６ 図版８５ KP－２７１ 覆土１ ２ �ｃ 深鉢 口縁 １２７・１２８と同一個体 拓本１５７

G－５０ � ３
G－５０ � １
H－５３ � １

図�－６５ １２７ 図版８６ KP－２７１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 １２６・１２８と同一個体 拓本１５７
KP－２７１ 覆土２ １

図�－６５ １２８ 図版８６ KP－２７１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 １２６・１２７と同一個体 拓本１５７
図�－６５ １２９ 図版８６ KP－２７１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１５２
図�－６５ １３０ 図版８６ KP－２７１ 覆土１ ２ �ｃ 壺 口縁 拓本１５３
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表�－２ 縄文時代遺構出土掲載土器一覧（３）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数 分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－６５ １３１ 図版８６ KP－２７２ 覆土１ １７ �ｃ 深鉢 口～胴 「ハ」の字状の刻み 拓本１６４
F－４９ �ｂ １
F－５０ � ４
G－４９ � ２

図�－６６ １３２ 図版８７ KP－２８３ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１５５
図�－６６ １３３ 図版８７ KP－２８３ 覆土１ ２ �ｃ 浅鉢 口～胴 １３３～１３７は同一個体 拓本１６３

KP－２８３ 覆土１ １
G－５０ � ２

図�－６６ １３４ 図版８７ KP－２８３ 覆土１ ４ �ｃ 浅鉢 口～胴 拓本１６３
図�－６６ １３５ 図版８７ KP－２８３ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１６３

I－５１ � １
図�－６６ １３６ 図版８７ G－５０ � １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１６３
図�－６６ １３７ 図版８７ KP－２８３ 覆土１ ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本１６３
図�－６６ １３８ 図版８７ KP－２８５ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１５４
図�－６６ １４１ 図版８８ KF－６７ ２ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１５８
図�－６６ １４５ 図版８８ KF－８８ １ �ｃ 浅鉢 口縁 口唇上に１条の沈線 拓本１５９
図�－６６ １４６ 図版８８ KF－１０４ 中 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本１６０

表�－３ 縄文時代遺構出土掲載石器等一覧

図番号 掲載
番号

図版
番号 器種名 遺構名 出土層位 長 さ

（�）
幅
（�）

厚 さ
（�）

重 さ
（ｇ） 石質 備考

図�－５４ ７ 図版７１ スクレイパー KP－８１ 覆土２ （３．７）（３．４） １ （１２．７） obs．
図�－５４ ８ 図版７１ 石鏃 KP－８２ トレンチ ２．２ １ ０．２５ ０．４ obs．
図�－５４ ９ 図版７１ 石鏃 KP－８２ トレンチ ２．２ １ ０．４ ０．６ obs．
図�－５４ １２ 図版７２ スクレイパー KP－８５ 覆土１ ３．５ ３．２ １．１ １１．９ obs．
図�－５４ １３ 図版７２ スクレイパー KP－８５ 覆土１ ４ ３．４ ０．８ ７．９ obs．
図�－５４ １４ 図版７２ 加工痕ある礫 KP－８５ 覆土１ （７．６）（１２．４）（９．８）（７３７．６） 安山岩 溝状の加工あり
図�－５４ １６ 図版７２ 石皿 KP－９１ 覆土１ ３６．８ ３０．０ ２２．４ ３４，７００．０ 砂岩
図�－５５ １８ 図版７３ たたき石 KP－９３ 覆土１ １１．４ ５．１ ４ ２８８．３ 安山岩
図�－５５ ２２ 図版７３ すり石 KP－９６ 覆土１ ９．８ １６．８ ６．３ １，２３６．８ 安山岩
図�－５５ ２３ 図版７３ 石鏃 KP－１００ 覆土１ （２．１） １．０５ ０．３ （０．５） obs．
図�－５５ ２４ 図版７３ 石錐 KP－１００ 覆土１ ４．７ １．８ ０．９ ５．８ obs．
図�－５５ ３０ 図版７４ 台石 KP－１０２ 覆土２ ２１．８ １７．４ １１．７ ６２００ 安山岩
図�－５５ ３２ 図版７４ スクレイパー KP－１１３ 覆土１ （３．３）（２．８）（１．３） （８．８） obs．
図�－５６ ３３ 図版７５ 台石 KP－１１７ 覆土１ １９．０ １４．０ ９．４ ３８００ 安山岩
図�－５６ ４１ 図版７５ 石鏃 KP－１２８ 覆土１ ２．１ １．０５ ０．３ ０．５ obs．
図�－５６ ４２ 図版７５ 石鏃 KP－１２８ 覆土１ ２．５ １ ０．３ ０．５ obs．
図�－５６ ４３ 図版７５ 石製品 KP－１２８ 覆土１ ３．７ １．５ ０．５ ２．２ obs．
図�－５７ ５１ 図版７６ 砥石 KP－１３１ 覆土１ （１３．０）（５．６）（５．５） （２６６） 砂岩
図�－５７ ５７ 図版７６ 石鏃 KP－１３８ 覆土１ ２．３ １．０５ ０．３ ０．５ obs．
図�－５７ ６１ 図版７７ 石錐 KP－１３９ 覆土１ （２．５） １．４ ０．７ （３．０） 頁岩
図�－５７ ６２ 図版７７ 石錐 KP－１３９ 覆土２ ５．１ ２．８５ １．２ １３．４ obs． 被熱
図�－５７ ６３ 図版７７ 石錐 KP－１３９ 覆土１ ４．１ ２．６ ０．７ ４．３ obs． 被熱
図�－５８ ６８ 図版７８ 石斧 KP－１５１ 覆土１ （６．２） ７．２ （３．２）（２３６．４） 泥岩
図�－６０ ７８ 図版７９ 石皿 KP－１６３ 覆土１ ２１．３ ２２．０ １７．１ １０，７００．０ 安山岩
図�－６２ ８４ 図版８１ たたき石 KP－１９９ 覆土１ １２．０ ４．４ ３．６ ３１２．１ 安山岩
図�－６２ ８５ 図版８１ スクレイパー KP－２０２ 覆土１ ３．４ ２．６ ０．７５ ５．９ obs．
図�－６２ ９１ 図版８１ スクレイパー KP－２１０ 覆土１ ２．４ ２．８ １．０ ５．７ obs．
図�－６２ ９５ 図版８２ スクレイパー KP－２１４ 覆土１ ３．３５ ３．０ ０．９ １０．０ obs．
図�－６２ ９６ 図版８２ 台石 KP－２１４ 覆土１ １８．３ １７．３ ８．４ ３２００ 安山岩
図�－６３ ９９ 図版８３ 北海道式石冠 KP－２３４ 覆土１ ９．３ １１．４ ６．２ ７１４．７ 安山岩
図�－６３ １０２ 図版８３ たたき石 KP－２３５ 覆土１ １２．５ ７．８ ３．７ ４５７．６ 砂岩
図�－６３ １０３ 図版８３ 石皿 KP－２４２ 覆土１ ３２．０ ２４．３ １２．２ １２，２００．０ 安山岩
図�－６４ １０８ 図版８３ 石斧 KP－２４７ 覆土１ （７．３） ４．９ １．２ （７４．６） 緑色泥岩
図�－６４ １１５ 図版８４ 石鏃 KP－２５０ 覆土１ ２．０ ０．９ ０．３ ０．４ obs．
図�－６４ １１９ 図版８５ 石斧 KP－２６２ 覆土１ １０．０ ４．１ １．６ １０２．２ obs．
図�－６４ １２２ 図版８５ たたき石 KP－２６３ 覆土１ １４．６ ５．９ ３．１ ３９８．２ 砂岩
図�－６４ １２５ 図版８５ 石鏃 KP－２７４ 覆土１ ２．３ １．０ ０．３５ ０．５ obs．
図�－６６ １３９ 図版８７ 石鏃 KP－２８６ 覆土１ ２．６ １．１５ ０．３ ０．６ obs．
図�－６６ １４０ 図版８７ すり石 KP－２８９ 覆土１ ７．７ １１．９ ６．４ ６４４．２ 安山岩
図�－６６ １４２ 図版８８ スクレイパー KF－７２ 覆土１ （３．９） ２．３ ０．７ （５．６） obs． 被熱
図�－６６ １４３ 図版８８ 棒状原石 KF－７２ 覆土１ ４．６５ １．３５ ０．７５ ５．０ obs．
図�－６６ １４４ 図版８８ 石錐 KF－８３ 覆土１ ４．４ １．５ １．３ ４．６ obs．
図�－６６ １４７ 図版８８ くぼみ石 KS－３ （１０．５）（８．３）（３．８） ４００．０ 砂岩 被熱
図�－６６ １４８ 図版８８ 扁平打製石器 KS－３ ９．５ （９．７）（４．６） ４００．０ 砂岩 被熱
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表�－４ 縄文時代遺構出土遺物一覧（１）

遺構・調査区

�
ｂ

�
ｂ

�
ｂ � �

ｂ
�
ｃ � � 石

鏃
石
錐

ス
ク
レ
イ
パ
ー

R
フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

石
核

棒
状
原
石

石
斧

石
斧
片

た
た
き
石

す
り
石

く
ぼ
み
石

扁
平
打
製
石
器

北
海
道
式
石
冠

砥
石

台
石

石
皿

レ
キ

加
工
痕
あ
る
礫

棒
状
礫

石
製
品

合

計

KH－４ ８３ １１ ２ ５ １０１

KP－８０ ２０ ２ ２２

KP－８１ ３９ ４ １ １ ６ ５１

KP－８２ １６ ５ ２ ４ ２７

KP－８３ １ １

KP－８５ ３ ８７ ５ １ ５ ２ ４ １ １ １ １１０

KP－８６ ５ ５

KP－８９ １７ １ １８

KP－９０ ６ ６

KP－９１ １３ １ ４ １ ５ ２４

KP－９２ ３８ １ ３９

KP－９３ ５ １ ２ ８

KP－９４ １１８ ２ ２ １ １２３

KP－９６ １ １

KP－９７ ２ ２

KP－９８ １ １ ２

KP－９９ ６ ６

KP－１００ ５４ １ １ ３ ４ １ ６４

KP－１０１ ８４ １ ４ ３ ９２

KP－１０２ ２ １ ３

KP－１０３ ２ ２

KP－１１０ １ １

KP－１１１ ５ １ １ ７

KP－１１２ ５ １ ６

KP－１１３ ３８ １ ２ ２ ４３

KP－１１４ １ １

KP－１１５ １ １

KP－１１６ ２ １ １ ４

KP－１１７ １ １ １ ３

KP－１１８ ２ １ ３

KP－１２０ ２ ２

KP－１２１ １８ １８

KP－１２２ １１ ４ １５

KP－１２３ ７ ７

KP－１２４ １２ １ １ １４

KP－１２５ １ １ ２

KP－１２６ ３ １ ３ ７

KP－１２８ １ １４０ ３ ２２ １ １６７

KP－１２９ ５ １ ６

KP－１３０ ５７ １１ ６８

KP－１３１ ５ ７ ４ １ １ １８

KP－１３２ ４ ４

KP－１３４ ５ ３ ８

KP－１３５ １１ １１

KP－１３６ ２ １ ３

KP－１３８ ６９ １ ５ ５ ８０

KP－１３９ １６６ ３ ２ ９ ６ １８６

KP－１４０ １ ２ ３２ ４ ３９

KP－１４２ ３２ １ ３３

KP－１４４ ８ ８

KP－１４５ ５ １ ６

KP－１４７ １ ７ ８

KP－１４８ １５ ２ １ １ １９

KP－１５０ １８ ６ ２４

KP－１５１ ５ ３５ １ １３ １ ２ １ ５８

KP－１５２ ２ ３ ４６ １５ ２ ６８

KP－１５３ ２ ２

KP－１５５ ７２ １７７ ３ ２０ ２７２

KP－１５６ ２４ ２４

KP－１５７ ４ ４

KP－１５８ ８ ２ １０

KP－１５９ １ １

KP－１６０ ９ １ １０

KP－１６２ ７６ １２３ １９９

KP－１６３ ６ １ ７

KP－１６６ ２ ３１ １ ４ １ ３９

KP－１６７ ４８ ２ ５０

KP－１７３ ６ ６

KP－１７４ ２ ２

KP－１７５ １ １

KP－１７７ ３ ３

KP－１７８ ２５ １ １ ２７

KP－１７９ ７ １ ８

KP－１８０ ２ ２

KP－１８１ ５ １ ６

KP－１８２ １ ２ ３

KP－１８３ １ １

KP－１８４ １ １

KP－１８６ ２ ２ ４

KP－１８７ ２ ２

KP－１８８ １５ １ ２ １８

KP－１９０ １１ １１

KP－１９１ １ １ １ ３

KP－１９２ １ １

KP－１９３ ４ １ ５

KP－１９５ ２ ２

KP－１９６ ３ ３８ ４ １ ４６

KP－１９７ ３５ ３５
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表�－４ 縄文時代遺構出土遺物一覧（２）

遺構・調査区
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石

石
斧

石
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片

た
た
き
石

す
り
石

く
ぼ
み
石

扁
平
打
製
石
器

北
海
道
式
石
冠

砥
石

台
石

石
皿

レ
キ

加
工
痕
あ
る
礫

棒
状
礫

石
製
品

合

計

KP－１９８ １５ １ ２ １８

KP－１９９ ３ ２ １ １ ７

KP－２００ １０ ３ ３ １６

KP－２０１ ２２ ２ ２１ ４５

KP－２０２ １ １ １ ３

KP－２０６ １２ １ ２ １５

KP－２０７ １７ １ １８

KP－２０８ １ １ ２

KP－２０９ ２４ ２４

KP－２１０ ２６ １ ７ ３４

KP－２１１ ３３ ４ ３７

KP－２１２ １ １

KP－２１３ ８ ２ １０

KP－２１４ ６５ ２ １０ １ １ １７ ９６

KP－２１５ ２２ ２２

KP－２１６ ６ ２ ８

KP－２１８ １ １

KP－２２１ ３ １ ４

KP－２２２ ２ ２

KP－２２３ ２ ２

KP－２２４ １６ ２ １８

KP－２２５ ３５ ４ ３９

KP－２２７ １８ １ １９

KP－２２９ ２ ２

KP－２３１ １ １

KP－２３２ １ １

KP－２３３ １３ ８ ２１

KP－２３４ １ １

KP－２３５ １１ １ ２ １４

KP－２３９ ２５ ４ ２９

KP－２４０ ５３ ２ ５５

KP－２４１ ５ ３ ８

KP－２４２ １ １ ２

KP－２４３ １ １

KP－２４４ ３ ３ ６

KP－２４５ １５ ２ ５ １ ２３

KP－２４６ ２７ １ ４ １ ３３

KP－２４７ ５５ ２ １ ３ ６１

KP－２４９ １３ １ ２ １６

KP－２５０ ９９ １ ８ ７ １１５

KP－２５１ ３ １ ４

KP－２５２ ６ ６

KP－２５３ ３７ １ ３８

KP－２５４ ７ ７

KP－２５５ １４ １ １５

KP－２５６ ４ ３ ７

KP－２５７ ３ １ ４

KP－２５８ １ １

KP－２５９ ２ １ １ ４

KP－２６０ ６ ６

KP－２６１ １３ ２ １５

KP－２６２ ９ ６ １ １６

KP－２６３ ４３ １ １ １ ４６

KP－２６４ １６ ３ １９

KP－２６５ １ １

KP－２６８ ３ ３

KP－２６９ ２ ２

KP－２７０ １３４ １ ２ １４ １ １５２

KP－２７１ ３１ １ ２７ ５９

KP－２７２ ２５ ２ ２７

KP－２７３ ３３ １ １ ３５

KP－２７４ １３ １ １ ２ ４ ２１

KP－２７５ １０ ２ １ １３

KP－２７８ １ ９ ４ １４

KP－２８１ １３ ２ １５

KP－２８２ ４ １ ５

KP－２８３ ４４ １ ４５

KP－２８４ ５ ５

KP－２８５ ３ ３

KP－２８６ ４ １ ５

KP－２８７ １ ３ １ ５

KP－２８９ ３ １ １ ５

KP－２９１ １ ３ ４

KF－５２ ５ １ ６

KF－５４ １９ １ ２０

KF－６７ １４ ３ １５ １ ３３

KF－７２ ７ １ ７ １ １６

KF－７５ ８ １ ９

KF－７７ ７ ７

KF－７８ １ １

KF－８３ １ １

KF－８８ １６ １ １７

KF－９３ ３ １ ４

KF－１０４ ６ ２ ８

KF－１０８ １ １

KF－１０９ ４ １１ １５

KS－３ １ ２ １１ １４
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�章 擦文時代の遺構と遺物

１ 概 要

検出した遺構は、竪穴住居跡２軒と集石２ヵ所である。出土した土器から、いずれも８世紀中葉の

ものと考えられる。住居跡は２軒とも、主柱穴が外に４本あるいわゆる「カリンバ型」と呼ばれるも

のである。竈は造りつけで、煙道はトンネル式である。南壁に設置されやや南西隅に寄っている。覆

土に多量の炭化物、焼土粒を含み、被熱し硬化した土が見られることから土葺きの屋根を持っていた

と考えられる。焼失住居である。床面に「すのこ」状や「ござ」状を呈する炭化材が出土している。

出土した遺物から２軒は同時に存在したものと推定している。放射性炭素年代測定では、２軒とも

１，２９０±４０yrBPの値を得た。

２ヵ所の集石は、KH－３の南側で検出され、これと関連するものと考えられる。 （村田）

（１） 竪穴住居跡

KH－２（図�－１～９、図版８９～１０２）
位置・立地：F・G・H－４８・４９ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：４．８０／４．２８×４．１６／３．９５×０．６３ｍ 平 面 形：方形

確認・調査：地表面で方形の凹みとして確認した。凹みの周囲に周堤状の盛り上がりが認められ、掘

上げ土が良好に残存することが予想されたため、凹みの周囲を含めて直交する土層観察用のセクショ

ンベルトを設定した。アイヌ文化期の遺構が存在する可能性があったので精査を行ったが、遺構は検

出されなかった。トレンチ調査を行い、平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判

断した。竈周辺の土壌をサンプリングし、フローテーション作業を行っている。また、床面から採取

した炭化材の年代測定と炭化樹種同定を行っている。

覆 土：上位は自然堆積層（覆土１～３層）で、下位は焼土粒、炭化物を大量に含む土が床面まで堆

積している。床面に住居の構造材と思われる炭化材の拡がりが認められた。焼失住居である。覆土中

に被熱し赤色硬化した土や焼土が見られることから、土葺きの屋根をもっていたと考えられる。

掘 上 げ 土：平面形は円形を呈し、竪穴を全周している。南東側が厚く、南西側が薄い。掘上げ土除

去後の�ｂ層上面では南東側が低くなっており、掘上げ土を竪穴の周囲に盛る際に、高さが同じにな
るよう調整したと考えられる。

床 ・ 壁：ほぼ平坦で、壁は急に立ち上がる。

付 属 遺 構：南側の壁やや西よりに灰白色粘土を用いた造り付けの竈がある。遺存状況は上から押し

潰されたような状態である。火床は浅い掘り込みがある。煙道はトンネル式で、天井部は�層・�層の
崩落が激しい。焚口と煙出し部分は竈の構築材と思われる白粘土で閉塞している。

南西隅の外側で、内傾するピットが確認できた。他の三隅は木根の撹乱で確認できなかったが、外

側に４本の柱穴をもつ竪穴と考えられる。南壁の外側で杭状の小ピットが３基検出された。掘上げ土の

上から打ち込まれており、出入り口に関連する施設の可能性がある。

遺物出土状況：北西の隅から口縁部が打ち欠かれた甕が一個体出土した。北東の隅から砥石と石皿が出

土した。南東の隅から杯が出土した。南西の隅から紡錘車が出土した。竈周辺から底部のみの甕の破

片が出土し、閉塞された煙道の中からは高杯の破片がまとまって出土している。縄文時代の遺構を壊
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図�－１ 竪穴住居跡 KH－２（１）
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図�－２ 竪穴住居跡 KH－２（２）
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図�－３ 竪穴住居跡 KH－２（３）
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図�－４ 竪穴住居跡 KH－２（４）
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図�－５ 竪穴住居跡 KH－２（５）
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して作られているため、覆土上位の流入土や掘上げ土からは、縄文時代晩期の土器片や石器が多く出

土した。

炭化材は北壁と西壁に「すのこ」状のまとまりが見られ、その上に「ござ」状の敷物が確認できた。

中央付近から放射状に出土したものは、屋根材の一部と考えられる。壁際で垂直に立っているものが

見られた。土留めの板かそれを留める杭と考えられる。炭化材の樹種同定では、使用された材は、す

べて「コナラ」を使用したものという結果が出ている。

時 期：出土した�群土器から、８世紀中葉と考えられる。
遺 物：土器 １～１３は�群土器。１は北西の壁際床面から出土した。口縁部の一部が打ち欠か
れている。口縁部は外反し、体部上位はやや張り出す。器面調整は口縁部がナデ、体部はハケメ後ヘ

ラミガキである。２は竈の周辺から出土した。口縁部が外反する。口縁部から頸部にかけて横走沈線

をもつ。器面調整は内外面ともハケメである。３・４は甕の底部破片。３は穿孔されている。いずれ

も竈の周辺から出土した。５は高杯。破片の一部が閉塞された煙道の中から出土した。外面の調整は

ヘラミガキとハケメである。内面はヘラミガキ後に黒色処理されている。６・７は杯。体部に段をも

つ。６は内面の底に十字状の刻みがある。内面は黒色処理が施されている。８・９は甕の口縁部破片。

１０は体部から頸部へかけての甕の破片。南東隅の床面から出土した。器面調整はヘラミガキである。

１１～１３は杯の口縁部破片。１２の内面は黒色処理が施されている。１４～４４は�群土器。大半が掘上げ土
からの出土である。元は KH－２の位置にあった縄文時代晩期の遺構または包含層の遺物と考えられ

る。１６～１７は縄線文が施されるもの。１４の口唇断面は丸型を呈する。１５・１６は同一個体。口縁部の縄

線文の下位に無文帯をもち、棒状工具による刺突列で区画される。口唇部の一部に刻みが加えられて

いる。１８～２１は口縁部直下に３条の沈線が廻り、刺突列で区画されている。１８と２０の刺突は棒状工具

で斜めに施文されている。２１はの口縁部はナデ調整で無文帯となる。２２・２３は波縄文が見られるもの。

２４は指頭によると思われる太い沈線の周りを刺突で埋めたもの。２６の口唇部の刻みは縄端圧痕のよる

もの。２８は突起部に沈線で三角形が描かれている。２９の口唇部は外側から縄圧痕、内側から棒状工具

による刻みが加えられている。３１の口唇部は外側から棒状工具、内側から縄圧痕による刻みが加えら

れている。３３・３５は縄線で弧状の文様が描かれている。３６の口唇部内面は竹管状工具による刺突列が

廻る。４０は口唇部の内外の両方から棒状工具による刻みが付けられている。４２の口唇断面は角型を呈

する。４３の口唇直下はなで調整によって無文部となっている。４４は縄文のみが施された浅鉢。口唇部

の内外の両方から棒状工具による刻みが付けられている。４５は大形の浅鉢。口縁部内面は括弧文と竹

管状工具による刺突列で文様が描かれている。括弧文の沈線部分は赤彩顔料が塗布されている。

石 器 等：４６～５２は掘上げ土またはトレンチ出土のもので、縄文時代の遺物と考えられる。５３～５６

は床面から出土し、炭化物やタール状のものが付着していることから、住居に伴うものと考えられる。

特に記載がない限り、剥片石器の石質は黒曜石である。４６・４７は石鏃。返しが明瞭なもの。４８は頁岩

製の石錐。４９は頁岩製のつまみ付きナイフ。尖頭部をもつもの。５０は石製品に分類した。２ヵ所に抉

りの加工が施されている。５１は泥岩製の石斧。全面研磨されている。５２は軽石製の砥石で、細い溝が

１ヵ所あるもの。５３は偏平礫の平坦面を利用したすり石。５４は石皿。割れ面に炭化物の付着が見られ

ることから、消失時にはすでに破損していたと考えられる。５５は敲打痕と凹みをもつもの。５６は土製

の紡錘車。側面はヘラケズリで仕上げられている。 （村田）
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図�－６ KH－２出土の遺物（１）
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図�－７ KH－２出土の遺物（２）
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図�－８ KH－２出土の遺物（３）
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図�－９ KH－２出土の遺物（４）
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KH－３（図�－１０～１８、図版１０３～１１４）
位置・立地：F G－５１・５２ 標高４５．８ｍ付近の平坦面。

規 模：５．４３／５．０７×４．８７×４．６１×０．８ｍ 平 面 形：方形に近い菱形

確認・調査：地表面で方形の凹みとして確認した。凹みの周囲に周堤状の盛り上がりが認められ、掘

上げ土が良好に残存することが予想されたため、凹みの周囲を含めて直交する土層観察用のセクショ

ンベルトを設定した。アイヌ文化期の遺構が存在する可能性があったので精査を行ったが、遺構は検

出されなかった。トレンチ調査を行い、平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判

断した。竈周辺の土壌をサンプリングし、フローテーション作業を行っている。また、床面から採取

した炭化材の年代測定と炭化樹種同定を行っている。

覆 土：焼土粒、炭化物を大量に含む土が床面まで堆積している。床面に住居の構造材と思われ

る炭化材の拡がりが認められた。焼失住居である。覆土中に被熱し赤色硬化した土や焼土が見られる

ことから、土葺きの屋根を持っていたと考えられる。

掘 上 げ 土：平面形を呈し、竪穴を全周しているが、北西側は斜面の崩落で失われている。

床 ・ 壁：ほぼ平坦で、壁は急に立ち上がる。

付 属 遺 構：南側の壁やや西よりに灰白色粘土を用いた造り付けの竈がある。遺存状況は上から押し

潰されたような状態である。火床は浅い掘り込みがある。煙道はトンネル式で、天井部は�層・�層
の崩落が激しい。焚口と煙出し部分は竈の構築材と思われる白粘土で閉塞している。

南東隅の外側で、内傾するピットを１基検出した。他の三隅は検出できなかったが、外側に４本の

柱穴をもつ竪穴と考えられる。煙出し穴の近くで杭跡と思われる小ピットを検出した。

遺物出土状況：西壁付近から甕が２個体まとまって出土した。中央付近から杯が出土した。

炭化材は中央付近から放射状に出土したものが見られ、屋根材の一部と考えられる。西壁に「すの

こ」状や「ござ」状のものが見られるが、依存状況は良くない。縄文時代の遺構を壊して作られてい

るため、覆土上位の流入土や掘上げ土からは、縄文時代晩期の土器片や石器が多く出土した。炭化材

の樹種同定では、使用された材は、すべて「コナラ」を使用したものという結果が出ている。

時 期：出土した�群土器から、８世紀中葉と考えられる。
遺 物：土器 １～１７は�群土器。１・３は西壁付近の床面から２個体まとまって出土した。１
は口縁部の一部が打ち欠かれている。口縁部は外反し、体部上位はやや張り出す。器面調整は口縁部

はナデ、体部はハケメ後ヘラミガキである。内面はナデとハケメの調整である。底部が穿孔されてい

る。２は１と同様の器形であるが、器面調整は内外面ともにハケメのみである。底部が穿孔されてい

る。３の器面調整は口縁部がナデ、摩滅してよくわからないが頸部から体部はハケメのみと思われる。

内面は口縁部から頸部がハケメ後ナデ調整である。４は掘上げ土と包含層出土のものが接合した。胴

部がやや短い甕である。器面調整は口縁部がナデ、体部はハケメ後ヘラミガキでよく磨かれている。

５は竈付近から出土した。６は自然堆積層の覆土１層から出土した。口縁部は外反し、胴部は斜めに

立ち上がる。口唇部に刻みが加えられ、沈線による弧状の文様が器面を廻る。佐藤和雄分類の�類に
相当する土器である。７・８は甕の底部。７は割れ面観察から意図的に切断した可能性がある。８は

底部が穿孔されている。７・８ともに器面調整は内外面ハケメである。９・１０は杯。９は体部に段を

もつ。器面調整は内外面ともにヘラミガキで段部はナデ調整である。底部は丸底気味である。中央付

近から出土した。１０は南側壁付近から出土した。小さな段をもつ。器面調整は内外面ヘラミガキであ

る。９・１０ともに内面黒色処理が施されている。１１～１３は甕の口縁部破片。ナデ調整が施されている。

１４は高杯の底部から脚部の破片。１５～１７は杯の口縁部破片。内面は黒色処理が施されている。１８～４１
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図�－１０ 竪穴住居跡 KH－３（１）
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図�－１１ 竪穴住居跡 KH－３（２）

８
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図�－１２ 竪穴住居跡 KH－３（３）
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図�－１３ 竪穴住居跡 KH－３（４）
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図�－１４ 竪穴住居跡 KH－３（５）
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図�－１５ KH－３出土の遺物（１）
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図�－１６ KH－３出土の遺物（２）
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図�－１７ KH－３出土の遺物（３）
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図�－１８ KH－３出土の遺物（４）
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は�群土器。大半が掘上げ土からの出土である。元は KH－３の位置にあった縄文時代晩期の遺構ま
たは包含層の遺物と考えられる。１８は横走する沈線と竹管状工具による刺突列で文様が描かれる深

鉢。１９aと１９bは同一個体。突起部の刺突列は山形を呈する。２０aと２０bは同一個体。口縁部直下に

指頭によると思われる太い沈線の周りを、竹管状工具による刺突列で埋めている。口唇部の刻みは棒

状工具によるもの。２２は沈線と刺突列で文様が描かれるもの。口縁部直下の沈線は指頭によると思わ

れる太いもの。２３・２４は同一個体の可能性がある。２５は壺形土器の肩部の破片。沈線で工字文が描か

れている。２６は数条の縄線が横走するもの。２８の突起には竹管状工具の刺突が加えられる。２９の口縁

部の内面に段がある。３０～４１は縄文のみが施されたもの。３０～３１の口唇部は縄圧痕と棒状工具による

刻みが加えられている。３４の口唇上には縄文によるものと縄圧痕によって縦と斜めに施文されてい

る。

石 器：４２～４５は石鏃。４３・４４はかえしが明瞭なもの。４６は尖頭部をもつスクレイパー。４７は直

線状の刃部をもつもの。４８はエンドスクレイパー。４９は砂岩製のたたき石で、全面にたたき痕が見ら

れる。 （村田）
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（２） 集 石

KS－４（図�－１９、図版１１５）
位置・立地：H－４７ 標高４６ｍ付近の平坦面。KH－３の南側。

規 模：０．４１×０．２９ｍ

確認・調査：�層を５�程掘り下げたところで、棒状礫が２０個まとまって出土した。KS－５のもの
に比べて扁平なものが多い。

時 期：周辺の遺構および出土遺物から、KH－３とほぼ同時期で８世紀中葉と考えられる。（村田）

KS－５（図�－１９、図版１１５）
位置・立地：H－４７ 標高４６ｍ付近の平坦面。KH－３の南側。

規 模：０．６４×０．５５ｍ

確認・調査：�層を５�程掘り下げたところで、棒状礫が４２個まとまって出土した。KS－４のもの
に比べて棒状なものが多い。

時 期：周辺の遺構および出土遺物から、KH－３とほぼ同時期で８世紀中葉と考えられる。（村田）

図�－１９ 集石 KS－４・５
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２ 包含層出土の遺物

（１） 土 器（図２０・２１、図版１１６・１１７）

KH－３の南東側からの出土が多い。KS－４・５や遺物の分布から平坦面の南東側に活動の主体が

あったと考えられる。

１は KH－２の北東側の掘上げ土直下から、伏せられた状態で出土した。頸部から上を欠損してい

るが、断面の観察から意図的に切断されたものと考えられる。器面調整はハケメのみである。２は体

部に段をもち、平底気味の底部となる。３～１１、１３、１４は甕の口縁部破片。器面調整はナデである。

１２、１５a、１５b、１７、１８は甕の頸部破片。１５a・１５bはハケメ調整のみのもの。１６は底部。１９～２６は杯

の口縁部破片。２０・２１・２５の内面は黒色処理が施されている。

（２） 金属製品

A地区の�層から３点出土した。H－４７区から鉄鍋の破片１点、H－５１区から一文字湯口をもつ鉄
鍋の底部破片が１点、G－５０区から刀子片が１点出土した。

立田が取りまとめ、第１調査部第１調査課田口 尚が保存処理を行った。図・写真の掲載は平成１８

年度以降の報告となる。 （村田）

図�－２０ 包含層出土�群土器分布図
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図�－２１ 包含層出土の�群土器
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表�－２ 擦文時代遺構出土掲載土器一覧（１）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数
取り上げ
番号

分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－６ １ 図版９７ KH－２ 床 １ ４７ � 甕 口～底 口縁部打ち欠き 復元２４

図�－６ ２ 図版９７ KH－２ 床 １ ４９ � 甕 口～底 口縁部～頸部に横走沈線 復元１

KH－２ 床 １ ６４ 器面調整：内外面ハケメ

KH－２ 床 １ ７４
KH－２ 床 １ ７５

KH－２ 床 ３ ７６

KH－２ 床 １ ８１
KH－２ 床 ６ ８３

未注記 １

図�－６ ３ 図版９７ KH－２ 床 ４ ７２ � 甕 底 底部穿孔 復元２
KH－２ 床 ４ ７４ 器面調整：ハケメ後ヘラミガキ

KH－２ 床 １ ８３

G－５０ � ２
G－５１ �ｂ １

N－４３ � １

未注記 ２

図�－６ ４ 図版９７ KH－２ 床 １ ７２ � 甕 底 器面調整：ハケメ 復元２２
KH－２ 床 １ ８０

KH－２ 床 １ ８５

G－５０ � １
G－５１ �ｂ １

図�－６ ５ 図版９８ KH－２ カマド ２２ ８７ � 高杯 口～底 脚部欠損 復元１０

KH－２ 床 １ ８４ 器面調整：ヘラミガキ ハケメ
図�－６ ６ 図版９８ KH－２ 床 ６ ５０ � 杯 口～底 内面黒色処理 復元１４

KH－２ 床 ２ ５２ 器面調整：ヘラミガキ

KH－２ カマド １ ８９
図�－６ ７ 図版９８ KH－２ 床 １ ６６ � 杯 口～底 器面調整：ヘラミガキ＋ナデ？ 復元２１

KH－２ 床 １ ６８

KH－２ 床 １ ７１

KH－２ 床 １ ８１
図�－７ ８ 図版９９ KH－２ 掘り上げ土 １ � 甕 口縁 拓本５

G－５０ � １

図�－７ ９ 図版９９ KH－２ 床 １ ８３ � 甕 口縁 拓本２
図�－７ １０ 図版９９ KH－２ 床 ２ ５２ � 甕 頸～胴 器面調整：ヘラミガキ 拓本６

図�－７ １１ 図版９９ KH－２ 覆土２ １ � 杯 口縁 拓本４

図�－７ １２ 図版９９ KH－２ 床 １ ６８ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本３
図�－７ １３ 図版９９ KH－２ 床 １ ８４ � 杯 口縁 拓本１

図�－７ １４ 図版９９ KH－２ 覆土１ ６ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文 拓本６１

E－５１ �ｂ １
図�－７ １５ 図版９９ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文 拓本５８

E－５２ �ｂ １ １６と同一個体

E－５３ �ｂ １
F－５２ � １

図�－７ １６ 図版９９ KH－２ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文 拓本５８

KH－２ 覆土２ １ １５と同一個体

KH－２ 掘り上げ土 １
図�－７ １７ 図版９９ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文 拓本３６

表�－１擦文時代遺構規模一覧

遺構名 地
区 位置

規模（ｍ）

平面形 竈の方向 確認面 覆土 床面
壁の立ち上

がり
遺物出土状況 時 期 備 考 調査者長軸 短軸

深さ
確認面／床面 確認面／床面

竪穴住居跡（KH）

KH－２ A F G H－４８・４９ ４．８０／４．２８ ４．１６／３．９５ ０．６３ 方形 N－３３°－E �層上面の凹み
被熱硬化屋
根土 平坦 急

床面から甕、紡
錘車、砥石 煙
道から高杯

８C中頃（佐藤和
雄分類の�類）

焼失住居、煙道トン
ネル、炭化材 村田

KH－３ A F G－５１・５２ ５．４３／５．０７ ４．８７／４．６１ ０．８０ 方形 N－１３°－E
（長軸は－９０°W)

�層上面の
凹み

被熱硬化屋
根土 平坦 急

床面から甕、杯 ８C中頃（佐藤和
雄分類の�類）

焼失住居、煙道トン
ネル、炭化材 村田

集石(KS)

KS－４ A H－４７ ０．４１ ０．２９ �層上位 棒状礫２０個 KH－３とほぼ同じ 村田

KS－５ A H－４７ ０．６４ ０．５５ �層上位 棒状礫４２個 KH－３とほぼ同じ 村田
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表�－２ 擦文時代遺構出土掲載土器一覧（２）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数
取り上げ
番号

分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－７ １８ 図版９９ KH－２ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文＋刺突列 拓本６０

KH－２ 掘り上げ土 ２

F－５２ �ｂ １

図�－７ １９ 図版１００ F－５１ � ２ �ｃ 深鉢 口縁 太い沈線 拓本６２
G－５１ � １

図�－７ ２０ 図版１００ KH－２ 覆土 １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線文＋刺突列 拓本４０

図�－７ ２１ 図版１００ KH－２ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 口縁部ナデ調整 拓本４３
図�－７ ２２ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５３

図�－７ ２３ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４５

図�－７ ２４ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 太沈線＋刺突 拓本４４
図�－７ ２５ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本５４

F－５１ �ｂ １

図�－７ ２６ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 ４ �ｃ 深鉢 口縁 口唇部刻み縄端圧痕 拓本５７
図�－７ ２７ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５９

図�－７ ２８ 図版１００ KH－２ 覆土１ ２ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５５

図�－７ ２９ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５６

図�－７ ３０ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５１
図�－７ ３１ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本５２

図�－７ ３２ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 ２ �ｃ 深鉢 口縁 拓本３８

図�－７ ３３ 図版１００ KH－２ 床 １ ２４ �ｃ 浅鉢 口縁 弧状の縄線 拓本６３
KH－２ 掘り上げ土 １

図�－７ ３４ 図版１００ KH－２ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁

図�－８ ３５ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４８
図�－８ ３６ 図版１００ KH－２ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４１

図�－８ ３７ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本３７

図�－８ ３８ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４２
図�－８ ３９ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本３５

図�－８ ４０ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本３９

図�－８ ４１ 図版１００ KH－２ 覆土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４９

図�－８ ４２ 図版１００ KH－２ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本４６
図�－８ ４３ 図版１００ KH－２ 覆土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本５０

図�－８ ４４ 図版１０１ KH－２ 掘り上げ土 ２ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本６４

F－５１ �ｂ ４
図�－８ ４５ 図版１０１ G－５１ � １２ �ｃ 浅鉢 口縁 口縁部内面括弧文赤彩顔料塗布 拓本１６５

図�－１５ １ 図版１０９ KH－３ ５５ ３０２ � 甕 口～底 口縁部打ち欠き
底部穿孔
器面調整：口縁部ナデ 頸部ハケメ
体部ハケメ＋ヘラミガキ
内面ナデ ハケメ

復元８

KH－３ 覆土２ １２ １４７
KH－３ 覆土２ ２ １４８

KH－３ 覆土５ ３

図�－１５ ２ 図版１０９ KH－３ 掘り上げ土 ７ � 甕 口～底 底部穿孔 復元１１
KH－３ 覆土１ １ 器面調整：内外面ハケメ

H－４９ � ８２

H－４９ �ａ １
図�－１５ ３ 図版１０９ KH－３ １ ３０１ � 甕 口～底 器面調整：口縁部ナデ 体部ハケ 復元６

KH－３ ４２ ３０２ メ

KH－３ １ ３０４

KH－３ 覆土 １
KH－３ 覆土２ １２

図�－１５ ４ 図版１１０ KH－３ 掘り上げ土 ３ � 甕 口～底 器面調整：口縁部ナデ 体部ハケ 復元２３

H－４９ � ３０ メ後ヘラミガキ
H－４９ �ａ ２

図�－１６ ５ 図版１１０ KH－３ 覆土２ １ １７０ � 甕 口～胴 器面調整：口縁部ナデ 体部ハケ 復元７

KH－３ １ １７１ メ内面ハケメ
H－４９ � ３９

H－５０ � ４

図�－１６ ６ 図版１１０ KH－３ １ １２６ � 甕 口～底 口唇部に刻み沈線による弧状 復元４
KH－３ １ １２９ 器面調整：口縁部ナデ 体部ハケ

KH－３ １ １３０ メ後ヘラミガキ

KH－３ 覆土１ １０ 佐藤和雄分類の�類
KH－３ トレンチB ３

�章 擦文時代の遺構と遺物
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表�－２ 擦文時代遺構出土掲載土器一覧（３）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数
取り上げ
番号

分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－１６ ７ 図版１１０ KH－３ 覆土 １ １０ � 甕 底 器面調整：内外面ハケメ 復元３
KH－３ ２ ９４ 意図的に切断？
KH－３ １ １０３
KH－３ 覆土２ １ １７０
KH－３ 覆土２ １ １７２
H－４７ � ２

図�－１６ ８ 図版１１０ KH－３ 掘上げ土 ２７ � 甕 底 底面に沈線文 復元１９
図�－１６ ９ 図版１１１ KH－３ ３ ３０１ � 杯 口～底 体部に段内面黒色処理丸底 復元９
図�－１６１０ 図版１１１ KH－３ ４ １００ � 杯 口～底 体部に段内面黒色処理平底 復元５

KH－３ ２ １０１
KH－３ １ １０２
KH－３ １ １０４
KH－３ １ １２０
KH－３ １ １２０

図�－１６１１a 図版１１１ I－４９ � １ � 甕 口縁 拓本１１
J－４７ � ３

図�－１６１１b 図版１１１ KH－３ 覆土１ １ � 甕 口縁 拓本１１
図�－１６１２ 図版１１１ KH－３ １ １２４ � 甕 口縁 拓本８
図�－１６１３ 図版１１１ KH－３ １ ８８ � 甕 口縁 拓本９

KH－３ １ １１２
KH－３ 覆土２ １ １８０

図�－１６１４ 図版１１１ KH－３ １ １１３ � 高杯 底～脚 器面調整：ハケメ 拓本１２
図�－１６１５ 図版１１１ KH－３ 覆土１ ２ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本１０

G－５０ �ａ １
図�－１６１６ 図版１１１ KH－３ １ １２５ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本１３

KH－３ １ １２８
図�－１６１７ 図版１１１ KH－３ 覆土１ １ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本７

KH－３ １ １１８
図�－１７１８ 図版１１２ KH－３ トレンチB １ �ｃ 深鉢 口縁 ３条の沈線＋竹管状工具による刺

突

拓本８３
KP－１７９ 覆土１ ２
G－４７ � ４

図�－１７１９a 図版１１２ KH－３ 掘り上げ土 ３ �ｃ 深鉢 口縁 突起部の刺突列山形 拓本８７
F－４９ �ａ １
G－４８ � ２

図�－１７１９b 図版１１２ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８７
G－４９ � ２
G－４９ �ｂ １

図�－１７２０a 図版１１２ KP－２７１ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 指頭による太い沈線 拓本８６
G－４９ �ｂ ２
G－５０ � １

図�－１７２０b 図版１１２ KH－３ トレンチD ３ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８６
G－４９ �ｂ １

図�－１７２１ 図版１１２ G－４９ � ５ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８４
図�－１７２２ 図版１１２ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 指頭による太い沈線 拓本８８

KH－３ トレンチD １
G－４９ �ｂ ６
G－５１ � １
G－５１ �ｂ １

図�－１８２３ 図版１１３ KH－３ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８５
H－４８ � ７

図�－１８２４ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８０
H－４８ � １
H－４８ �ｂ ３

図�－１８２５ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 壺 肩 工字文 拓本８２
KH－３ １ ３１８
KH－３ 覆土１ １
KH－３ 覆土２ １ ２４６
H－４８ � １

図�－１８２６ 図版１１３ KH－３ 覆土１ １ �ｃ 深鉢 口縁 縄線 拓本７８

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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表�－２ 擦文時代遺構出土掲載土器一覧（４）

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数
取り上げ
番号

分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－１８２７ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７９

図�－１８２８ 図版１１３ KH－３ 覆土２ １ �ｃ 深鉢 口縁 内面に沈線 拓本７３

図�－１８２９ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７６

図�－１８３０ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 口唇上に撚糸圧痕と刻み 拓本６９
図�－１８３１ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本６７

図�－１８３２ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７５

図�－１８３３ 図版１１３ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７４
図�－１８３４ 図版１１４ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 内面に１条の縄線が廻る 拓本６６

図�－１８３５ 図版１１４ KH－３ 覆土１ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本７０

図�－１８３６ 図版１１４ KH－３ 覆土２ １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本６８
図�－１８３７ 図版１１４ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７１

図�－１８３８ 図版１１４ KH－３ 覆土１ ２ �ｃ 深鉢 口縁 拓本８１

図�－１８３９ 図版１１４ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 浅鉢 口縁 拓本６５
図�－１８４０ 図版１１４ KH－３ 覆土２ １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７７

図�－１８４１ 図版１１４ KH－３ 掘り上げ土 １ �ｃ 深鉢 口縁 拓本７２

表�－３ 擦文時代遺構出土掲載石器等一覧

図番号
掲載
番号

図版
番号

器種名 遺構名 出土層位
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（ｇ）

石質
取り上
げ番号

備 考

図�－９ ４６ 図版１０２ 石鏃 KH－２ 掘上げ土 （２．８） １．４ ０．２ ０．７ obs．
図�－９ ４７ 図版１０２ 石鏃 KH－２ トレンチ ３．１ ０．９ ０．２５ ０．５ obs． ２３
図�－９ ４８ 図版１０２ 石錐 KH－２ 掘上げ土 ２．４５ １．０ ０．５ １．１ 頁岩
図�－９ ４９ 図版１０２ つまみ付ナイフ KH－２ トレンチ ６．３ ３．１ ０．７ ８．４ 頁岩
図�－９ ５０ 図版１０２ 石製品 KH－２ 掘上げ土 ４．２ １．５ ０．６ ２．５ obs．
図�－９ ５１ 図版１０２ 石斧 KH－２ 掘上げ土 （５．０） ３．９ （１．４）（３６．７） 泥岩
図�－９ ５２ 図版１０２ 砥石 KH－２ 掘上げ土 （８．５）（３．８）（２．３）（３８．２） 軽石
図�－９ ５３ 図版１０２ すり石 KH－２ 床面 １６．１ １０．８ ５．１ １３２０ 安山岩 ４４ 炭化物付着
図�－９ ５４ 図版１０２ 石皿 KH－２ 床面 １６．０ １３．７ ４．０ １１６６ 安山岩 ４６ 炭化物付着
図�－９ ５５ 図版１０２ 台石 KH－２ 床面 ２９．７ ２０．９ ８．５ ７８００ 安山岩 ４５ 炭化物付着
図�－９ ５６ 図版９７ 紡錘車 KH－２ 床面 ５．３ ５．３ ２．９５ ７５．６ 土製品
図�－１８ ４２ 図版１１４ 石鏃 KH－３ 掘上げ土 ２．０５ １．１ ０．２ ０．４ obs．
図�－１８ ４３ 図版１１４ 石鏃 KH－３ 覆土２ ２．５５ １．１５ ０．２５ ０．５ obs． ２２３
図�－１８ ４４ 図版１１４ 石鏃 KH－３ 掘上げ土 ２．７ １．０ ０．３ ０．５ obs．
図�－１８ ４５ 図版１１４ 石鏃 KH－３ 掘上げ土 ３．８ １．６ ０．６ ３．０ obs．
図�－１８ ４６ 図版１１４ スクレイパー KH－３ 掘上げ土 （４．０）（１．３５）（０．６５）（４．４） obs． ３００
図�－１８ ４７ 図版１１４ スクレイパー KH－３ 掘上げ土 ５．６ ２．５ １．１５ １３．３ obs． ３
図�－１８ ４８ 図版１１４ スクレイパー KH－３ 掘上げ土 ３．０ ３．０５ １．０ ８．９ obs．
図�－１８ ４９ 図版１１４ たたき石 KH－３ トレンチ ４．７ ４．６ ４．３ １４６．１ 砂岩

表�－４ 擦文時代遺構出土遺物一覧
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KH－２ ２１ ３ ２１２１４ １０７ １ ７ １ ２ ２９ ９ ２０４ １ ２ １ １ １ １ ２ ３９ ２ １ １ １ １６５３

KH－３ ２９ １９８８ １９７ ９ １ １６ １６ ２０７ ４ ７５ １ １ ２５４４

KS－４ ２ ２０ ２２

KS－５ ２１ １ ４２ ６４
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表�－５ 包含層出土�群掲載土器一覧

挿図番号
掲載
番号

写真
図版

遺構／
（発掘区）

層位 点数 分類 器種 部位 文様等の特徴
復元・拓本
番号

図�－２１ １ 図版１１６ F－５３ �ｂ １ � 甕 胴～底 器面調整：ハケメ 復元２５

図�－２１ ２ 図版１１６ K－４７ � １１ � 杯 口～底 器面調整：ヘラミガキ 復元１８
未注記 １ 体部に段 平底

図�－２１ ３ 図版１１６ G－５５ � １ � 甕 口縁 拓本１４

図�－２１ ４ 図版１１６ G－４８ �ａ １ � 甕 口縁 拓本１５
図�－２１ ５ 図版１１６ H－４９ � ４ � 甕 口縁 拓本３３

図�－２１ ６ 図版１１６ H－４９ � ２ � 甕 口縁 拓本２０

図�－２１ ７ 図版１１６ H－４８ � １ � 甕 口縁 拓本３２

H－４９ � ３
図�－２１ ８ 図版１１６ H－４８ � １ � 甕 口縁 拓本１７

図�－２１ ９ 図版１１６ I－４７ � １ � 甕 口縁 拓本１６

図�－２１ １０ 図版１１６ H－４９ � ２ � 甕 口縁 拓本２１
図�－２１ １１ 図版１１６ H－４９ � ２ � 甕 口縁 拓本２１

図�－２１ １２ 図版１１７ H－４８ � １ � 甕 胴 拓本３２

H－４９ � ９
図�－２１ １３ 図版１１７ H－４９ � １ � 甕 口縁 拓本１９

図�－２１ １４ 図版１１７ F－５３ �ｂ １ � 甕 口縁 拓本１８

図�－２１ １５a 図版１１７ H－４９ � ２ � 甕 胴 器面調整：ハケメ 拓本３０
I－５０ � １

図�－２１ １５b 図版１１７ H－４９ � ２ � 甕 胴 拓本３０

図�－２１ １６ 図版１１７ H－４９ � １ � 甕 底 拓本３１
図�－２１ １７ 図版１１７ G－５５ � ３ � 甕 胴 拓本３４

図�－２１ １８ 図版１１７ G－５５ � ２ � 甕 胴 拓本３４

図�－２１ １９ 図版１１７ J－４７ � １ � 杯 口縁 拓本２６

図�－２１ ２０ 図版１１７ I－４６ � １ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本２２
図�－２１ ２１ 図版１１７ I－４７ � １ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本２９

図�－２１ ２２ 図版１１７ H－４７ � １ � 杯 口縁 拓本２７

図�－２１ ２３ 図版１１７ H－４９ � １ � 杯 口縁 拓本２８
図�－２１ ２４ 図版１１７ H－４６ � １ � 杯 口縁 拓本２３

図�－２１ ２５ 図版１１７ H－４７ � １ � 杯 口縁 内面黒色処理 拓本２５

図�－２１ ２６ 図版１１７ I－４７ � １ � 杯 口縁 拓本２４
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� 自然科学的分析

１ 放射性炭素年代測定

�北海道埋蔵文化財センターより�加速器分析研究所へ、下記の試料の年代測定を委託した。結果
は次ページ以降に掲載した。 （村田）

図�－１ 放射性年代測定試料採取位置図

表�－１ 放射性炭素年代測定分析試料一覧

試料番号 試料種類 測定法 採取地点 採取層位 取上番号 推定時期 重量 備考

KA－１ 炭化材 AMS KH－２ 床面 ９ １２００yBP １５．６ｇ スノコ状？

KA－２ 炭化材 AMS KH－３ 床面 ４ １２００yBP １５．８ｇ 土留め板？

� 自然科学的分析
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２ 炭化樹種同定

�北海道埋蔵文化財センターより�パレオ・ラボへ、下記の試料の樹種同定を依頼した。結果は次
ページ以降に掲載した。 （村田）

図�－２ 炭化樹種同定試料採取位置図

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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恵庭市柏木川４遺跡竪穴住居跡出土炭化材の樹種同定

株式会社パレオ・ラボ 植田弥生

１．はじめに

ここでは、擦文時代の竪穴住居跡２軒(KH－２、KH－３）から出土した炭化材の樹種同定結果を

報告する。

２軒は、出土考古遺物から８世紀中ごろに比定されている。住居跡の床面から出土した炭化材は、

すのこ状のものや、柱、立杭、屋根材などの構築材である。住居構築材にはどのような樹種の材を選

択利用していたのかを明らかにする目的で、樹種調査は実施された。

２．試料と方法

炭化材の保存状態は良好であったため、取り上げられた一部破片ではあるが、木取りや破片に含ま

れる年輪数を記録した。

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、管孔配列が特徴的で実体顕微鏡

下の観察で同定可能な分類群については、この段階で同定した。それ以外の試料は、材の３方向（横

断面・接線断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査

電子顕微鏡用の試料は、３断面を５�角以下の大きさに整え、直径１�の真鍮製試料台に両面テ－プ
で固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子�製 JSM-T１００型）

で観察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、�北海道埋蔵文化財センターに保管されている。

３．結果

同定結果の一覧を、表１に示した。

KH－２の１０試料と KH－３の１０試料は、すべてブナ科のコナラ属コナラ亜属コナラ節であった。

KH－３の試料１３は太い柱？で、試料は半径６�以上のみかん割りの形状をなしていた。従って、
みかん割りで利用していたか、芯持ち丸木で利用していたが炭化後に割れてみかん割りの形状で残っ

た可能性も考えられる。KH－３の試料１１は西壁際の立杭？で、炭化材の観察からは角材のようであ

った。それ以外の試料は、柾目分割や柾目板状と推測される破片であった。KH－２の試料２には、

樹皮が認められた。

炭化材の年輪は、１年輪が１�前後で年輪幅が非常に狭いぬか目材が、ほとんどであった。破片に
含まれる年輪数は、５０年輪前後あるものが多く、KH－３の試料１３と試料２０は７５年輪が数えられた。

以下に同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材組織写真を提示する。

コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen．Quercus sect．Prinus ブナ科 図版１

１a－１c（試料２） ２a（試料１） ３a（試料１２） ４a（試料１３） ５a（試料１７）

年輪の始めに大型の管孔が１～２層配列し、その後は急の径を減じて薄壁で多角形の非常に小型の

管孔が火炎状・放射状に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にチロ－

スがある。放射組織は単列のものと細胞幅が非常に広い複合状のものがある。

� 自然科学的分析
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コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。

４．まとめ

８世紀中ごろの擦文時代の竪穴住居跡２軒(KH－２、KH－３）から出土したすのこ状のものや、

柱、立杭、屋根材などの２０試料を調査した結果、すべてがコナラ節であった。従ってこの２軒は主に

コナラ節の材を利用して構築されていたと考えられる。炭化材の横断面で数えた年輪数は５０年輪前後

やそれ以上のものが多いことから、伐採した木はかなり樹齢が多い木であったと推測される。そして、

その材を製材加工して利用していたことも確認された。すのこ状や井桁状の材も芯持ち丸木を組んで

いたのではなく、製材した分割材を利用していた。

擦文時代前期の住居跡である恵庭市の中島松５遺跡と柏木川１１遺跡では、トネリコ属が優占しその

ほかにも複数種類の落葉広葉樹が出土している（山田、１９９３）。当遺跡ではコナラ節が優占的に利用

されていたが、地域内では特異的な事例なのか、コナラ節が主体の住居跡も多いのかは、情報をあま

りしらないので判断できなかった。

引用文献

山田昌久（１９９３）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史、植

生史研究 特別第１号

恵庭市柏木川４遺跡出土炭化樹種同定結果

試料番号 遺構名 採取層位 取り上げ
No． 樹種 木取りなど 横断面形状

放射径×接線径（�）
炭化材の
年 輪 数 出土状況

１ KH－２（擦文住居） 床面 ２ コナラ節 柾目 分割
斜め切削痕あり ６．０×４．０ ６０�で５０年輪 西壁際 立杭？

２ KH－２（擦文住居） 床面 ８ コナラ節 柾目 分割
樹皮あり ２．５×１．５ ２５�で５１年輪 北壁 スノコ状

３ KH－２（擦文住居） 床面 １６ コナラ節 柾目 分割 ６．０×４．０ ３５�で４０年輪 北壁 スノコ状 天板

４ KH－２（擦文住居） 床面 １９ コナラ節 小破片 ぬか目 北壁 スノコ状

５ KH－２（擦文住居） 床面 ２０ コナラ節 柾目 分割 ３．５×２．５ ３５�で５５年輪 北壁 スノコ状 天板

６ KH－２（擦文住居） 床面 ２３ コナラ節 柾目 分割 ３．０×２．０ ぬか目 東壁 屋根材？

７ KH－２（擦文住居） 床面 ２９ コナラ節 柾目 分割 ３．５×１．５ ２４�で４１年輪 カマド横 カマド関連？

８ KH－２（擦文住居） 床面 ３３ コナラ節 柾目 板状 ６．０×２．５ ５８�で５１年輪 西壁 屋根材？スノコ、敷物より上位

９ KH－２（擦文住居） 床面 ３７ コナラ節 柾目 板状 ４．０×２．０ ３５�で４５年輪 西壁際 立杭？

１０ KH－２（擦文住居） 床面 ３９ コナラ節 柾目 板状 ４．７×１．５ ４６�で５６年輪 西壁 スノコ状 屋根材？敷物より下位

１１ KH－３（擦文住居） 床面 １ コナラ節 柾目 角材 ３．０×２．０ ２６�で４３年輪 西壁際 立杭？

１２ KH－３（擦文住居） 床面 ６ コナラ節 柾目 板状 ４．５×２．３ ４５�で５４年輪 カマド横 カマド関連？

１３ KH－３（擦文住居） 床面 ９ コナラ節 みかん割り ６．０×６．５ ６０�で５０年輪以上 西壁 太い 柱？

１４ KH－３（擦文住居） 床面 １０ コナラ節 柾目 板状 ４．０×２．０ ３８�で３９年輪 北西角 屋根材？

１５ KH－３（擦文住居） 床面 １３ コナラ節 柾目 板状 ５．５×３．０ ５５�で７５年輪 やや中央より 板状のもの

１６ KH－３（擦文住居） 床面 １４ コナラ節 柾目 板状 ２．０×０．８ ２０�で３６年輪 やや中央より 井桁状

１７ KH－３（擦文住居） 床面 １５ コナラ節 柾目 板状 ２．２×０．５ ２２�で３８年輪 やや中央より 井桁状

１８ KH－３（擦文住居） 床面 ２４ コナラ節 柾目 １．４×０．７ １４�で１０年輪 東壁 屋根材？

１９ KH－３（擦文住居） 床面 ２８ コナラ節 柾目 板状 ３．５×２．０ ２５�で４５年輪 東壁 屋根材？or 土留板？

２０ KH－３（擦文住居） 床面 ２９ コナラ節 柾目 板状 ４．０×２．０ ４０�で７５年輪 東壁 屋根材？or 土留板？

柏木川4遺跡（2）－A C地区－
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図版１ 柏木川４遺跡竪穴住居跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真

１a－１c：コナラ節（試料２） ２a：コナラ節（試料１） ３a：コナラ節（試料１２）

４a：コナラ節（試料１３） ５a：コナラ節（試料１７）

a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

� 自然科学的分析
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３ 炭化種実同定

�北海道埋蔵文化財センターより�パレオ・ラボへ、下記の試料の炭化種実同定を依頼した。結果
は以下に掲載した。 （村田）

柏木川４遺跡から出土した炭化種実

株式会社パレオ・ラボ 新山雅広

１．はじめに

恵庭市に所在する柏木川４遺跡の擦文住居から出土した炭化種実を検討し、利用植物の推定を試み

た。

２．試料と方法

炭化種実の検討は、擦文住居の KH－２および KH－３から出土したものについて行った(No．１～

１０）。検討したのは、２．００�(No．１、３、５、７、９）および０．４２５�目(No．２、４、６、８、１０）
の篩を用いてフローテーションを行った結果回収された浮遊物試料である。試料の詳細は、以下の通

りである。

KH－２：採取された場所（採取量、試料No．）は、カマド（１．５l、No．１、２）、カマド焚口（７．０

l、No．３、４）、カマド火床（試料７．５l、No．５、６）である。回収された浮遊物は、No．１は６．４

ｇ、No．２は５１．１ｇ、No．３は４２．６ｇ、No．４は１６．５ｇ、No．５は１０．１ｇ、No．６は９．９ｇである。

KH－３：採取された場所（採取量、試料No．）は、カマド焚口（６．５l、No．７、８）、カマド火

床（６．０l、No．９、１０）である。回収された浮遊物は、No．７は２．４ｇ、No．８は１２．８ｇ、No．９は、

９．５ｇ、No．１０は１１．７ｇである。

上記浮遊物試料を実体顕微鏡下で検鏡し、炭化種実などを拾い上げ、同定・計数を行った。

３．出土した炭化種実

全試料で同定された分類群は、木本がキイチゴ属の１分類群、草本がキビ、アワ、タデ科の３分類

群であり、他に菌核も得られた。以下に、各住居の炭化種実を記載する。

KH－２：キイチゴ属、キビ、菌核が少量得られた。カマドからはNo．２でキイチゴ属、菌核、カ

マド焚口からはNo．３でキビ、カマド火床からはNo．６でキビ、菌核が得られた。

KH－３：キビ、アワ、タデ科、菌核が少量得られた。カマド焚口からはNo．７、８共にキビ、ア

ワが得られ、No．８では菌核も得られた。カマド火床からはNo．１０でタデ科が得られた。

４．形態記載

（１） キイチゴ属 Rubus 炭化核

長さ１．５�、幅０．５�程度の歪んだ楕円形ないし腎形。断面は両凸レンズ形。表面には網目紋が散在
する。
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図版１ 出土した炭化種実（スケールは１�）
１．キイチゴ属、炭化核、No．２ ２．キビ、炭化胚乳、No．３ ３．キビ、炭化胚乳、No．６ ４．

キビ、炭化胚乳、No．７ ５、６．キビ、炭化胚乳、No．８ ７．アワ、炭化胚乳、No．７ ８．ア

ワ、炭化胚乳、No．８ ９．タデ科、炭化果実、No．１０ １０．菌核、No．２ １１．菌核、No．６

炭化種実出土一覧表 数字は個数を示す

遺構名 KH－２（擦文住居） KH－３（擦文住居）

採取場所 カマド カマド焚口 カマド火床 カマド焚口 カマド火床

サンプル量（ｌ） １．５ ７．０ ７．５ ６．５ ６．０

篩目 ２．００� ０．４２５� ２．００� ０．４２５� ２．００� ０．４２５� ２．００� ０．４２５� ２．００� ０．４２５�
浮遊物（ｇ） ６．４ ５１．１ ４２．６ １６．５ １０．１ ９．９ ２２．４ １２．８ ９．５ １１．７

分類群・部位 試料 No．１ No．２ No．３ No．４ No．５ No．６ No．７ No．８ No．９ No．１０

キイチゴ属 炭化核 １

キビ 炭化胚乳 １ ３ １ ２

アワ 炭化胚乳 １ ３

タデ科 炭化果実 １

菌核 １ ２ １
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（２） キビ Panicum miliaceum Linn．炭化胚乳

側面観は卵円形、断面は厚みがある。胚は幅が広く、長さは胚乳の長さの�程度。腹面下端中央に
うちわ型の臍がある。長さ１．６～２．０�、幅１．８～２．１�程度。
（３） アワ Setaria italica Beauv． 炭化胚乳

側面観は円形ないし卵円形。小さい割に厚みがある。胚の長さは胚乳の長さの�程度。腹面下端中
央の窪んだ位置に、本来は細長い楕円形の小さな臍があるが、明瞭に確認できるものはない。長さ１．０

～１．２�、幅１．１～１．３�程度。なお、No．７は腹面に穎が少し付着していた。
（４） タデ科 Polygonaceae 炭化果実

三稜形で表面は平滑。先端は少し欠損し、残存長２．０�、幅１．３�程度。
（５） 菌核

径１．０～１．２�程度の概ね球形（仁丹状）。表面は平滑か微細な皺がある。

５．考察

浮遊物の主体を成す炭化物は炭化材であり、炭化種実は少なかった。しかし、キイチゴ属、キビ、

アワ、タデ科、菌核が含まれており、利用植物の一端を明らかにすることができた。栽培植物のキビ、

アワは、キビが KH－２のカマド焚口、カマド火床、KH－３のカマド焚口から出土した。アワは、

KH－３のカマド焚口から出土した。柏木川１１遺跡では、擦文時代の住居跡から出土した多量の種実

が検討されており、アワ、キビを主体にマタタビ属、アサ、ブドウ属などが検出された（吉崎、１９９０）。

雑穀として、アワ、キビが多量に検出されたにも関わらず、明確な形でのヒエが検出されていない。

種実の出土量に著しい差はあるが、本遺跡においてもキビ、アワの出土に対して、ヒエは出土しない

という点で、柏木川１１遺跡との類似性が認められる。KH－２のカマドから出土したキイチゴ属は、

主食に成り得るようなものではないが、果実は生食可能であり、果実酒などにも利用できることから、

何らかの形で利用されていた可能性が考えられる。KH－３のカマド火床から出土したタデ科は、現

段階では種類が分からず、実体は不明である。しかし、炭化したものが栽培・利用植物と揃ってしば

しば遺跡から出土することから、食用などにされていた可能性がある分類群である。本遺跡において

も何らかの形で利用されていた可能性があるだろう。菌核は、KH－２、KH－３のいずれからも少

量出土したが、カマドで燃やされた材に付着していたものが焼け残ったのであろう。

６．おわりに

擦文時代の住居跡(KH－２、KH－３）から出土した炭化種実を検討した結果、栽培植物のキビ、

アワが利用されていたと考えられた。また、キイチゴ属、タデ科も何らかの形で利用されていた可能

性が考えられた。

引用文献

吉崎昌一（１９９０）北海道恵庭市柏木川１１遺跡の植物遺体。北海道恵庭市発掘調査報告書、柏木川１１遺

跡。pp．１０４－１１３
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１ 遺跡について

検出した遺構は、縄文時代のものは、竪穴住居跡１軒、土壙２１１基、焼土８５ヵ所、集石１ヵ所、小

ピット４基。擦文時代のものは、竪穴住居跡２軒、集石２ヵ所である。以下、時期別に述べる。

縄文時代

竪穴住居跡は、平面形が隅丸方形に近い楕円形を呈し、掘り込みのない地床炉を持つ。床面から�
群 b類植苗式の土器片がまとまって出土しており、前期後半のものである。土壙は、中期に属する

と考えられるものが５基ある。KP－８５は長径２ｍ程で、大形の貯蔵穴と思われる。後期のものは１

基で、形態から後期後葉の土壙墓と推定している。A地区の段丘縁辺部から�群 c類堂林式の土器
がまとまって出土している。晩期のものと考えられるものは２０５基で、そのうち土壙墓または土壙墓

の可能性があるものは２２基である。平面形が楕円形を呈し、長軸１ｍ前後のものは A地区の北側に

多い。KP－１１３・１６２からは土器の胴部破片が、表を上にして並べられた状態で出土した。KP－１４０

は壙底に２個対になる小ピットがある。KP－１５２の壙底からは大洞 C２相当の条痕文の土器が出土し

た。KH－２の掘り上げ土から同種の土器が出土していることから、周辺に同時期の土壙墓が存在し

ていた可能性がある。KP－１６６からは完形の双口土器が出土した。壙底に段状の構造をもち、土器が

まとまって出土する例は、千歳市ママチ遺跡の BP－１６・２５などに類例がある。KP－１６７からは赤彩

が施された土器が１個体まとまって出土している。性格の特定できない土壙は、小形で円形のものが

大半で、覆土は流入土と崩落土の互層で、遺物の出土は少ない。焼土は、調査区のほぼ全域に分布し

ており、焼けて白色化した動物骨・魚骨が含まれるものが多い。

擦文時代

２軒の竪穴住居跡は、出土した土器からいずれも８世紀中葉のもので、焼失住居である。覆土に被

熱し赤色硬化した土や焼土が見られることから、土葺きの屋根を持っていたと考えられる。主柱穴が

外に４本あるいわゆる「カリンバ型」と呼ばれるものである。形態、出土遺物、構造材などの材の選

択、年代測定結果などから、ほぼ同時期に存在し、住居廃用時期も同じ頃であったと推定できる。

２ 付 記

北埋調報２１１集『柏木川４遺跡・柏木川１３遺跡（２）』に補足があるので、以下について記す。

調査面積について

平成１６年度の調査面積について、第１章第１節の表と報告書抄録には、８，４７０�とある。第１章第
２節の（１）と第２章第２節の（２）に８，１２８�とある。最終的な調査面積は８，４７０�である。
平面直角座標系について

第２章第２節の（１）で、座標系の記載がないが、平面直角座標系は第�系である。記載した SP－２００
と SP－３００の座標は、日本測地系である。SP－３００の杭番号M－１５は、M－２０が正しい。

包含層出土遺物の分布について

�群土器については第２章第６節で、記述と図が掲載されている。他の時期の土器および石器等に
ついては、記載がないので、調査区ごとの出土遺物一覧表を掲載することとした。 （村田）
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表�－１ 平成１６年度包含層出土遺物一覧�１
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不明 １ ４ ５
０－１７ １ １
A－３７ ２ ２
A－３８ １ １ ２
A－４４ １ ２ ３
A－５２ ２ １ １ ４
B－２４ ３ ３
B－２７ １ １ ２
B－３５ ２ １ ３
B－３６ ６ ２ ３ １１
B－３７ １ ３ １ ２９ ２ ３６
B－３８ １ ３３ １ ５ ４０
B－４４ ３ １ １ １ ６
B－４８ １ ８ ９
B－５２ １ １０ ２ １ １４
C－２４ １ １
C－２７ １ １ ２
C－３５ ７９ １ ２ ８２
C－３６ ３６ ２ ２ ２ ２ １ ４５
C－３７ ４０ １７ ８ １ １ ２ ６９
C－３８ ４ ６ ２６０ ４ １ ２０ １ ２ ２９８
C－４４ １ ５ ２ ４ ２ １ １５
C－４８ ２ １ １４ ２ ２ ２１
C－５２ ２ １ ２４ １ １ ３ １ ３３
C－５３ ３ ２ ５
D－２９ ２ ２
D－３０ １ ２ １ ４
D－３１ １ １
D－３２ １ １
D－３４ １ ２ ３
D－３５ １ １２ ５６ １ １ ７１
D－３６ ７ ７
D－３６ ３ ２２ ７ １ １ １ １ １ １１ ４８
D－３７ ５３ ２０ １ １ ５ １ ５ ８６
D－３８ ２１ ６８ １ １ １ ３ ９５
D－３９ １ １８ ２ １ ２２
D－４０ １ ５ ６
D－４４ ２ ２ １３ ２ １ ２０
D－４８ １ ３ １ ５
E－３７ ３ ３
E－２８ １ １
E－２９ １８ ４ １ １ ２４
E－３０ ５ ４ ９
E－３１ １ １
E－３５ ８ １ １ １ １ １ １ １４
E－３６ ２７ １３ ３ ３ ４６
E－３７ ６３ ３ １ １ ６８
E－３８ ６７ ６ ３ ７６
E－４４ ２ ３３ ３ ２ ９ ４９
E－４８ １ １３５ １ ３０ １ ５ １７３
E－５２ １ ３ ４
F－２５ １ １
F－２９ １ ４ １ １ １ １ ９ ７ １ ２６
F－３０ １ ２ ３
F－３５ ２ ２
F－３６ ２ ２
F－３７ ２ ２
F－４１ １２ １ １ １４
F－４２ ７ １６５ １ ６ ２ １ ２ １８４
F－４４ ５ １ ６
F－４８ ７ ２４ ２ ３３
G－２４ １ １
G－２７ １ １
G－２８ ３ ２４ ２ ２ １ １２ ４４
G－２９ ３ １３ １ ４ ２１
G－３０ ２ ２
G－３４ １０ １０
G－４０ １０３ ４ １ ２ １ １１１
G－４１ １３１ ２０４ １ ９ ４ ６ １ ３５６
G－４２ ３２ ９１ １ １ ４ ２ １ ３７ １６９
G－４４ ４ ７０ ６ ４ ３ ８７
G－４８ １ ６０４ ３ ５ ８６ ２ ２ ７０３
H－２４ １ １
H－２５ １ １
H－２７ １ １
H－２８ ２ ２ ５ ９
H－２９ １ １
H－３０ １ １
H－４１ ２６ ３ １ １ ３ ３４
H－４２ １１ １ ２ １４
H－４４ １８ １８ １ ８ ４５
I－２２ １ １
I－２３ ２ １０ １２
I－２４ ８ ５７ ２ ６７
I－２８ ４ ４
I－３５ ３ ５ ８
I－３６ １ １
I－３８ １ １
I－３９ ３ ３
I－４２ １ １ １ ３
J－２０ １ １
J－２３ ７ １ ８
J－２４ ４ １ ２ ２ ９
J－２５ １ ４ ５
J－２６ ３９ ３９
J－２７ １ １ ２
J－２８ １ １
J－３０ ３ １ ４
J－３１ １ １
J－３２ １ １ ２
J－３５ ２ ２
J－３６ ２ ２
J－３８ １ ２ ３
J－４２ １ １
K－１９ １ １
K－２０ １ １ ２
K－２１ ５ ５
K－２４ １ １ ２
K－２５ １ ２ ３
K－２６ ４ ４
K－２８ １５ １ １６
K－２９ ４ ４
K－３０ ２ １ ４ ７
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表�－１ 包含層出土遺物一覧�２
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K－３２ １ １
K－３４ １ １
K－３５ ２ ２
K－３６ １ １ ２
K－３７ １ １
K－３９ １ １ ２
K－４１ ２ ２
K－４２ ７ ７
L－１７ ８ ３ １ ２ １４
L－１８ １０ ４ １４
L－１９ ３ ３ ６
L－２０ ２ ２
L－２４ １ １
L－２７ ３ １ ４
L－２８ １ １
L－２９ １ １
L－３１ １ １ ２
L－３２ １ １
L－３３ １ １
L－３５ ７ １ ８
L－３７ １ １
L－３８ １ １ １ ３
L－４０ ４ １ ５
L－４１ ４ ４
L－４２ １８ ４ ２２
L－４３ ６ ６
M－１２ ２ １ ３
M－１３ １２ ２５ １ ３８
M－１４ １０ ５ ２ １７
M－１５ ３ ４ ７
M－１６ ２ ５５ １ １ １ ６０
M－１７ １０ ３９ １ ２ ５２
M－１８ １ １３ １ ４ １ ２０
M－１９ １ ５ ３ １ １０
M－２３ １ １
M－２４ １ １
M－２５ １ ３ １ ５
M－２６ ５ ５
M－２７ １ １ １ ３
M－２８ １ １ １ １ ４
M－３０ １ １
M－３１ １ １ ２ ４
M－３３ １ １
M－３４ ３ １ ３ １ ２ １０
M－３５ １４ ５ １ ２０
M－３６ ５ １ １ ７
M－３８ ３ ３
M－４０ ８ ２ １ １１
M－４１ １ ３ ４
M－４２ ６ ６
N－１１ １ １
N－１２ １ １
N－１３ ４３ ４３ １ ４ １ １ １ ９４
N－１４ ７４ １２ ４ ２ ９２
N－１５ ７１ ２５ ６１ １５７
N－１６ ３ ４ ７
N－１７ ５１ １ １ １７ １ ７１
N－１８ １ ２９ １ ３１
N－１９ １ １
N－２１ １ １
N－２２ １ １
N－２３ １ １
N－２４ ３ １ ４
N－２５ １ １
N－２６ １ １ ２
N－２７ ２ １ １ ４
N－２８ １６ １３ １ １ １ ３２
N－３０ １ １ ２
N－３１ １ １
N－３６ １ １ １ ２ ５
N－４０ ５ ５
N－４１ １ １ ２
N－４２ １ １
O－１０ １８ １８
O－１３ ４ １ ５
O－１４ ４ ３２ ２０ １ ７ １ ６５
O－１５ １７ ９ １ ２７
O－１６ ８ ２０ ２ ２ ３２
O－１７ ２０ １２１ １ １ ６ １４９
O－１８ ９ ６ ２ １７
O－１９ ２ ３ ５
O－２１ １ １
O－２２ ４ ５ ９
O－２３ ３ １ １ ５
O－２４ １ ３ １ ５
O－２９ ３７ ８１３ １ ２ ８５３
O－３０ １５ １ ５ ２ ２３
O－３６ ２ １９ ２１
P－１４ ２ １ １ ４
P－１５ ５ ５
P－１６ １１ ５ １６
P－１７ ７ ６ ２ １５
P－１８ １ １
P－１９ ７ １１ １８
P－２０ ３ １ １ ５
P－２１ １ １ ２
P－２２ １ １
P－２５ ２ １ ３
P－２６ １ １
Q－１６ １ １
Q－１８ １ １
Q－１９ １ １
Q－２０ １ １
Q－２２ １ １ ２
Q－２５ １ １
Q－２６ １ １
Q－２８ １ １
R－１９ １ １
グリッド不明 １ １
金谷氏寄贈 ４ １ ２ ３ １ １０ ２ １ １ ２ ２７
調査区 ０ ０
表採 ５ ５ １ １ １ ２ １ １６
総計 ６８１４８１ ９２７１６ ５ ５ ３ ６ ２１ ２ １ １１ １ ２９ １ １ ７１３１１ １２ １ １ １ ４ ２ ５ ３ １ ２ ２ ２４ １６０ ３ １ １ １ ２ ２ １ ３７ ０ ５９４４

� 小 括
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写 真 図 版



図版１

（平成１６年度撮影）SE→NW

伐採終了状況（平成１６年度撮影）S→N

調査前状況



図版２

N→S

E→W

調査風景（１）



図版３

NW→SE

S→N

調査風景（２）



図版４

A地区 SW→NE

C地区 N→S

調査終了状況



図版５

５１ライン西側 SW→NE

５１ライン東側 SW→NE

５１ライン東側斜面部 SW→NE

基本土層



図版６

セクション NW→SE

HF－１（中央）・HP－１（左）・HP－２（右）セクション W→E 遺物出土状況 NE→SW

完掘 N→S

KH－４



図版７

KP－７９セクション SW→NE KP－７９完掘 W→E

KP－８０（右）・８６（左）セクション SW→NE

KP－８０（右）・８６（左）完掘 W→E

土壙（１）



図版８

KP－８１完掘 E→W KP－８２セクション W→E

KP－８３セクション SW→NE KP－８２完掘 W→E

KP－８３完掘 W→E KP－８４完掘 SW→NE

土壙（２）



図版９

KP－８５セクション SW→NE

KP－８５調査風景 SW→NE

土壙（３）



図版１０

KP－８５完掘 W→E

KP－８５掘上げ土検出状況 S→N

土壙（４）



図版１１

KP－８７セクション S→N KP－８７完掘 W→E

KP－８８セクション SE→NW KP－８８完掘 NW→SE

KP－８９セクション NW→SE KP－８９完掘 S→N

土壙（５）



図版１２

KP－９０セクション W→E KP－９０完掘 SE→NW

KP－９１セクション W→E KP－９１完掘 E→W

KP－９２セクション NW→SE KP－９２完掘 S→N

土壙（６）



図版１３

KP－９３完掘 N→S KP－９４セクション SW→NE

KP－９５セクション SW→NE KP－９５完掘 NE→SW

KP－９６セクション SW→NE KP－９６完掘 N→S

土壙（７）



図版１４

KP－９７セクション NW→SE KP－９７完掘 NW→SE

KP－９８セクション NW→SE KP－９８完掘 N→S

KP－９９セクション W→E KP－９９完掘 W→E

土壙（８）



図版１５

KP－１００セクション SW→NE

KP－１０１セクション W→E

KP－１００完掘 N→S KP－１０１完掘 NE→SW

KP－１０２セクション W→E KP－１０２完掘 SW→NE

土壙（９）



図版１６

KP－１０３セクション SW→NE KP－１０３完掘 NW→SE

KP－１０４セクション SE→NW KP－１０４完掘 SW→NE

KP－１０５セクション SE→NW KP－１０５完掘 W→E

土壙（１０）



図版１７

KP－１０６セクション SE→NW KP－１０６完掘 N→S

KP－１０７セクション SE→NW KP－１０７完掘 N→S

KP－１０８セクション SE→NW KP－１０８完掘 N→S

土壙（１１）



図版１８

KP－１０９セクション S→N KP－１０９完掘 N→S

KP－１１０セクション S→N KP－１１０完掘 N→S

KP－１１１セクション NW→SE KP－１１１完掘 NW→SE

土壙（１２）



図版１９

KP－１１２セクション W→E KP－１１２完掘 N→S

KP－１１３セクション NW→SE KP－１１３完掘 E→W

KP－１１４セクション NW→SE KP－１１４完掘 S→N

土壙（１３）



図版２０

KP－１１５セクション NW→SE KP－１１５完掘 N→S

KP－１１６セクション W→E KP－１１６完掘 N→S

KP－１１７セクション S→N KP－１１７完掘 N→S

土壙（１４）



図版２１

KP－１１８セクション W→E KP－１１８完掘 SW→NE

KP－１１９セクション SW→NE KP－１１９完掘 N→S

KP－１２０セクション SW→NE KP－１２０完掘 W→E

土壙（１５）



図版２２

KP－１２１セクション SW→NE KP－１２１完掘 S→N

KP－１２２セクション W→E KP－１２２完掘 W→E

KP－１２３セクションW→E KP－１２３完掘 NW→SE

土壙（１６）



図版２３

KP－１２４セクション W→E KP－１２４完掘 SE→NW

KP－１２５セクション S→N KP－１２５完掘 NE→SW

KP－１２６セクション SW→NE KP－１２６完掘 NE→SW

土壙（１７）



図版２４

KP－１２７セクション S→N KP－１２７完掘 W→E

KP－１２８セクション W→E KP－１２８完掘 E→W

KP－１２９セクション W→E KP－１２９完掘 E→W

土壙（１８）



図版２５

KP－１３０セクション SW→NE KP－１３０完掘 SW→NE

KP－１３１セクション SE→NW

KP－１３１完掘 SW→NE KP－１３２完掘 NE→SW

土壙（１９）



図版２６

KP－１３３セクション S→N

KP－１３３（奥）・１３４（中）・１３５（前）完掘 E→W

KP－１３４（左）・１３５（右）セクション SW→NE

KP－１３７セクション SE→NW KP－１３７完掘 N→S

土壙（２０）



図版２７

KP－１３８上面遺物出土状況 NW→SE KP－１３８セクション S→N

KP－１３９上面遺物出土状況 NW→SE KP－１３８完掘 E→W

KP－１３９セクション W→E KP－１３９完掘 N→S

土壙（２１）



図版２８

KP－１４０セクション SW→NE KP－１４０完掘 N→S

KP－１４１（右）・１４２（左）セクション W→E

KP－１４１（前）・１４２（奥）完掘 SE→NW KP－１４３セクション SE→NW

土壙（２２）



図版２９

KP－１４４セクション SW→NE KP－１４４完掘 SE→NW

KP－１４５セクション SW→NE KP－１４５完掘 E→W

KP－１４６セクション SW→NE

土壙（２３）



図版３０

KP－１４７セクション SW→NE KP－１４７完掘 E→W

KP－１４８・１４９（内右側）セクション SE→NW

KP－１４８・１４９（内側奥）完掘 W→E KP－１５１セクション SW→NE

土壙（２４）



図版３１

KP－１５０（右）・１５１（左）セクション NW→SE

KP－１５０（前）・１５１（奥）完掘 W→E KP－１５２完掘 SW→NE

KP－１３９（前）・１５３（奥）完掘 N→S KP－１５２セクション SW→NE

土壙（２５）



図版３２

KP－１５４（左）・１５６（右）セクション W→E KP－１５４（前）・１５６（奥）完掘 N→S

KP－１５５セクション NW→SE KP－１５５完掘 NW→SE

KP－１５７セクション S→N KP－１５７完掘 E→W

土壙（２６）



図版３３

KP－１５８セクション SW→NE KP－１５８完掘 N→S

KP－１５９セクション SW→NE KP－１５９完掘 W→E

KP－１６０セクション S→N KP－１６０完掘 SE→NW

土壙（２７）



図版３４

KP－１６１セクション S→N KP－１６１完掘 NW→SE

KP－１６２セクション SW→NE KP－１６２完掘 S→N

KP－１６３セクション NW→SE KP－１６３完掘 SE→NW

土壙（２８）



図版３５

KP－１６４（左）・１６５（右）セクション SE→NW KP－１６４（前）・１６５（奥）完掘 W→E

KP－１６６セクション W→E KP－１６６遺物出土状況 S→N

KP－１６６完掘 NW→SE KP－１６７遺物出土状況 E→W

土壙（２９）



図版３６

KP－１６８セクション S→N KP－１６８完掘 NE→SW

KP－１６９セクション S→N KP－１６９完掘 NE→SW

KP－１７０セクション S→N KP－１７０完掘 NE→SW

土壙（３０）



図版３７

KP－１７１セクション SE→NW KP－１７１完掘 NE→SW

KP－１７２セクション S→N KP－１７２完掘 NE→SW

KP－１７３セクション SW→NE KP－１７３完掘 NE→SW

土壙（３１）



図版３８

KP－１７４セクション SE→NW

KP－１７４（中奥）・１７５（中前）・
１７６（前）・１７７（奥）完掘 E→W

KP－１７５セクション SE→NW

KP－１７６セクション SE→NW KP－１７７セクション SW→NE

土壙（３２）



図版３９

KP－１７８セクション W→E KP－１７８完掘 SE→NW

KP－１７９セクション SW→NE KP－１７９（前）・１８０（奥左）・１８１（奥右）完掘 NW→SE

KP－１８０セクション NW→SE KP－１８１セクション NW→SE

土壙（３３）



図版４０

KP－１８２セクション SE→NW KP－１８２（右）・１８３（左前）・１８４（左奥）完掘 NW→SE

KP－１８３セクション SW→NE KP－１８４セクション SE→NW

KP－１８５（右）・１８６（左）セクション W→E KP－１８５（左）・１８６（右）完掘 E→W

土壙（３４）



図版４１

KP－１８７セクション S→N

KP－１８８セクション SW→NE

KP－１８７（内側）・８１（外側）・１８１（奥）完掘 W→E KP－１８８完掘 SW→NE

KP－１８９セクション W→E KP－１８９完掘 S→N

土壙（３５）



図版４２

KP－１９０（奥右）・１９１（奥左）・１９２（前）セクション S→N

KP－１９３（右）・１９４（左）セクション S→N KP－１９０・１９１・１９２・１９３・１９４（奥から）完掘 W→E

KP－１９５セクション SW→NE KP－１９５完掘 SE→NW

土壙（３６）



図版４３

KP－１９６セクション SW→NE KP－１９７完掘 N→S

KP－１９８セクション SW→NE KP－１９８完掘 E→W

KP－１９９セクション SW→NE KP－１９９完掘 SW→NE

土壙（３７）



図版４４

KP－２００セクション S→N KP－２００完掘 N→S

KP－２０１セクション W→E KP－２０１完掘 N→S

KP－２０２セクション W→E KP－２０３セクション S→N

土壙（３８）



図版４５

KP－２０４（奥）・２０５（前）セクション SW→NE

KP－２０２（前）・２０３（奥）完掘 W→E

KP－２０４（前）・２０５（奥）完掘 NW→SE

KP－２０６セクション SW→NE KP－２０６完掘 SE→NW

土壙（３９）



図版４６

KP－２０７セクション SW→NE KP－２０７完掘 E→W

KP－２０８セクション W→E KP－２０８完掘 SW→NE

KP－２０９セクション W→E KP－２０９完掘 SW→NE

土壙（４０）



図版４７

KP－２１０（左）・２１１（右）セクション SE→NW KP－２１３セクション SE→NW

KP－２１２セクション SE→NW KP－２１２完掘 S→N

KP－２１４（新）・２３２（古）セクション SW→NE KP－２１４完掘 SW→NE

土壙（４１）



図版４８

KP－２１５セクション W→E KP－２１５完掘 W→E

KP－２１６セクション W→E KP－２１６完掘 SW→NE

KP－２１８セクション S→N KP－２１８完掘 N→S

土壙（４２）



図版４９

KP－２１９セクション S→N KP－２１９完掘 N→S

KP－２１７セクション S→N KP－２１７（奥左）・２２０（奥右）・２２１（前）完掘 W→E

KP－２２０セクション S→N KP－２２１セクション S→N

土壙（４３）



図版５０

KP－２２２セクション S→N KP－２２２完掘 W→E

KP－２２３セクション SE→NW KP－２２３完掘 NW→SE

KP－２２４セクション SE→NW KP－２２４完掘 E→W

土壙（４４）



図版５１

KP－２２４・２２５・２２６・２２７（右から）検出状況 E→W

KP－２２５セクション SE→NW KP－２２５完掘 SE→NW

KP－２２６セクション S→N KP－２２６完掘 SE→NW

土壙（４５）



図版５２

KP－２２７セクション S→N

KP－２２７完掘・２２６検出状況 S→N

KP－２２８セクション SE→NW

KP－２２９セクション W→E

KP－２２８完掘 N→S KP－２２９完掘 NE→SW

土壙（４６）



図版５３

KP－２３０セクション S→N

KP－２３０（奥）・２３１（前）完掘 E→W

KP－２３１セクション S→N

KP－２１４（新）・２３２（古）セクション SW→NE KP－２３２完掘 S→N

土壙（４７）



図版５４

KP－２３３セクション SW→NE KP－２３３完掘 SE→NW

KP－２３４セクション SW→NE KP－２３４完掘 NE→SW

KP－２３６セクション S→N KP－２３６完掘 E→W

土壙（４８）



図版５５

KP－２３７（左）・２３８（右）セクション SE→NW KP－２３７（奥）・２３８（前）完掘 E→W

KP－２３９セクション SW→NE KP－２３９完掘 SE→NW

KP－２４０セクション SW→NE KP－２４０完掘 E→W

土壙（４９）



図版５６

KP－２４１（右）・２４２（左）セクション S→N KP－２４１（前）・２４２（奥）完掘 E→W

KP－２４３（左）・２４４（右）セクション NW→SE KP－２４３（前）・２４４（奥）完掘 N→S

KP－２４５（左）・２４６（右）セクション SE→NW KP－２４５（奥）・２４６（前）完掘 NE→SW

土壙（５０）



図版５７

KP－２４７セクション W→E KP－２４７完掘 E→W

KP－２４８（左）・２４９（右）セクション W→E KP－２４８（奥）・２４９（前）完掘 SE→NW

KP－２５０セクション W→E KP－２５０完掘 W→E

土壙（５１）



図版５８

KP－２５１セクション S→N KP－２５１完掘 E→W

KP－２５２（左）・２５３（右）・２４５（奥）セクション SE→NW KP－２５２（奥）・２５３（前）完掘 NE→SW

KP－２５５セクション W→E KP－２５５完掘 NE→SW

土壙（５２）



図版５９

KP－２５６セクション S→N KP－２５６完掘 NE→SW

KP－２５７セクション SW→NE

KP－２５８セクション SW→NE KP－２５７（奥）・２５８（前）完掘 SE→NW

土壙（５３）



図版６０

KP－２５９セクション S→N KP－２５９完掘 NE→SW

KP－２６０セクション S→N

KP－２７６セクション S→N KP－２６０（奥）・２７６（前）完掘 SE→NW

土壙（５４）



図版６１

KP－２５４セクション W→E KP－２５４・２６１・２６３・２６４（奥から）完掘 SE→NW

KP－２６１セクション W→E KP－２６３（左）・２６４（右）セクション NW→SE

KP－２６２セクション SW→NE KP－２６２完掘 E→W

土壙（５５）



図版６２

KP－２６５（左）・２６６（右）セクション NW→SE KP－２６５（前）・２６６（奥）完掘 E→W

KP－２６７セクション W→E KP－２６７完掘 NE→SW

KP－２６８セクション S→N KP－２６８完掘 N→S

土壙（５６）



図版６３

KP－２６９セクション S→N KP－２６９完掘 E→W

KP－２７０セクション S→N KP－２７０完掘 N→S

KP－２７１セクション SE→NW KP－２７１完掘 SE→NW

土壙（５７）



図版６４

KP－２７２セクション W→E KP－２７２完掘 E→W

KP－２７３セクション W→E KP－２７３完掘 E→W

KP－２７４セクション SW→NE KP－２７４完掘 N→S

土壙（５８）



図版６５

KP－２７５セクション S→N KP－２７７完掘 E→W

KP－２７８セクション SE→NW KP－２７８完掘 NE→SW

KP－２７９セクション SE→NW KP－２７９完掘 N→S

土壙（５９）



図版６６

KP－２８０セクション SE→NW

KP－２８０（前）・KP－２８１（奥）完掘 N→S

KP－２８１セクション S→N

KP－２８２完掘 N→S

KP－２８２セクション SW→NE

KP－２８３（右）・２８５（左）セクション NW→SE KP－２８３（奥）・２８５（前）完掘 N→S

土壙（６０）



図版６７

KP－２８４セクション SW→NE KP－２８４完掘 SW→NE

KP－２８６セクション S→N KP－２８６完掘 N→S

KP－２８７セクション S→N KP－２８７完掘 N→S

土壙（６１）



図版６８

KP－２８８セクション S→N KP－２８８完掘 E→W

KP－２８９セクション S→N KP－２８９完掘 E→W

KP－２９０セクション S→N KP－２９１セクション SW→NE

土壙（６２）



図版６９

KF－２９セクション SE→NW KF－５６・KP－１９７セクション N→S

KF－７０セクション SW→NE KF－１０４セクション W→E

KS－３検出状況 NW→SE

KF KS－３



図版７０

SP－２セクション SW→NE SP－２完掘 W→E

SP－３セクション SW→NE SP－３完掘 W→E

SP－４（左）・５（右）セクション W→E

SP－４（左）・５（右）完掘 W→E

SP



図版７１

KH－４ KP－８０

KP－８１

KP－８１ KP－８２

遺構出土の遺物（１）



図版７２

KP－８３ KP－８５

KP－８５ KP－８５

KP－９１ KP－９１

遺構出土の遺物（２）



図版７３

KP－９２

KP－９４

KP－９３ KP－９６

KP－１００ KP－１０１

遺構出土の遺物（３）



図版７４

KP－１０２

KP－１１３

KP－１１３ KP－１２１

遺構出土の遺物（４）



図版７５

KP－１１７

KP－１２６

KP－１２４ KP－１２９

KP－１２８ KP－１２８

遺構出土の遺物（５）



図版７６

KP－１３１

KP－１３０

KP－１３８

KP－１３１

KP－１３５ KP－１３８

遺構出土の遺物（６）



図版７７

KP－１３９

KP－１３９

KP－１３９ KP－１３９

遺構出土の遺物（７）



図版７８

KP－１４０ KP－１４７

KP－１４２

KP－１５１

KP－１５２

KP－１５５ KP－１５５

遺構出土の遺物（８）



図版７９

KP－１５６ KP－１７８

KP－１６２ KP－１６３

KP－１６７ KP－１６７

遺構出土の遺物（９）



図版８０

KP－１６６ KP－１６６

KP－１６６ KP－１６６

KP－１６６ KP－１６６

遺構出土の遺物（１０）



図版８１

KP－１９９

KP－２０２ KP－２０１

KP－２１５ KP－２０６

KP－２０９ KP－２１０ KP－２１０

遺構出土の遺物（１１）



図版８２

KP－２１４

KP－２１４

KP－２１４

KP－２２５

KP－２１３

KP－２３３ KP－２２７

遺構出土の遺物（１２）



図版８３

KP－２３５

KP－２３４

KP－２３９ KP－２３５

KP－２４５

KP－２４７ KP－２４２

遺構出土の遺物（１３）



図版８４

KP－２４６

KP－２４９

KP－２５０

KP－２５０

KP－２５１

KP－２５３ KP－２５４

遺構出土の遺物（１４）



図版８５

KP－２６３

KP－２６３

KP－２６３

KP－２７０

KP－２６２ KP－２７４

遺構出土の遺物（１５）



図版８６

KP－２７１

KP－２７２

遺構出土の遺物（１６）



図版８７

KP－２８３

KP－２８５

KP－２８６ KP－２８９

遺構出土の遺物（１７）



図版８８

KF出土の土器 KF出土の石器

KS－３

遺構出土の遺物（１８）

KF－６７

KF－７２

KF－８８

KF－１０４
KF－８３



図版８９

調査開始状況 S→N

Ta-a除去終了状況 S→N

KH－２（１）



図版９０

セクション W→E

セクション N→S

焼土検出作業 S→N

KH－２（２）



図版９１

炭化材検出状況 E→W

炭化材検出状況 NE→SW

土器・炭化材検出状況 NW→SE 紡錘車・炭化材検出状況 NE→SW

KH－２（３）



図版９２

床面・掘上げ土検出状況 S→N

竈周辺遺物出土状況 N→S 竈検出出土状況 N→S

KH－２（４）



図版９３

火床西側検出状況 NW→SE

竈セクション N→S

KH－２（５）



図版９４

煙道セクション NW→SE

煙道セクション SW→NE 煙出しセクション N→S

KH－２（６）



図版９５

煙道・煙出し完掘 NW→SE

住居東側掘上げ土下出土土器 N→S HP－１完掘 SW→NE

KH－２（７）



図版９６

HP－２セクション S→N HP－３セクション SW→NE

HP－４セクション S→N HP－４完掘 S→N

KH－２（右側）・KP－８５（左側）掘上げ土セクション E→W

KH－２（８）



図版９７

KH－２出土の遺物（１）



図版９８

KH－２出土の遺物（２）



図版９９

KH－２出土の遺物（３）



図版１００

KH－２出土の遺物（４）



図版１０１

KH－２出土の遺物（５）



図版１０２

KH－２出土の遺物（６）



図版１０３

調査風景(Ta-a除去終了後）E→W

セクション S→N

セクション W→E

KH－３（１）



図版１０４

焼土・遺物検出状況 E→W

土器出土状況 SE→NW 土器出土状況 W→E

KH－３（２）



図版１０５

炭化材検出作業風景 SE→NW 炭化材検出作業風景 S→N

炭化材検出状況 NE→SW

KH－３（３）



図版１０６

床面・掘上げ土検出状況（奥 KH－２）SW→NE

竈検出状況 N→S 竈・煙道半裁状況 N→S

KH－３（４）



図版１０７

煙出しセクション NW→SE

竈セクション N→S

煙道セクション SW→NE

KH－３（５）



図版１０８

煙道・煙出し完掘 W→E

HP－１検出状況 SE→NW HP－２セクション SW→NE

KH－３（６）



図版１０９

KH－３出土の遺物（１）



図版１１０

KH－３出土の遺物（２）



図版１１１

KH－３出土の遺物（３）



図版１１２

KH－３出土の遺物（４）



図版１１３

KH－３出土の遺物（５）



図版１１４

KH－３出土の遺物（６）



図版１１５

KS－４検出状況 N→S

KS－５検出状況 N→S

KS－４・５



図版１１６

包含層出土の�群土器（１）



図版１１７

包含層出土の�群土器（２）
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